
    
      



    

  
    
      



    

  



























    
      



    

  
    
      ＭＦ文庫Ｊ

剣神の継承者サクシード



鏡　遊



    

  
    
      カバー・口絵・本文イラスト●みけおう



    

  
    
      Contents



プロローグ

１章　剣の学院

２章　太陽の乙女

３章　狙う者、狙われる者

４章　剣にキスを

エピローグ



    

  
    
      
プロローグ





「あーっ、もう！　なんであんたらがここにいるの！」

　女子寮の一室に、澄み切った怒鳴り声が響いた。

「そう騒ぐなよ。夜は静かにするもんだぞ、セフィ」

　クロウはリビングのソファに座って微び笑しようを浮かべながら、この部屋の住人──セフィに目を向けた。金髪をサイドテールに結んだ、ブレザー姿の女の子だ。

「ぐっ……え、偉そうに……」

　セフィはクロウの言葉に逆らいつつも、声のトーンを落とした。ここは女子寮の一室である。夜も遅い時間に大声を上げては他ほかの寮生に迷惑だと気づいたのだろう。

「それにしてもこの部屋、快適だなあ。エアコンは効いてるし、ソファはふかふかだし」

「冷蔵庫にも、こんな素敵なスイーツが入っていたのです」

　クロウの隣に座っている、黒髪でメイド服姿の少女──日ひ奈な子こが、チョコケーキを口に運びながら言った。

「それはあたしのケーキだ！　なに勝手に食ってるの！」

「ほどよい甘みとかすかな苦みが見事なハーモニーを奏でているのです」

「感想なんか聞いてないわ！」

　セフィは懲こりずにまた叫んでしまってから、おおげさなため息をついた。

「まったく、あんたらはお気楽よね。こっちはトーナメントを控ひかえてる身なのに」

「それは俺おれも同じだよ。だから、快適な部屋で英えい気きを養わせてもらおうと思って」

「あんたはトーナメントなんて気にしてないでしょ。ていうかあんた、よくまあ女連れで女子寮に忍び込んでこられたわね」

「そのくらい、軽い軽い。それより、セフィも座ったらどうだ？」

「言われなくても座るわよ。あたしのソファなんだから」

　セフィは素そっ気けなく言うと、クロウの隣にどさっと腰こしを下ろした。

「セフィ、緊張してるならマッサージでもしてやろうか？」

「あんたのマッサージじゃ、どこを触られるかわかったもんじゃないわ」

「あますところなく揉もんでやるのに……」

「だからダメなの！」

　ぴしゃりと言い切られて、クロウはがっくりと肩を落とす。

「あのね。あんたの、その隙すきあらばセクハラしようとするクセは直らないの？」

「直る見込みはない」

「はっきり言うな、この変態！」

「……というか、ですね」

　黙だまってケーキを食べていた日ひ奈な子こがぼそりと言った。

「セフィはツンツンしているように見えて、実はいつでもＯＫなのは明らかなのに。それに気づいていて、セクハラ程度でごまかしてるクローもヘタレですね」

「なっ……！」

「ちょっ、誰だれがいつでもＯＫなのよ!?」

　クロウとセフィが同時に絶ぜつ句くする。

「なるほど、年とし頃ごろの男女は発情しつつも今後の関係を気にして一歩を踏み込むことができないと……勉強になりました」

「勉強するな！　あんたは、いちいちなんでも分析しないでよ！」

　日奈子に向かって、セフィが顔を真っ赤にして怒鳴りつける。

「ふーむ、そろそろ俺のセクハラももう一歩踏み込むべきか。ヘタレ呼ばわりもなんだし、服の上からじゃなくて直じかで胸を揉んで──」

「なるほど、よくわかったわ」

　セフィはクロウの言葉を遮さえぎってそう言い、素早く動いた。

　リビングの隅に立てかけてあった巨大な剣の柄つかを握り──

「直で斬きりつけられたいわけね、あんたは！」

「どうせなら、肌のぶつかり合いがいいな！」

　クロウも叫ぶと同時に、腰こしに差している日本刀の柄つかに手をやり、一歩を踏み込んで、セフィを刃圏けん内ないに捉とらえていた。

　クロウとセフィは剣の柄を握ったまま、数秒睨にらみ合あってから──

「はぁ、夜中にこんなバカやってられないわ」

「まったく同感だな」

　二人は同時に剣から手を離し、ふうっと息を吐いた。

「なんか喉のどが渇いちゃった。お茶でも淹いれてくるわ。あんたらも飲むわよね」

　セフィはそう言って、キッチンのほうへ歩いて行った。

「……本当に、あなたたちは変わったじゃれ合いをするのですね」

「ただならぬ関係だからな」

　クロウは軽口を叩たたいて、にやりと笑う。

　多少バカバカしくても、セフィや日ひ奈な子こと過ごす時間は楽しい。この状況に至いたったことを考えれば、ここ数日のドタバタも悪くはないように思えてくる。

　クロウは、思い出す。始まりは──やはり、あの夜だろう。

　夜の街に足を踏み入れ、多くの血が流れたあのときから、すべては始まったのだ──
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　東とう京きようソーディア──

　二十一世紀の現代、かつて東京府と呼ばれていたその都市は、七十年前に起きた世界大戦を境に“〝ソーディ”〟という異世界人たちによって統治されている。

　東京ソーディアは、二つのエリアに分けられている。すなわち、ソーディが住む“〝中央特別区センター”〟と、人間が暮らす“〝外層人類区ダウンタウン”〟だ。

　支配階級であるソーディたちの中央特別区には政治や経済の機能が集約され、洗練された街並みを見せている。それに対し、外層人類区はどこか不ふ揃ぞろいで、雑ざつ多たな街が多い。

　その外層人類区にある、とある繁華街。時刻は、午後十時を回ったところだ。飲み屋が多く建ち並ぶその街は、がやがやと騒がしい。

　喧けん噪そうからわずかに離れた街の片隅に、一軒の古びたホテルがあった。

　ホテルの地下に駐車場があり、奥まったところに一台の白いワゴン車が停とまっている。エンジンがかかったままで、その周りに複数の人影がうごめいていた。数は五人。全員が白いローブのようなものを着ている。

　そのうちの一人はケガをしているらしく、息を荒げている。仲間から手当てを受けているが、出血が止まらないようだ。

「あれ、追いついちゃったか」

　意外そうに言いながら、何者かが靴音を響かせて歩いてきた。

　白いローブの者たちが一いつ斉せいに反応し、現れた人影に目を向ける。

「こんなところでモタモタしてるとはな。逃げるなら必死に逃げろよ」

　駐車場に姿を見せたのは、一人の少年だった。真っ赤なロングコートを羽織っている。

　前を開いているコートからのぞく身体からだはずいぶんと細く、身長もやや低い。

　黒い髪はぼさぼさで、顔つきにはまだ幼さが残っている。だが、前髪の下のまなざしは、妙みように鋭するどい。

「まあ、下へ手たに逃げ回ったら検問に引っかかるか。つーか、警官を四人殺したって？　そりゃヤバイよ。あいつら、仲間殺しにはきっついからなあ。地の果てまでも追われるぞ」

「貴様は……“〝セイバーズ”〟か」

　ローブの一人が、鋭い声で言った。少年は動じることなく、にやりと笑った。

「見てのとおりさ」

　少年──クロウは、コートの襟えり元もとで光っている、剣の紋もん章しようが刻まれた銀のバッジを人差し指でトン、と叩たたいた。

　セイバーズとは、東とう京きようソーディアの治ち安あん維い持じ部隊である。警察とはまた別の組織だ。

「おとなしく捕まるならそれもよし。逆らうのなら──」

　クロウは、腰こしに提げた日本刀の柄つかに手を置いた。拵こしらえを見れば、それが飾りでも偽物でもなく、かなり使い込まれた真剣であるのがわかるだろう。

「ここがあんたらの果てになるよ、太たい陽よう教きよう徒との皆さん」

　クロウのほうは訊きくまでもなく、彼らの正体を知っている。

　太陽教という、その名のとおりに太陽を崇あがめる教きよう義ぎを持つ宗教団体の信者たちだ。

　ここ数年、東京ソーディアにおいて活発なテロ活動を行っている凶悪な連中である。既すでに、彼らのテロによる犠ぎ牲せい者しやの数は三桁けたに上っている。治安維持部隊であるセイバーズの最大の標的が、太陽教徒なのだ。

　今夜、太陽教徒たちが乗ったワゴン車が警察の検問に引っかかり、強引に突破して逃亡。逃走中に警官四名を殺害。なおも逃走を続けている。

　セイバーズにも出動要よう請せいが来たため、隊員であるクロウは彼らを追ってきたのだ。

「おー、なんだ、まだ始まってなかったのか。ゆっくり来たのになあ」

　不意に、底抜けに明るい声が響いた。

　クロウの後ろから駐車場に入ってきたその男もまた、赤いコートに銀のバッジを着け、腰に帯たい剣けんしていた。

「アホか。仕事なんだから、とっとと来いよ、ラーシュ」

「はいはい、クロウは真ま面じ目めだな」

　明るく笑う、ラーシュと呼ばれたその男もまた、セイバーズの隊員である。

　隊内ではクロウとコンビを組んでいる。小こ柄がらなクロウより五センチほど背が高いが、彼もまたどことなく幼さを残している。実際、彼はまだ十五歳さいで、少年といっていい歳だ。

　顔立ちは整っており、髪の色は白に近い。本人は「プラチナ色」と主張している。

　ラーシュはクロウとは別ルートで犯人を追っていたのだが、ほぼ同時に発見したということになる。

「セイバーズといっても、たった二人よ！　五人もいれば、なんとでもなる！」

　仲間に手当てをしていた教徒が、甲かん高だかい声を上げた。その声に応じて、他ほかの教徒たちが手に持っていた日本刀を一いつ斉せいに抜き放った。

　日本では、民間人の銃器の所持が禁止されているのはもちろん、セイバーズや警察、さらには軍隊に至いたるまで主要な武器として刀とう剣けんを用いている。テロリストの武装も例外ではない。

　ワゴン車の陰にいたため見えにくかったが、声を上げた教徒は女──それもまだ若い、少女といっていい年齢だった。よく見ると彼女だけはローブをまとっておらず、白いベールに青いシスター服という格好だ。

　彼女は目に涙をたっぷりため、それでも気丈にラーシュを睨にらみつけている。

「おい、クロウ。アレ、おまえの担当の子だろ？」

「別に担当じゃないけどな……」

　クロウは苦笑いして、一歩前に進んだ。

　彼は、その少女のことを知っている。名前は、木き戸ど明あか里り。

　太陽教の実働部隊のメンバーだ。どういうわけか、クロウは任務中に何度となく彼女と遭そう遇ぐうしてきた。そのすべては偶然で、なにやら因いん縁ねんめいているのは事実である。

「明里。毎度、よく会うなあ。そろそろ、腐くされ縁えんというより運命のような気がしてきた」

「確かにそのとおりね。なんでこんなことになってるんだか……」

　明里は目を伏ふせてそう言って──

「ん？　なんだ、そっちもずいぶん感かん慨がい深そうだな」

「なんでもないわよ！」

　不意に、クロウをキッと睨みつけた。

「運命だとしたら、わたしがおまえを殺す運命ってことよ！　ソーディの犬め！」

「犬ねぇ……」

「この世界の人間ですらないソーディどもに、この国を好きにさせてたまるか！」

　明里は、日本刀を抜いて構える。なかなかサマになっているが、クロウは明里の実力を知っている。彼女の腕では、セイバーズの誰だれにもかなわないだろう。

「明あか里り、かかってくるのもいいけど、そのケガ人は放ほうっておいたら死ぬぞ？　そんな応急手当てじゃ、苦しむ時間を長引かせてるだけだ」

「くっ……！」

　明里は唇を噛かんだ。

　クロウが言っていることはハッタリではないと、彼女も気づいているのだろう。

「そうそう、あんたらはもういいよ。遅れて悪かったね」

「ん……？」

　クロウは、突然の声にわずかに首を傾かしげた。

　ほとんど気配は感じなかった。いつの間にか、太たい陽よう教きよう徒とたちのすぐそばに、一人の女が姿を現していた。

　太陽教徒の白いローブは羽織っていない。身体からだにぴったりと密着した、ミニのタイトスカートのスーツという格好だ。腰こしに差した剣が異様に浮いてしまっているが。

「そこのセイバーズのアホたちを片付ければいいんだろう？　ワゴン車の荷物とやらも任せておけ。道路は検問だらけだ。車で逃げたら一発で捕まる」

「……わかった。頼んだよ」

　明里がそう言って、他ほかの太陽教徒も頷うなずいた。ここでこれ以上揉もめるつもりはないらしい。明里たちは、何度も振り返ってワゴン車を見ながら、走り去っていった。

　クロウもラーシュも、逃げた太陽教徒にはもう興味がなかった。

　クロウは女をあらためて観察する。

　女の年齢は、おそらく二十代前半といったところだろう。明るい茶色の髪をショートカットにしている。なかなかの美人だが、そんなことを気にしている場合ではなさそうだ。

「おまえ、ソーディなのか？」

「見てのとおりだ」

　女はクロウの言葉に頷き、腰に差していた剣をすらりと抜いた。

　細身で、両りよう刃ばの長剣。別に珍めずらしいタイプの剣でもない。だが──

「ふぅん。光こう刃じんか」

　クロウは感心したようにつぶやく。

　光刃とは、抜き放った刃が淡く輝く白い光に包まれる現象である。光刃が発動した状態の刃は、曲がりにくく折れにくく、切れ味もほとんど鈍にぶらない。

「確かにソーディだな。それも、なかなかできそうだ」

　クロウは、再びつぶやいた。

　ソーディたちは、“〝ソーディア”〟と呼ばれる異世界からやって来た者たちだ。

　異世界人である彼らは、地球人類と姿形はほとんど変わらない。人類にはありえない髪や瞳ひとみの色をしている者も多いが、そこを除のぞけばほぼ同一といっていい。

　ソーディが人間と大きく異なっているのは、彼らが恐ろしい剣けん士しだということだ。

　ソーディは人類とほぼ同じ体格でありながら、身体能力がずば抜けて優れており、パワーもスピードも桁けた外はずれである。

　そしてなにより、圧倒的なまでの剣のセンスをもって生まれてくる。全員が生まれついての剣の達人なのだ。

　さらに、一流の使い手となれば、この女のように光こう刃じんで剣を強化して戦う。

　ソーディの剣士は、人間の剣士とは似て非なる別次元の存在と言えるだろう。

「そこまでだ、手配ナンバーＦＺ４０５３３３！」

　突然、声が響いた。

　クロウやラーシュと同じ、真しん紅くのコートを着た男たちだった。六人いる。その全員が手に抜き身の剣を持っていた。

　全員がソーディであり、セイバーズの隊員──つまり、クロウの同どう僚りようだ。彼らも、太たい陽よう教きよう徒とを追いかけてここに来たのだろう。

「その女は手配犯だ。以前にうちの隊員を二人斬きっている。ソーディのくせに太陽教なんぞに手を貸しているイカレた女だ」

　隊員たちの一人、髭ひげを生やした男が言った。クロウもその男は知っている。セイバーズでは古ふる株かぶの隊員で、腕もなかなかのものらしい。

「おまえたちは、引っ込んでろ。光刃の使い手は、入って一年の新人には荷が重い」

　髭の男はクロウたちの顔も見ずに言って、剣を構えた。他ほかの五人も、それにならう。

　どうやら、彼らの目的は手柄の横取りらしい。髭の男も、他の隊員たちも光刃は使えないようだ。それでも、六対一なら勝てると踏んでいるのだろう。

「まあ、こっちは何人だろうとかまわない。来いよ」

　ソーディの女は不敵に笑って言った。

　おーっ、と雄お叫たけびを上げて、髭の隊員と他の五人がソーディの女に斬りかかっていく。

　セイバーズの隊員たちの多くは実戦をこなしている。髭や他の隊員たちも一度ならず、真剣勝負の経験があるのだろう。六人同時でありながら、同士討ちも避さけつつの、連携が取れた攻撃だった。数を恃たのんでの油断などどこにもない。たった一人の女を殺すために、六人の男がみずからの命を懸かけた一撃を繰り出そうとしていた。

「ははっ」

　だが、女のほうは微み塵じんも動じなかった。

　六人が斬りかかってくるタイミングのズレを見切り、最初にかかってきた髭の隊員の首を一刀で斬り裂いた。続けざまに一人の胴どうを払い、一人の顔面を断ち割る。

　普通の人間の目には、三人の男が同時に斬られたように見えただろう。それほどの、目にも留まらぬ早はや業わざだった。男たちの身体からだからは血しぶきが激しく噴ふき上がり、凄すさまじい斬ざん撃げきを受けた部分が大きくえぐられてしまっている。

　女は、さらに止まることなく、二人を袈け裟さ懸がけに斬きり、最後の一人の心臓を串くし刺ざしにして──六人全員を仕し留とめてしまった。男たちが斬りかかってから、最後の男が倒れるまで十秒もかかっていない。あまりにも鮮やかな手際だった。

「なんだ、あっけない。やっぱり男とやっても面白くないな」

　女は、つまらなそうにつぶやいた。実際、つまらなかっただろう。六人でかかっておいて、瞬殺されていれば世話はない。格段の実力差があったことは明らかである。

「へえ、大したもんだなあ」

　ラーシュが、まるで他人事のように言った。いつの間にかスマートフォンを取り出していて、なにやら調べている。

「ふむ、その女、賞金がかかってるね。百万か。うちの隊員を六人も斬っちゃったから、さらにどーんと値上がりしそうだなあ」

「ラーシュ！　そいつを先に言え！」

「そんなに焦らなくても。もう手柄を横取りされる心配もないしね。ああ、ちなみに百万は生いけ捕どりのみだよ。殺したら三十万だからね。じゃ、頑張って」

　ラーシュは苦笑いしつつスマートフォンをしまって、一歩下がった。

「了解だ。というわけで、あんたの相手は俺おれが務つとめることになった。よろしく」

　クロウは楽しげに言って、すらりと腰こしの日本刀を抜いた。

「……日本刀？　貴様、セイバーズのくせになんでそんなものを」

　そこまで言って、賞金首は目を見開いた。まじまじと、クロウの姿を凝視してくる。

「貴様……まさか、人間ヤートなのか？」

「見てのとおりって言っても、わからんよな。ま、日本刀こんなもん使うのは人間だけだろ」

　クロウは軽く言って、日本刀をヒュッと一振りした。

　日本刀を使うのは人間の警官か、太たい陽よう教きよう徒とのようなテロリストというのが常識だ。

「ははは！　セイバーズなんぞ男ばかりの、ボンクラ揃ぞろいだと思っていたが、人間を隊員にしていたとはな。そこまで人材不足だったのか」

「まったくだ。ボンクラばかりで困ってる。人間の俺がこき使われて、たまらねぇよ」

　セイバーズは、非戦闘員を含めても千名足らずの小さな組織である。

　その構成員は、クロウを除のぞけばすべてソーディだ。逆に、警察はほとんどが人間で構成されている。本来ならば、人間であるクロウは警察にいるのが自然だろう。

　クロウがセイバーズに籍せきを置いていることには理由がある。人材不足というわけでもないのだが、そこまで説明してやるほどクロウも親切ではない。

「つーか、そういうあんたこそ、ソーディのくせに人間に協力してるなんてな」

「ソーディ側にいても、つまらん人間相手の斬り合いしかできないだろうが。私は、強いソーディと戦いたかったんだ。そっちの白い髪のボーヤはソーディだろう？　せめておまえが来ないと、この人間は死ぬぞ」

「遠えん慮りよしておくよ。俺おれは金には困っていないんでね」

　ラーシュは冗談めかして言い、わざとらしく肩をすくめた。

「……まあいい。どっちみち、二人とも死ぬんだ。その前に少しは楽しませてくれよ？」

「退屈はさせないさ……」

　クロウは薄く笑って、構えを取った。平凡そのものの、中段の構えである。

　賞金首も、同じく笑った。愚ぐ弄ろうの笑みだ。人間など敵とすら思っていないのだろう。

　クロウは、じりじりと間合いを詰めていく。彼には油断などない。これから、本気での命のやり取りが始まるのだ。

「なあ、人間。一応言っておくが、貴様らの価値観なんぞ持ち込むなよ？」

「あんたが女だから？　はは、まさか」

　相手は六人を瞬殺した怪物だ。それでも人間の男なら、こう考えるところだろう。

　女とは戦えない。女は傷つけたくない。命のやり取りなど、論外だと──

　そんなものは、あくまで人類の理屈である。

　ソーディの側から見れば、戯ざれ言ごとといってもいいくらいだ。

　基本的にソーディの場合、運動能力において、女性のほうが男性よりも圧倒的に高い。剣の技量に関しても同様である。

　ソーディの男は、女剣けん士したちから見ればすべて格下の存在なのだ。あっさり斬きり殺されたセイバーズ隊員たちも訓練を積み、幾いく多たの実戦をくぐり抜けてきた者たちだったが、賞金首のような優れた女性剣士には、六人がかりでも勝負にならなかった。

　ソーディたちは、体内に『光コウ』と呼ばれるエネルギーを宿している。『光』は人類よりもはるかに優れた身体能力のエネルギー源となるものだ。

　一般的に、『光』の量は女性のほうがずっと多い。量が多ければ多いほど、身体能力も高くなり、だからこそソーディは女性のほうが高い戦闘能力を持つ。

　セイバーズ隊員のほとんどは男性ソーディだ。人間によるテロへの対処ならば、男性隊員でも充分すぎるからだ。だが、犯人が女性ソーディとなると、厳しい戦いを強いられることも多い。

　ましてや人間など、性別に関係なく、女性ソーディにかなうはずがない。それが常識であり、誰だれもが持っている認識でもある。だからこそ、男性隊員たちは弱い人間であるクロウにセイバーズの任務を任せたくなかったのだろう。

「一応、俺もソーディのことはそこそこ知ってる。心配はいらねえよ」

「せいぜい怯おびえた顔でもしてくれよ、人間」

　賞金首は剣を握った手を軽く振った。光こう刃じんの輝きが心なしか増したようだ。光刃とは、『光コウ』を身体からだの外部に放出し、剣に伝わらせる技である。これも相応の量の『光』がなければ使えない。

　賞金首は、無む造ぞう作さにクロウに近づいてくる。その舐なめきった動作にすら隙すきがない。賞金首は目に殺意をみなぎらせ、剣を閃ひらめかせた。

　風が吹き抜け──轟ごう音おんが響いた。

　空気を大きく巻き込みながら振るわれた賞金首の剣は──クロウのすぐそばにあったコンクリートの太い柱を見事に両断していた。

　一抱えもある柱を剣で叩たたき斬きるなど、人間ではありえない。桁けた外はずれの力を持った、ソーディならではの力技だった。

　賞金首はにやりと笑う。ことさらに柱など斬ったのは、クロウを怯おびえさせる意図だろう。

「…………」

　しかし、クロウは眉まゆ一つ動かさなかった。剣を中段に構えたまま身動きすらしない。

「ふん、可愛かわいげのないガキだな」

　賞金首は矢のように一歩を踏み込み、再び剣を振るう。

　ソーディの剣は単純に言って、速くて重い。神速の斬ざん撃げきは切断面の組織をも巻き込んでずたずたにしてしまい、死し骸がいはボロクズのように無残なものと化す。

　ソーディの剣は、文字どおりに一撃必殺なのだ。

　ただし、それは斬られたら──の話である。

「…………っ!?」

　賞金首の顔に、はっきりと焦りが浮かんだ。

　初太た刀ちに始まり、賞金首の一撃必殺の剣が、クロウにすべてかわされてしまっている。鋭するどく空気を斬り裂き、繰り出された刃はクロウの首や胸を、ギリギリのところでむなしく通り過ぎていく。

　自分から攻撃を仕掛けることもなく、彼はただひたすら避よけているのだ。刃を合わせることもない。

　ソーディの剣を人間が受ければ、剣を弾はじき飛ばされるか、刀とう身しんが折れるかのどちらかだろう。だからといって、ソーディの豪剣を避け続けるなど、人間にはほぼ不可能だ。人間の目ではソーディの剣は捉とらえられないし、見えたとしても避け切れるものでもない。

「なんだ、貴様は！　いったい、なぜ人間が私の剣を！」

「おいおい、素人じゃあるまいし。戦闘中に疑問なんぞ持つなよ」

　クロウの顔には、まだ笑みが浮かんでいた。かすっただけでも、肉をごっそり削そぎ取とるような斬撃に何度もさらされて、汗一つかいてないというのは異常であろう。

「そろそろ……行こうか！」

　クロウは、初めて自分から一歩踏み込んだ。人間としては神速といっていいスピードであったが、ソーディの動体視力で見ればひどくのろくさいものだろう。

「バカが……！」

　賞金首の顔にも笑みが浮かぶ。彼女の目には、クロウが刀を振りかぶるところも、上段から振り下ろす動きも、スローモーションのように見えていることだろう。

　だが──

「がっ…………!?」

　クロウの剣が振り切られたそのとき──

「なっ、なん……だっ……!?」

　賞金首の右腕が付け根から切断され、血しぶきが舞っていた。剣を握ったままの腕が地面に転がり、光こう刃じんの輝きが消え去った。

　彼女には痛みよりも驚きが勝っているようで、クロウの顔を睨にらみつけたまま、噴ふき出だす血を押さえようともしない。

　ソーディは体力も人間よりはるかに勝っている。この程度で死ぬことはあるまい。いい医者に診みてもらえば、腕も繋つなげてもらえるはずだ。

「なんで、人間の剣なんかで……私がっ！　今の剣は、いったいなんだ!?」

「そいつを考える時間は、これからいくらでもあるだろ」

　この賞金首は、セイバーズの隊員と警官を多数殺害している。もう一度、シャバに出て来られるかどうかも怪しいものだ。考え事をする時間には苦労しないだろう。

「あら？」

　クロウは不意に首を傾かしげた。

　コートの左腕の袖そでが切れてしまっている。どうやら、一度だけかわし損そこねていたようだ。

「あーあ、このコート、けっこう高いんだよな。もう一着くれなんて言ったら、上から嫌いや味み言われそうだ」

「……貴様、その腕うで輪わは」

　賞金首の視線が、クロウの切れた左袖から見えている手首に集中している。そこには、白っぽい金属の腕輪が着けられている。

　腕輪の表面に刻まれているのは、剣と植物のつるを記号化し、組み合わせた紋もん章しようだ。

「剣けん聖せいの継承印コード！　そうか、おまえが！　剣聖が弟で子しにしたという、あの！」

「よく知ってるじゃないか。ま、今んとこ、こんなもんただの飾りだけどね」

　クロウは、腕輪の表面をそっと撫なでた。

　剣聖ヒョウカ──ソーディ最強の剣けん士しにして、クロウに剣を叩たたき込こんだ師匠。

　その後こう継けい者しやであるという事実など、今のクロウにはたいして重要なことでもない。

「クロウ、まだ終わってないよ。その賞金首さんは、太陽教にとっては大事な戦力だろ。わざわざ、教団がそいつを投とう入にゆうしてきたってことは……」

「そういや、アレを忘れてたな。よっぽど大事なお宝でも積んでるのかね」

　クロウは、エンジンがかかったままのワゴン車に目を向けた。さっきの太陽教と賞金首の話を聞いた限りでは、あのワゴン車にはなにかが載のせられているはず。

「おい、百万。あの車の積み荷はなんなんだ？」

「私がそんなものに興味を持つと思うのか？」

「そりゃそうだ」

　この賞金首は、ワゴン車に紙し幣へいがぎっしりのアタッシュケースが積まれていても、関心はないだろう。剣の戦いにしか興味がない。純粋なソーディとは、そういうものだ。

　ラーシュが、ゆっくりとワゴン車に近づいて。

　剣の柄つかを握り、抜き打ちをかけた。剣けん閃せんがいく筋も走り、ワゴン車の後部ハッチがバラバラになって吹き飛ぶ。男であっても、ソーディならばこのくらいの芸当は軽い。

「普通に開けろよ、おまえはさ」

「なにが出てくるかわからないだろ。……って、あれ？」

　クロウの呆あきれた声に答えつつ、ラーシュはワゴン車の中に不審そうな目を向けた。

「なんだ、もう一人いたのか。おい、出てきなよ。ついでだから逃がしてあげる」

　ラーシュが、とんでもないことを言っている。中には荷物だけでなく、太たい陽よう教きよう徒とが乗っているらしい。実際、賞金首の身柄一つで今夜の成果としては充分すぎるのだが。

「おい、聞いてんの？　別に取って食おうってわけじゃ」

　その刹せつ那な──

　ワゴン車のハッチから光が溢あふれ、クロウの視界を満たした。

　ソーディの光こう刃じんの白い光とは異なる、黄金の輝き──

「ラーシュ！」

　クロウが叫んだとき、ラーシュは既すでにワゴン車から数メートルも離れていた。ソーディであり、セイバーズ隊員である彼は、異常事態への対処が素早い。

　クロウはラーシュから、ワゴン車へ視線を戻す。車から溢れてくる光は強すぎて、まともに目を開けていられないほどだ。それでいて、熱を感じないというのもおかしい。

「なんなんだよ……？」

　クロウは、まばゆい視界の中で、信じられないものを見た。

　光の中を、少女が歩いてくる。

　いや、その少女が光をまとっているのだ──

　クロウとほぼ同じ年とし頃ごろ、十五、六歳さいくらいの女の子。

　長い黒髪に、肌まで透けてしまいそうな、薄うす手での白いワンピース。

　豊かにふくらんだ二つの胸は、下着を着けていないのか歩くたびに大きく揺れている。

　そして、折れそうなほどに細い手首には、無ぶ骨こつな手て錠じようがはめられていた。

　少女は、迷った様子もなく、クロウのすぐ前まで歩いてきた。

「…………」

　少女は黙だまったまま、手て錠じように繋つながれた両腕を差し出してきた。クロウの目を揺らぎのない瞳ひとみで見つめ、微び動どうだにしない。

　不意に、光が消滅した。

　元通りになった視界の中で、少女は──ほんのわずかに微笑ほほえんだ。

　ほとんど反射的に、クロウはまだ抜いたままだった剣を振り下ろした。

　ガキン、と鈍にぶい音がして手錠の鎖くさりが刃に断ち切られ、弾はじけ飛んだ。自由になった少女の細い腕が、だらりと下がる。

「あ…………」

　少女はなにか言いかけて、ぐらりと崩れた。糸が切れたかのような、唐とう突とつさだった。

　クロウはとっさに反応して、倒れかけた少女の身体からだを支える。抱いた肩と腰こしは驚くほどか細く、触れているだけで壊れてしまいそうだった。

　いったい、どうなってる？　どうすればいいんだ？　誰だれなんだ、この子は？

　なすすべもなく少女を支えながら、クロウは途方に暮れた──



    

  
    
      



    

  
    
      



　セイバーズの本部ビルは東とう京きようソーディア中央特別区センターの、さらに中心部近くに建っている。

　中心部には各省庁や、大企業の高層ビルが建ち並んでいる。

　それらの中で、味も素そっ気けもないデザインの十階建ての建物が、セイバーズの本部ビルだ。セイバーズの設立は、太陽教などのテロが活発になり始めた五年前。まだ組織として歴史が浅く、予算も多くないため、残念ながら本部も質素なのだ。

　朝早く、その本部ビルの入り口に一人の少年の姿があった。クロウである。

　賞金首との戦闘から、まだ数時間しか経たっていない。任務を終えて報告書を出してから、外層人類区ダウンタウンにある詰め所で仮眠を取っていたところを、本部に呼び出されたのだ。

　クロウはあくびを噛かみ殺ころしながら、正面入り口から中に入った。

　メインホールには受付があり、受付嬢じようが暇ひまそうに座っている。書類を手に話し合っている事務員たちや、掃除中の清掃員の姿もある。

　この場にいる者たちは、全員がソーディだ。ソーディも全員が剣を振るって生活の糧を得ているわけではない。普通の仕事をしている者のほうがはるかに多いのだ。

　ビル内でたった一人の人間であるクロウは、エレベーターに乗って、最上階へ向かう。

　エレベーターを降りると、目的の部屋へ行く前に休憩所に寄り道した。ベンチがいくつか並べられ、飲み物の自販機が設置されている。

　クロウは自販機でジュースを買って、窓際に立った。休憩所の外側の壁は全面が窓になっていて、ビルの外がよく見える。彼はここの景色が気に入っていた。

　東京ソーディアは、七十年前の世界大戦後にソーディたちが築きずいた都市である。

　大戦後に編成された23区のうち、千ち代よ田だ区くをはじめとした八つの区を中央特別区として再編成し、中心には政治と経済の機能が集約されている。

　外層人類区にも高層ビル街はあるが、それらとの違いは緑が多いことだろう。あらゆる場所に、少しでも隙すき間まがあれば植物を植えようとしているかのような執しゆう念ねんさえ感じる。

　この異様なまでの緑化へのこだわりは、ソーディたちの郷愁によるものらしい。

　緑が溢あふれる、美しく広大な世界、“〝ソーディア”〟。地球とは別の次元にあるその世界が、ソーディの故こ郷きようである。

　七十年前に地球で起きた、二度目の世界大戦。戦線が膠こう着ちやくし、参戦した国々の戦力も底が見え始めたそのとき──扉が開いた。

　世界中で地球とソーディアを繋つなぐ巨大な異空間ゲート──“〝空の扉”〟がいくつも開き、そこからソーディたちの大軍がなだれ込んできたのだ。ソーディたちの目的はただ一つ。侵略だった。

　そこから、世界大戦は人類が予想もしなかった方向へと転じていく。

　剣を主力武器とするソーディたちなど、銃火器で武装した歩兵、さらに戦車や戦せん艦かん、戦闘機などの兵器の前では一撃で粉砕されると、人類の誰だれもが思っていた。

　だが──そうはならなかった。

　巨大な空の扉が開いた影響による異常気象が起き、地球環境は急速に荒こう廃はいしていった。空も海も荒れ、戦闘機や戦せん艦かんが身動きできなくなっただけでなく、陸海空の輸送力が失われて補給線が断たれてしまい、各国の戦線は瓦が解かいした。

　ソーディたちは各地の空の扉を通してソーディアからの補給を受け、精強なソーディ軍は異常気象をものともしなかった。

　そこから、奇跡が始まり──

　ソーディ軍が勝利を収め、世界中に展開していた各国の軍隊は撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　予想外なことは、終戦後にもう一つ起きた。理由は不明だが、ソーディの勝利の直後に空の扉がすべて閉じてしまったのだ。異常気象はおさまったものの、ソーディたちは故こ郷きようへ帰る手段を失ってしまったのだ。

　そのソーディたちが、新たな定てい住じゆうの場所として選んだのが──日本だった。

　ソーディの軍隊が現れたのは、大戦のときが最初で最後である。しかし、その以前からごく少数のソーディたちが時折小さな空の扉を通って姿を現しており、日本とは特に交流が深かったのだ。

　彼女たちは慣れ親しんだ国を新天地と定さだめたわけである。

　ソーディたちは大戦で弱体化していた日本を支配下に収めることに成功した。政治体制が大きく変わり、ソーディたちが国のトップに立ったのだ。

　当然、その過程で混乱は少なからずあった。日本人たちの反抗は散発的に起きたし、新政府が樹立されるまでにはソーディ同士の内ない乱らんすら起こった。しかし、それらはごく短期間のうちに解決され──

　国の支配権を手に入れたソーディたちは、失われた故郷の名を首都に付け加えた。

　それが、東とう京きようソーディアである。

　もっとも、それらの事実は戦争の記憶も遠のいた時代に生まれたクロウには、あまり関係のないことである。

「さて、行くか」

　クロウはジュースを飲み干すと休憩所を出て、「局長室」とプレートが掛かけられているドアの前に立った。ぞんざいにノックして、返事を待たずに室内に入る。

「失礼します」

　局長室には先客の姿があった。

　クロウも見覚えのある、数少ない女性隊員だった。部屋の窓際にある局長のデスクの前で、書類を手になにやら報告しているようだ。

　クロウは、すぐに気づいた。

　書類を持っている女性隊員の手が、細かく震えている。顔には明らかな恐怖の色が浮かんでおり、腰こしに提げた剣までがカタカタと鳴っているのが、ひどく情けない。

　デスクについている局長は、若い女性だ。治ち安あん維い持じ組織のボス、という肩書きに似合わず、十代の少女に見えるほどだ。彼女は黙だまったまま、報告を聞いている。

「──報告は以上です、局長」

「はい、ご苦労様でした」

　局長の言葉に、女性隊員は一瞬びくりとして、それから頭を深々と下げた。まるで逃げるようにして、部屋から飛び出していく。クロウのことは目に入らなかったかのように、そのまま横を素通りしていった。

「……なんだかなあ」

「ああ、クロウ君、来たのね。こっちにいらっしゃい」

　クロウは、「はい」と返事をして、デスクの前に立った。

　とたんに、凄すさまじい圧力に襲われる。

　身体からだが押しつぶされてしまいそうな、ギリギリと締めつけてくる感覚。このまま身体が粉みじんに砕けるのではないかと、錯覚してしまう。

　ソーディの『光コウ』は、強力な使い手となれば光こう刃じん以外でも物理的な影響力を及ぼす。

　目の前にいる女性の『光』は強大すぎて、ただそこにいるだけで周囲を圧倒してしまうのだ。女性隊員が怯おびえていたのは、無理のないことでもある。

　クロウは歯を食いしばって、不ふ可か視しの力に耐たえ、まっすぐに背筋を伸ばして立つ。

「落ち着いたみたいね。話をしてもいいかしら？」

　クロウは、こくりと頷うなずいた。

　局長の前に立てば、こうなるのはいつものことだ。クロウなら、少しすればこの威圧感もある程度は受け流せるようになる。

「それにしても、あんなに震えられると私がめっちゃ怖い上司みたいよね」

　セイバーズの局長、マナカは苦笑いして言った。

　マナカは、二十四歳さいの若い女性だ。

　ソーディの寿命自体は人類とさほど変わらないが、『光』によるものか女性のソーディは老化が遅い。五十歳を過ぎても、二十代のような若さを保ち続けている者も少なくない。マナカが十代に見えるのも、強力な『光』によるものだ。

　ソーディの中でも珍めずらしい青色の髪を肩のところまで伸ばし、頭の両側に小さなリボンを目立たないように結んでいるが、それがよく似合っている。

　彼女が着ているのはセイバーズの女性用の制服だ。黒い上着にタイトなミニスカートと、シンプルなデザインのスーツである。スーツの下のブラウスは大きく胸元が開かれ、ほどよく盛り上がった胸の谷間が見えている。

　強い意志を感じさせる緑色の大きな瞳ひとみ、整った顔立ち、それにバランスの取れたスタイル。マナカは、充分すぎるほど美人と言っていい。

　だが、彼女を外見で判断すると、痛い目に遭うだろう。

　ソーディには“〝七しち剣けん”〟と呼ばれる最強の剣けん士したちがいる。

　剣けん聖せいをはじめとして、剣けん帝てい・剣けん王おう・竜りゆう剣けん・剣けん将しよう・天てん剣けん・絶ぜつ剣けんの七つの称しよう号ごうを持つ者たちである。

　マナカはセイバーズの局長であると同時に、“〝剣将”〟の称号を持つ七剣の一人だ。

　七剣の圧倒的な戦闘能力は、一軍に匹敵するとすら言われている。実際、大戦時の七剣たちは無む双そうともいえる活かつ躍やくを見せたという。現代でも、七剣はソーディという種族の象徴であり、剣士すべての頂点に君くん臨りんする強者たちである。

「だいたい、朝っぱらから報告するようなことでもないのに。ほら、例の外層人類区ダウンタウンの辻つじ斬ぎりの件」

「ええ、話は聞いてます。もう五、六人殺されてるんですよね」

　辻斬りの被害者は全員人間で、どうやら犯人はソーディらしい。この事件はテロ扱あつかいで、セイバーズが担当している。手て練だれの女性隊員が何人か出で張ばっているそうだ。

「あれの報告だったんだけど、要するになにもわかってない──らしいわ。進展がないなら中間報告なんて面倒なだけなのにねえ」

　マナカはそう言うと、椅い子すの背もたれに体重を預けて黙だまり込んでしまう。

「……あの、局長。私になにかご用がおありなのでは？」

　クロウは呆あきれつつ言った。人をわざわざ呼びつけておいて、黙られても困る。

「かしこまった話し方しなくてもいいわよ。うっとうしい」

「そう言われても。一応、曲がりなりにもあなたは俺おれの上司なんですから」

「どうでもいいわ。私にとっちゃ、あんたは姉ねえさんの弟で子しでしかないし」

「…………」

　マナカは、クロウの師である剣聖の実の妹である。

　姉妹が揃そろって剣の最高位に就ついているというわけだ。ソーディの中でも、これほど非ひ凡ぼんな姉妹も珍めずらしい。

「クロウ君、仕事はどう？　さすがにもう慣れた？」

「なんとかね。相変わらず、ここじゃ浮きまくってるけどな」

　クロウは、なんでもないことのように言った。

　さっきの女性隊員の態度が、クロウのセイバーズ内での立場を物語っている。

　ソーディだけで構成されているはずの治ち安あん維い持じ部隊にまぎれこんだ異い分ぶん子し。人間の分際で、ソーディと肩を並べている気になっている。思い上がりもはなはだしい。

　クロウが他ほかのセイバーズ隊員にそんな風に思われているのは、間違いない。

「任務以外じゃ、誰だれも俺と口をきこうとすらしないよ。ラーシュは除のぞくけど」

「まあ、ラーシュはラーシュで、こんな部隊にいるのも変なんだけどね」

　マナカは苦笑いして、肩をすくめた。

「一年経たっても、そんな感じか。ま、ソーディっていうのはプライド高い連中多いから」

　あんたもソーディだよ、とクロウは心の中で突っ込む。

　とはいえ、マナカはソーディの中でも変わり者である。微妙な立場にいるクロウとなんでもない顔で付き合えるのは、師の妹だからというだけではない。細かいことは気にしない性格、というのも大きい。

「それにしても、一年か……姉ねえさんがいなくなってから、一年ってことでもあるのよね」

「…………」

　剣けん聖せいヒョウカは──一年前に行方ゆくえ不ふ明めいになっている。

　保護者でもあった剣聖がいなくなった直後に、クロウは今度はマナカに保護されることになった。ソーディ社会でも、未成年には保護者が必要なのだ。

　ただ、クロウはのうのうと保護されるつもりもなかった。自分の食くい扶ぶ持ちは自分で稼かせぐために、マナカが属するセイバーズへの入隊を決めた。

　いくら能力があっても、人間がソーディの組織に入るには多くの壁があるのだが、セイバーズはまだ若い組織で、柔軟性もあったために、クロウの入隊も許されたのだ。もちろん、局長であるマナカの口利きも大きかった。

「ま、姉さんのことはいいわ。あの人に限って、事故だのなんだので死んでるってこともないでしょうし。それより、本題に入るわ」

「本題があったのか」

　クロウは、世間話のために呼ばれたのかと思い始めていたところだった。

「ああ、そうか。昨日の女の子のことか？」

「女の子？　あによ、それ？」

「……報告書くらい読めよ。こっちだって面倒だけど書いてるんだからさ」

　昨夜、太たい陽よう教きよう徒とのワゴン車から現れた妙みような女の子。

　あのあと、駆けつけてきた他ほかの隊員に彼女を引き渡したが、どうなったことか。一緒に引き渡した賞金首は、治療のあとに楽しい尋じん問もんが待っているだろう。しかし、セイバーズも武装すらしていない女の子相手に無む茶ちやはしないはずだ。

「昨夜出たばかりの報告書なんて、読んでるわけないでしょ。任務のことじゃないのよ。あんたの上司じゃなくて、保護者としてのお話。短剣のことなんだけどね」

「短剣！」

　短剣とは、いわばソーディの身分証である。柄つかにその家特有の紋もん章しようが刻まれ、一人前になったソーディにその保護者から授さずけられるものだ。

　東とう京きようソーディアの人口一千万人のうち、ソーディは一割ほどに過ぎない。だが、ソーディたちは程度の差があっても、全員がいわば“〝貴族様”〟であり、身分や財産において様々な特権が与えられている。短剣は、その特権階級の象徴なのだ。

「クロウ君は、れっきとしたセイバーズの隊員。それになにより、剣けん聖せいの継承印コードなんてトンデモなものまで持っている。短剣を与えられるには充分だと思うけど……」

「まだなにか問題があるのか？」

　人間であっても、ソーディの身分を手に入れることは可能だ。短剣を扱あつかう役所である“〝紋もん章しよう管理院”〟に大金を積んで購入することがほとんどだが、例外もある。

　剣の技量を提示して、身分取得の申しん請せいを出しているクロウはまさにその例外だ。

「クロウ君さ、そもそも義務教育すらまともに受けてないでしょ。それで、人間の市民権持ってるだけでも上等すぎるくらいよ」

「……ですよね」

　師である剣聖ヒョウカは、もちろん剣の実力に関しては折り紙付きだ。歴代の剣聖の中でも、特に優秀らしい。

　だが、性格には多少難があった。「修行と言えば山ごもり」などと、時代錯さく誤ごな思い込みで、弟で子しを人里離れた山に連れて行き、ほとんどの時間をそこでの訓練にあてさせた。その間、クロウは小学校にも中学校にも通っていない。

「いや、話はわかったけど……つまり、俺おれにどうしろって言うんだ？」

「紋章管理院の結論は、簡単よ。要するに、ソーディの教育を受けろってこと」

「はぁ!?」

「今日が四月の二十五日ね。もう新年度は始まってるけど、これくらいは役所の連中も目をつぶってくれるって。今からソーディの学校に入学して、卒業資格を取ってきなさい」

「…………っ！」

　要するに、ソーディの身分がほしければ、ソーディとしての生き方を身に着けろ、ということだ。

「ま、話はこれだけ。頑張ってねー」

　どうやら、反論の余地はないようだった。

　だが、短剣の獲得はクロウの悲ひ願がんなのだ。

　この国がソーディによって支配されているという現実がある。

　クロウは、どうせ生きていくなら、少しでもいい暮らしがしたい。

　だからこそ彼は、ソーディの中で生きていくことを選んだのだ。





　剣の学院──

　ソーディの子し女じよが通う学校の中でも、特に名門の誉ほまれも高い教育機関である。

　基本的にソーディと人間の学校は分けられているが、教育システムに大きな違いはない。

　剣の学院は、人間社会でいうところの高校にあたる。

　しかし、剣に高い適性を持つ者たちが通う学校である以上、勉強を学ぶだけではない。

　剣の技術を磨みがくための、最高の環境が用意されている。それが、剣の学院なのである。

　学院は、東とう京きようソーディア中央特別区センターの北西、外層人類区ダウンタウンとの境界近くに敷しき地ちを構えている。周りには森や公園など、自然が多く、静けさに満ちている。

　校門へと向かう生徒たちも、騒ぐことなく通学路を歩いて行く。

「はぁ……」

　クロウは、校門の前まで来ると、深く重いため息をついた。

　今日の彼は、威圧的なセイバーズの赤いコートではなく、学院の制服姿だ。ベージュのブレザーに、襟えり元もとには赤いネクタイを締めている。

　教科書が入った重たいカバンもしっかりと持っている。

　ブレザーには腰こしの辺りに切れ目が入っていて、ズボンのベルトに剣の鞘さやを繋つないでいる。とはいえ、学生服姿では日本刀を差してもいまいちサマにならない。

　マナカに呼び出された翌日、さっそくクロウは朝から登校してきたのだ。

　昨日までセイバーズ隊員としてテロリストと戦う日々を送っていたかと思えば、今度は学生だ。短剣を得るためとはいえ、社会的には後退である。

　剣の学院という名門に入学させられたのも、なかなかに意外だった。

　我ながら、周囲に翻ほん弄ろうされすぎだと思うが、逃げ出すわけにもいかない。

「まあまあ、クロウ。んなシケた顔してないで、とっとと行こう」

「……おまえなあ」

　ぽん、と肩を叩たたいてきたラーシュに、クロウは呆あきれた目を向ける。

　彼もクロウと同じく、剣の学院の制服に身を包んでいる。なにを考えているのか、ラーシュも学院に入学したのだ。

　もっとも、クロウもラーシュも今年十六歳さいになる少年だ。夜な夜な、街角で斬きり合いなどしているより、学校に通っているほうが自然と言える。

「セイバーズの仕事も悪かないけど、殺さつ伐ばつとしてるからなー。ここなら、女の子もいっぱいだしさ。前向きに考えようよ、クロウ」

　剣の学院はソーディ最高の教育機関であり、優秀な剣けん士しの卵が集まってくる。女性のほうが剣士として優れている以上、ほとんどの生徒が女子であるのも当然だ。男子もごくわずかに在ざい籍せきしているらしいが、今は姿が見えない。

「そうだな……ここの女の子たちをみんな独り占めしてやるか」

「前向きすぎるな！」

　クロウの欲望丸出しの台詞せりふに、ラーシュが手慣れたツッコミを入れてくる。その会話は、登校中の女子生徒たちにも筒つつ抜ぬけである。

　女の子たちは、ひそひそとなにやら話しながら、クロウたちに冷たい目を向けながら通り過ぎていく。

「クロウ。俺おれたち、あんまり歓かん迎げいされてないみたいだね」

「アウェイはいつものことさ」

　クロウは自分に言い聞かせる。そう、いつものことだ。気にしても始まらない。

　ラーシュの言うとおり、可愛かわいい女の子がたくさんいる環境を喜ぶことにしよう。

　剣の学院の女子生徒は美人揃ぞろい、というのは東とう京きようソーディアではよく聞く噂うわさだった。クロウはわざわざ確認したことはなかったが、どうやら事実らしい。

　女子の制服は、男子と同じくベージュのブレザーで、学年によって胸元のネクタイの色が赤、緑、青と分けられているようだ。

　腰こしに革のベルトを巻いている者もいる。剣を提げるためのものだろうが、生徒は全員丸まる腰ごしだ。剣の名門である学院でも、普段は校内で帯たい剣けんしないらしい。

　クロウもソーディたちの他ほかの学校を見たことはあったが、本来は異世界人である彼女たちがブレザーを着てご登校、というのも妙みような感じがする。

　ソーディたちがかつていた異世界ソーデイアは、中世ヨーロッパのような世界だったと聞いている。

　人々は木造の家に住み、絹きぬや麻あさの服を着て、食事と言えばパンとスープ。交通手段は徒歩か馬、上流階級にもなれば馬車に乗れる。

　地球と比べれば、はるかに遅れた文明しか持っていなかったのだ。

　だが、大戦後に日本を支配したソーディたちは驚くほど速やかに地球の文化や技術を吸収し、順応した。ある意味、節せつ操そうがないと言えるレベルかもしれない。

　今のソーディは鉄てつ筋きんコンクリートの家に住み、化学繊維の服を着て、洋食も中華も寿す司しも食べる。もちろん車や飛行機にも乗るし、コンビニにだって行く。

　ソーディたちは、大戦から七十年でそこまで変わったのだ。

　剣の学院の少女たちは、洒落しやれたブレザーをまとい、ミニスカートから伸びる、適度に肉のついた太ももをさらしている。

　ソーディの文化が大きく変わったことの是ぜ非ひはともかく、クロウには今のソーディの少女たちの姿を歓迎しない理由は一つもない。

「ほら、クロウ、見てないで行こう。女子は、これからいくらでも見られるんだから」

「わーったよ」

　クロウは頷うなずいて、ラーシュと並んで学院の校門をくぐった。

　できれば、この門の先に楽しいことが待っていることを祈いのりながら。





　教室は、完全に静まりかえっていた。

「クロウです。ちょっと変な時期の編入ですが、みなさんよろしくお願いします」

　黒板の前に立ち、クロウはできる限りの笑顔をクラスメイトたちに向けて挨あい拶さつした。

「…………」

　ノーリアクションだった。教室内の生徒たちは無言のままで、見事になんの反応も見せなかった。

　クロウはくじけず、笑みを浮かべたまま、教師に指し示された席へと向かう。

　なんの嫌がらせか、クロウの席は教室のど真ん中だった。

　周りは女子生徒だらけである。クロウの視界に入る生徒たちは、誰だれも彼のほうに視線を向けようとしない。それでいて、妙みような緊張感が辺りに漂ただよっている。

　どうやら全員が固い決意をもって、クロウを無視しているようだった。

　ホームルームが終わり、すぐに授業が始まった。

　一時間目は、数学だった。クロウも学校に通っていなかったとはいえ、師匠から算数程度のことは学んでいるが、数学となると理解できる自信は微み塵じんもない。

　というより、この張り詰めた状況では授業どころではない。

「はー……」

　クロウは周囲に聞こえないようにため息をつき、ふと横を向いた。窓際の席に、クラスでもう一人の男子生徒がいる。ラーシュだ。

　ラーシュはクロウより先に挨拶を済ませ、彼もまたノーリアクションで応こたえられたのだが、気にしていないらしい。今も、周りの緊張感など知らぬ顔で、窓の外を見ている。

　クロウは孤こ立りつ無む援えんで、異様な空気に耐たえるしかないようだ。

　優秀な剣けん士しが集まる剣の学院に人間が編入してくるなど、生徒たちには我慢ならないことはクロウにもわかっている。彼女たちはただでさえソーディの男を見下している上に、クロウはそれよりもさらに格下──人間なのだから。

　ただ、クロウにとって、それは慣れきった反応だった。セイバーズでも似たような扱あつかいだったのだから、今さら気にするほどのことでもない。

　とはいえ……。

「あっ」

　前の席に座っている女の子が、消しゴムを落とした。ころころと、クロウの席のほうへ転がってくる。

「おい、落とし──」

　クロウが身をかがめて消しゴムを拾おうとしたその瞬間に、前の席の少女が目にも留まらぬ速さで動いた。少女はあっという間に消しゴムを拾うと、何事もなかったかのように黒板に向き直る。

「…………」

　さすがは女性ソーディ──なんでもない動きまで素早い。

　などと、どうでもいいことを考えつつ、クロウは地味に傷ついていた。

　やはり、同世代の少女にあからさまに避さけられるのは、少なからずダメージをくらう。

　セイバーズにいる女性隊員はほとんどがクロウより年上で、あまり年上に興味がない彼には無視されてもさほど感じるところはなかったのだが。

　同い年の少女には、それなり以上の興味はあるし、クラスの女の子たちは揃そろいも揃ってみんな美形だ。できればお近づきになりたい。

　だが、前の席の少女の態度を見る限り、仲良くなるのは望み薄のようだ。

　クロウはまた、ため息をつきながら思う。

　せめて、無視されない程度の学校生活を送れるようにはならないものだろうか。





「あ～あ」

　クロウは、今日何度目かわからないため息をついた。

　転入初日、三時間目の授業は「剣」だった。

　朝のホームルーム、一時間目の数学と二時間目の国語は滞とどこおりなく終了した。結局、クロウは徹底的に周囲に無視されて終わってしまった。

　ソーディの生徒たちはクロウと目を合わせようともせず、教師ですら事務的な会話に終始していた。当然だが、教師もソーディである。

　廊ろう下かを歩けば、女子生徒に避けられ、どこからかひそひそと陰かげ口ぐちが聞こえてくる。

　やはり、ソーディと人間の間には大きな隔へだたりがあるようだ。

「やれやれ」

　できることといえば、一人でぼやくことくらいだ。座ざ学がくではなく、剣の授業ならばなにか変化があるかもと思ったが、特に心躍るイベントは起きそうにない。

　剣の授業は、体育館とは別の、専用の講堂で行われている。

　女子はＴシャツにスパッツと、ごく普通の動きやすい格好だ。男子は、Ｔシャツにハーフパンツをはいている。

「しかし、意外とごついもん使ってるんだな」

　クロウは、持っていた木刀を軽く振ってみた。

　剣の授業は竹刀しないなどという安全なものではなく、木刀を使っているのだ。ソーディたちは木ぼつ剣けんと呼称している。

　ソーディの身体からだも鉄のように硬いわけではないが、『光コウ』によって強化されている肉体は竹刀ではほとんどダメージを受けず、木剣でも致ち命めい傷しようになることはそうはない。

　だからこそ、学生の授業でも木ぼつ剣けんを使っているのだろうが……。

「人間の立場も考えてほしいよなあ。俺おれ、木剣なんぞでぶん殴られたら死ぬぞ」

「ま、おまえの目的のためだよ。それくらい我慢するんだね」

　木剣を肩に担かついだラーシュが、けらけらと笑いながら言った。クロウと違い、ソーディである彼は木剣で死ぬことはまずないので、気楽そうだ。

「しかし、これだけの人数が立ち会ってると、なかなか壮そう観かんだね」

　ラーシュが周りを見渡しながら言った。

　剣の授業は二クラス合同で、六十人ほどの生徒がいる。教師の指導は時折入る程度で、この授業では生徒たちが自分で試し行こう錯さく誤ごしながら腕を磨みがいているようだ。クロウとラーシュ以外の生徒たちは、適当に相手を変えつつ、立ち会っている。

　木剣での稽けい古こを恐れている生徒は一人もおらず、どの生徒の太た刀ち筋すじもなかなかに決まっている。剣の学院には特に優秀な者たちが集まっている、というのも頷うなずける。

「おっ、あの子、相手いないみたいだな。おーい」

「…………！」

　一人できょろきょろしながら歩いていた女子生徒は、声をかけてきたのがクロウだとわかると、一目散に走り去ってしまった。

「……傷つくなあ。つーか、俺をぶちのめしてすっきりしようとか思わないのかな？」

「俺は知らないよ。でもまあ、クロウのこと、既すでに学校じゃ噂うわさになってたらしいね」

「なんだそれ？　どこで仕入れたんだ、その情報」

　クロウは、ラーシュをじろりと睨にらむ。いつものことなのだが、ラーシュは見えないところでいろいろと動き回っている。

「セイバーズの現役隊員。それはまあいいだろ。でも、自信過か剰じようなソーディのお嬢じようちゃんたちだって二の足を踏むさ。剣けん聖せいの弟で子し、となればね」

「ふうん。ただ見下されてたわけじゃないってことか」

　クロウは、継承印コードが刻まれた腕うで輪わに目を向けた。

　それは、確かに無理もない話だ。まだ学生とはいえ、ソーディの生徒たちにしてみれば、人間などか弱い存在でしかない。だが、剣聖の弟子となれば、その実力は未知数だ。万が一にも負けることがあれば、恥などというものではない。

「相手がいなくても、授業に出てれば単位はもらえるでしょ。それに、一年の上位五人くらいは俺たちと同じ“〝剣けん士し”〟で、上級生には“〝剣けん姫き”〟も一人いるらしいよ。上級生との合同授業もそのうちあるみたいだし、剣姫なら立ち会ってくれるかもね」

「剣姫か……」

　ソーディは剣を一人前に扱あつかえるようになると、“〝剣士”〟の称しよう号ごうを得る。れっきとした国家資格で、師匠や学校の教員から与えられることがほとんどだ。十八歳さい前後の頃ころに獲得する者が多く、ソーディであれば称しよう号ごうを持っているのは当然のことだ。剣けん士しの資格があれば、軍やセイバーズなどの剣を扱あつかう職業に就つくことができる。

　その剣士の上に位置するのが“〝剣けん姫き”〟である。獲得できるのは数万人に一人で、実力も折り紙付きだ。彼女たちなら、剣けん聖せいの弟で子しにも怯ひるまないかもしれない。

「そうだな、剣姫クラスとやり合うなら面白そうだけどなー」

「剣姫でなくて悪いけど、よかったらあたしが相手してあげる」

　ざわっ、と講堂内が一気に騒がしくなった。

　一人の少女が、クロウのほうにまっすぐ近づいてくる。教室では見かけなかったので、隣のクラスの子なのだろう。

　艶つやのある長い金髪を、頭の左側で結んでいる。サイドテール、とでもいうのだろうか。目鼻立ちはすっきりと整っていて、大きな目は強い意志を感じさせ、瞳ひとみの色は青みがかった翠みどり──綺き麗れいな翡ひ翠すい色だ。

　非現実的なほどに繊細で可か憐れんなその容よう貌ぼうは、まるで妖よう精せいのようだ。

　胸のふくらみはなかなか大きくて、かたちもよさそうだ。腰こしは折れそうなほどに細く、スパッツに包まれた太ももも柔らかそうで、足首はきゅっとしまっていて……。

「よし、いける」

「なんの話だ」

　クロウの独り言に、金髪の少女は鋭するどいツッコミを入れてきた。

　少女は、少しばかり男っぽいしゃべり方をするようだ。

「ああ、いや、なんでもない。あんたが相手してくれるのか？　それなら──」

「ちょ、ちょっと待ってください、セフィ様！」

　セフィと呼ばれた金髪の少女とクロウの間に、別の少女が割り込んでくる。

　おでこが見えるほどの大だい胆たんなショートカットで、いかにも活発そうな女の子だ。

「セフィ様がこんなのの相手をするなんて！　こいつは人間の男ですよ！」

「こんなのとは失礼な！　俺おれはこれでも、子こ煩ぼん悩のうなパパになると思うぞ！」

「知るかそんなもん！」

　クロウの反論は、ショートカットの子に一撃で打ち払われてしまった。

「そ、そうですよ。この方の相手をしても、セフィ様のためになりません……」

　もう一人、女の子が前に出てきて、弱々しい声で言った。ソーディにしては珍めずらしく眼鏡めがねをかけ、髪をお下げにしている。こちらは、ずいぶんとおとなしそうだ。

「あたしのことは、あたしで決めるわ。二人とも、下がってなさい」

「で、ですが、セフィ様……四よん将しよう閣かつ下かの姫君ともあろう方が人間と……」

「くどいわよ。ネーナ、邪魔をするとあなたでも許さない」

　そこまで言われて、ようやくネーナと呼ばれた眼鏡の少女は下がった。同時に、ショートカットの子も一歩引いた。

　四よん将しようとは、世界大戦時にソーディ軍を率いた四人の将軍と、その末まつ裔えいたちを指す。

　彼らは、戦後にソーディ政府の最高権力者となり、世せ襲しゆうでその役目を引ひき継ついでいる。

　要するに──四将家の姫君だというセフィは、この国の頂点に近い位置にいるということだ。まだ学生の身分とはいえ、人間などと戯たわむれていい立場ではない。

「クロウ、とかいったわね。一応、あたしは“〝剣けん士し”〟よ。不足かもしれないけど、挑戦を受けてもらえる？」

「光こう栄えいですね、姫様」

　クロウは笑って頷うなずいた。

　木ぼつ剣けんを中段で構え、セフィと正面から向き合う。

　セフィも同じく木剣を中段で構えて、クロウの目をじっと見み据すえてきた。

　一瞬、視線が交錯してから──

　いきなり、セフィが動いた。迷いのない、思い切りのいい踏み込みだった。

　ソーディの試合には、「はじめ」の合図などはない。自分と相手の準備が整った、と感じた瞬間に始まる。互いに不意を突くようなこともない。

　セフィは上段からまっすぐに木剣を振り下ろした。ごうっ、と風を巻く音が響き、木剣はあまりの勢いに大きくしなっている。クロウはわずかなステップでセフィの凄すさまじい初太た刀ちをかわした。木剣の風圧で吹き飛ばされそうになるほどの威い力りよくだった。

　クロウは反撃を仕掛けることもなく、彼女をただ観察する。

　セフィは軽く柄つかを握り直すと、今度は木剣を横に薙ないだ。これも、クロウは身体からだをのけぞらせるようにしてかわす。吹き荒れる風で、クロウの髪が大きくなびく。

「ちっ……！」

　少女の可か憐れんな口から、舌打ちが聞こえた。

　セフィの豪剣が、再び唸うなりを上げる。右からの袈け裟さ懸がけを、クロウは踊るように後ろに下がって避よけた。そして、何事もなかったように中段の構えを取り直す。

「なかなかやるね、お姫様」

「それは嫌いや味みか」

　ぎらり、とセフィが睨にらんでくる。凄すごみのある表情すら、思わず見とれてしまうほど可憐だ。ソーディの女性は戦っているときが一番美しいと言われているが、それも頷ける。

「……っと！」

　再び襲いかかってきたセフィの上段を、クロウはまたもや回避した。

　のんきに見とれている場合ではない。訓練用に軽めに調整されている木剣でも、ソーディの力で頭を殴られたら、頭ず蓋がい骨こつが砕け散るだろう。

「おっそろしいよなあ、まったく」

　クロウは、口元をにやりと歪ゆがめた。

　周囲の生徒たちが、ひそひそとささやき合っているのが聞こえてくる。「どうなってるの？」「セフィ様が手を抜いてるんじゃ……」「あの方は、手抜きができる性格じゃないわ」「あいつ、本当に人間なの？」などなど。

　おそらく、セフィの腕前は、この場にいる学生の中ではトップクラスなのだろう。その彼女が、人間一匹を仕し留とめられないことを生徒たちが不思議がるのは当然だ。

「……ねぇ。なぜ、仕掛けてこないの？」

　セフィがぽつりと言った。それもまた、当然の疑問である。

「君をナメてるわけじゃない。俺おれのやり方は──なんて説明しなくてもいいか」

　クロウは両手で構えていた木ぼつ剣けんを、右手一本で持ち直した。

　ゆらり、と身体からだをふらつかせるようにしてセフィに近づく。

「…………！」

　セフィが、ずさっと後ろに下がった。まるで、犬に吠ほえられて逃げ出す子供のように。

　かまわず間合いを詰めたクロウの木剣が、上段から振り下ろされる。周りの生徒たち全員が、はっきりと剣の軌き跡せきを見切っているだろう。

　だが──

「くっ！」

　セフィがクロウの木剣を、みずからの木剣の根本で受け止め──びしり、と鈍にぶい音とともにへし折れ、床に落ちて転がった。

「……ここまでだな。どうも、お姫様」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　クロウはセフィの呼びかけに応こたえず、背を向けて歩き出した。

　その先で、ラーシュが腕組みなどして、にやにやと笑っている。すべてを見通しているような笑い方だった。

「あ、お姫様」

「な、なによ」

　クロウは不意に立ち止まって、振り返った。

　セフィは折れた木剣を握ったまま、なぜか顔を赤くする。

「また、相手してくれ。他ほかに俺と遊んでくれそうな人はいないからな」

「……嫌よ」

　セフィは、ぷいっと顔を背ける。さっきまでの鬼気迫る姿とはまったく違う、可愛かわいらしい仕し草ぐさだった。

　四よん将しようの姫君だろうが、豪剣の使い手だろうが、彼女はまだ十五、六の少女なのだ。

　クロウは、再び歩きながら、少しだけ笑った。





　浴室内に、シャワーの音が響いている。

　熱い湯が、セフィの透き通るように白い肌を伝って流れていく。

　ここは、剣の学院の女子寮の一室である。学院の敷しき地ち内に建てられた寮には、各個室に風ふ呂ろトイレ、キッチンまでもが完備されている。

　セフィは毎日、清潔な浴室でのシャワーで一日を締めくくる。火傷やけどしそうなほど熱い湯をかぶるのが好みだった。

　だが、今夜は熱いシャワーを浴びても少しもすっきりしない。気分が落ち込んだままだ。

「…………っ」

　頭からお湯をかぶりながら、セフィはぐっと唇を噛かんだ。

　みんな、気づいたはずだ──

　セフィは、今日の剣の授業を思い出す。

　友人たちは、「たまたま木ぼつ剣けんが折れたんだから仕方ない」というようなことを、繰り返し言っていた。

　しかし、みんな学生とはいえ、選ばれたソーディの子し女じよだ。わからないはずがない。

　セフィの木剣が折られたのは、偶然ではない。あのクロウという転入生は狙ねらって折ったのだ。

　それだけではない。

　セフィの打ち込みは、すべて本気だった。クロウが死んでもいい、というくらいの勢いで剣を振るったのだ。それらはすべてあっさりとかわされ──あまつさえ、人間のゆるやかな打ち込みを、木剣で防ぐのが精一杯だった。

　見ていた者たちのほとんどは、そこまで理解したに違いない。

　あたしは勝てないのか、やっぱり──

　ぐっと拳こぶしを握りしめ、浴室の壁に打ちつけそうになって……思いとどまった。

　壁を壊したって、事実が変わるわけではない。

　自分が負けたという事実が。

「ああ、もうっ」

　お湯を止め、長い金髪を揺らしながら浴室を出て行く。

　タオルでざっと髪と身体からだを拭ふき、白のパンツをはいてから、脱衣場を出た。

　廊ろう下かにぽたぽたと水滴が落ちているが、セフィは気にしない。肩にタオルをかけただけの格好でずんずん歩いて行く。育ちがいい彼女は、実家では常に使用人に世話をされていたため、自分のことには無む頓とん着ちやくである。

　そうだ、アレをしよう。

　セフィは、ふと思いついた。

　寝る前はいつも一時間ほど読書をするのがセフィの日課だが、今日はアレがいい。時間をかけてやれば、気分もすっきりする。少しはマシな気分で眠りにつけるだろう。

　そうとなったら、準備を──

「え…………？」

　廊ろう下かの突き当たりでドアを開け、リビングに入り──セフィは絶ぜつ句くした。

　学生寮とは思えない広々としたリビングの真ん中に、彼がいた。

「よう……って、あれ？」

「な、なななななななっ……なんで……」

　くつろいだ様子でリビングのソファに座っているクロウと、セフィの目が合った。

　彼は、口をぽかーんと開き、あっけに取られているようだ。

　セフィは舌をもつれさせながら、大きな目を見開いてクロウを見つめ──不意に、自分の姿に気づいた。

　肩にかけたタオルとパンツ以外はなにも身に着けていない。ほぼ全裸に近い姿を、男の前にさらしているわけで──

「きゃ──」

　悲鳴を上げそうになって、セフィは必死にこらえた。今ここで、大声を出すわけにはいかない。

　セフィは身体からだを腕で隠しながら、固まったままこちらを見ているクロウを睨にらみつけた。

「あ、あっちを向いてなさい！　いいわね、ロウ！」





　リビングから出て行ったセフィは、別の部屋で着替えてすぐに戻ってきた。

　高級マンションのようなこの女子寮は、他ほかにも部屋があるらしい。贅ぜい沢たくな話だ。

　セフィはクロウと並んでソファに座ると、口を開いた。

「で、ロウ。あんた、なにしてるの？」

「女子寮に忍び込んでみた！」

「偉そうに言うな！　このド変態が！」

　くわっ、とセフィが怒りの形ぎよう相そうを向けてくる。クロウとしてはどう答えても事実は曲げられないので、素直に答えただけなのだが。

「はぁ……もう、あんたは……」

　セフィは重いため息をついた。

　彼女は髪をサイドテールに結んで、淡いピンクのセーターに、黒いミニスカートをはいている。

「なんでネグリジェじゃないの？　スケスケのやつ」

「そんなもん持ってないわ！　持ってても、人前で着るわけないだろ！」

　とても残念だった。風ふ呂ろに入ったあとで、普段着に着替えてくるとは意外な展開である。

「ひ、人のあんな姿を見といて……まだあたしを辱はずかしめようっていうわけ!?」

「たまたまここにいた俺おれに、姫様が勝手にサービスしたんだろ」

「たまたまじゃない！　堂々と忍び込んでおいて、なに言ってるんだ！　あと、“〝姫様”〟はやめて」

「……わかったよ、セフィ」

　クロウは笑って、肩をすくめた。

　セフィもしばしクロウを睨にらんでから──少しだけ笑った。

「何年ぶりになるのかな……えーと、最後にロウに会ったのは、二年前だっけ？」

「一年と三百十一日前だ」

「細かく覚えすぎよ！　気味が悪いわ！」

　そういえば、とクロウは思い出した。セフィは、冗談があまり通じないタイプだった。

「あんたは、いちいち人をおちょくって……。昔からそうよね」

「いや、そういうところはむしろ悪化しつつあるんじゃないかな」

「最悪だわ！」

　セフィの言うことはもっともだった。

　この四よん将しよう家のお姫様で、優秀な剣けん士しでもある少女は──実は、クロウにとっては昔からの知り合いなのである。

　クロウは幼い頃ころから剣けん聖せいとともに山に籠こもって修行の日々を送っていたが、時折客が訪れることもあった。そのうちの一人が、セフィだった。

　正確には、剣聖のところに用があったのは彼女の姉だった。セフィの姉、シルフィは剣聖の友人なのだ。セフィは、姉にくっついて山にやって来ては、クロウと剣を交わしたものだった。

　年に数回会うだけだったとはいえ、クロウにとってセフィは幼なじみと言える存在だ。たぶん、彼女にとっても。

　人間が四将の娘を呼び捨てにして、彼女のほうはあだ名で呼んでくれるほどには親しい。

　部屋に忍び込まれても、ハプニングで裸を見られても、人を呼ばなかったところを見ると、セフィとの友情は二年足らずの空白では消えていないようだ。

　当然、二人が授業中に知らないフリをしたのは、互いの立場を考えてのことだ。

「はぁ……言いたいことは山ほどあるけど、あんた、よく忍び込んで来られたわね。一応、この寮にもセキュリティだってあるのよ？」

「ちゃんと寮の玄関から入って、この部屋もきちんとドアから入ったぞ。監視カメラとシリンダー錠じよう程度じゃ、セキュリティにもなってねぇよ。もっとも、ソーディの剣けん士しの卵が群れをなしてる寮に忍び込む命知らずはそうはいないか」

「ここにいるけどね……あんた、剣以外にろくでもない技術も持ってるのね」

　呆あきれた顔をするセフィに、クロウは軽く笑っただけでなにも言わなかった。

　建物内への侵入は、セイバーズの訓練で学んだものだ。自慢できる技術でもないので、多くを語るつもりはない。

「だいたい、ロウ。あんたどうしてうちの学校に──」

「あ」

　セフィが気を取り直してそう言いかけたときに、クロウのお腹なかがぐーっと鳴った。

「あはは、そういや、侵入プランを考えてて、今日は飯食ってなかった」

「……あんたはもう、なんというかなんというか」

　セフィは呆れて首を振った。さっきから呆れられっぱなしだ。

「そうだ、ちょうど、アレをしようと思ってたのよ」

「アレ？」

「ええ、一人でアレするのもなんだから、ロウがいてくれてちょうどよかった。女の子の部屋に忍び込んでおいて、嫌とは言わないわよね？」

「は、はぁ……？」

　アレっていったいなんなんだ？

　クロウは戸惑いながら、無防備に顔を近づけてくるセフィに少しだけ怯おびえた。





「おお、セフィ……まさか、こんなことができるようになっていたなんて」

　クロウは感かん嘆たんの声を漏らした。

　女の子は短期間で大きく変わるものだと聞いたことはあったが、セフィがここまでのテクニックを身に着けていたとは思わなかった。

「自分で言うのもなんだけど、なかなかのものでしょ？　なによ、そんなとろけたみたいな顔しちゃって……」

　セフィが、妖あやしく微笑ほほえんでいる。

　いつもの凛りんとした表情もいいが、こういう笑みもセフィには似合っている。普段は、やや幼く見えるくらいの目鼻立ちなのに、まるで大人のような顔だ。女というやつは、これだから恐ろしい。

「しかし、凄すごいな……セフィ。こんなに美お味いしいなんて」

「でしょ。材料も最高だしね」

「ああ、最高だな」

　クロウは笑って、二つ目のおにぎりを頬ほお張ばった。

　二人が座っているソファの前のテーブルには、おにぎり、豚肉と野菜たっぷりの豚汁、ふんわりと柔らかく甘い卵焼き、それにほうれん草のおひたしが並んでいる。

　すべて、セフィが作った料理だ。彼女は子供の頃ころから料理が趣味で、クロウも何度かごちそうになったことがあった。二年前と比べると、ずいぶんと腕を上げている。

「でもね、あたしが料理してるのが周りにバレるとまずいのよ。四よん将しよう家の者が料理なんてするものじゃない。それは使用人の仕事だ──とか、本当に面倒だわ。実家じゃ、仲のいいメイドとこっそり料理の話をしてたんだけど、料理と言わず『アレ』って符ふ丁ちようを使ってたくらいなのよ」

　その符丁はなかなか意味深だな、とクロウは内心でツッコミを入れる。

「ん？　そういや、使用人は連れて来なかったんだな。確か、寮には一人までなら使用人を連れて来ていいんだろ？」

　剣の学院には良家の子し女じよも多い。だから、そんなルールも存在している。

　各個室にあるキッチンを使うのは、連れられてきた使用人たちだろう。

「あたしは一人が落ち着くの。時々、うちのメイドに食材を届けてもらってるけどね。あたしが自分で買ってくるわけにもいかないし」

「確かに面倒そうな人生だな」

　四将の姫君も、これでなかなか苦労が多いらしい。

「ま、しょうがないわ。生まれはどうしようもないしね。それより、ロウのことよ。もっと、詳しく話を聞かせなさい」

「と、言われてもな」

　クロウは豚汁をずずっとすすった。

　セフィが食事の支度をしている間に、剣の学院に入学してきた経緯は一通り話してある。これ以上、説明するほどのこともない。

「あたし、この二年間はあんたのこと、全然聞いてなかったのよ。剣けん聖せいが行方ゆくえ不ふ明めいだっていうのは知ってたけど……大丈夫なの？」

「特に問題はないさ。師匠せんせいは変人でも有名だったからな。人間を弟で子しにしちまうような。行方不明になったくらいで、誰だれも驚いてねえよ」

「まあ、そうだけど……」

「俺おれとしても問題はない。修行も一通り終わってたしな」

　クロウは、制服の袖そでをまくって腕うで輪わをそっと撫なでた。修行を重ねて次の剣聖候補者として認められたからこそ、こうして継承印コードを授さずけられている。

「でも、それもどうなの？　ロウが継承印を持ってたら、黙だまってない人がいっぱいいるんじゃないの？」

「ソーディの象徴の七しち剣けん、それも最強の剣けん聖せいの座に人間が就ついたらって？　偉い人たちは、そんなことはありえないと思ってるんじゃないか。師匠が戻ってから、ゆっくり継承印コードの取り消しを要求すればいいわけだし」

「ロウは、それでいいの？」

「いいも悪いもねぇよ」

　クロウは苦笑を浮かべる。

「俺おれの望みは、この学院を卒業して、短剣を手に入れて、セイバーズでもなんでもいいから仕事して、家庭をつくってそこそこの一軒家を建てて暮らす。それだけなんだよ」

「……ロウ、相変わらず堅実なのね」

　セフィはなんとも言えない微妙な表情を浮かべていた。

　彼女は、クロウには野心などなく、剣へのこだわりも強くないことを知っている。あまりいいこととは思ってくれていないようだが……。

「俺にはそんなに道があるわけでもないしな」

「…………」

　今度は、セフィの顔にはっきりと憂うれいが浮かんだ。

　四よん将しようの娘という、東とう京きようソーディアでは最高の身分にいるセフィ。

　人間でありながらソーディの中で生きているクロウ。

　窮きゆう屈くつだという意味では似た者同士であっても、少なくともセフィには不自由のない暮らしが約束されている。彼女はそのことを、後ろめたく思っているようだ。

「悪かったな、セフィ」

「え？」

　クロウの唐とう突とつな言葉に、セフィが驚く。

「今日の剣の授業、手を抜いたわけじゃないんだ。遊んでたわけでもない。いや、ちょっとそれはあるかな。セフィと立ち会うのも久々だったからさ。すぐに終わりにしたくなかったんだ。いや、こういう言い方もダメか……」

「……ばーか。あたしがロウにかなわないことはわかってる。昔から何度も立ち会ってきたんだから、二年やそこらで追いつけるとは思ってないわよ」

　セフィは強気ではあるが、基本的には素直な性格である。

　負けず嫌いではあっても、事実を認める客観的な視点も備そなえている。それは、剣けん士しとしても人としても美点と言っていい。クロウは彼女のそういうところが気に入っている。

「もしかしてロウ、それを言いに来たの？　あたしをもてあそんだ挙あげ句く、恥をかかせた、とか……」

「セフィの性格なら、悔しくてたまらないだろ？」

「それはそうよ。頭の中で、十回くらいロウを殺してやったわ」

「せめて一桁けたに留とどめておいてくれ」

「でも、木ぼつ剣けんを折られたのはあたしがロウより弱かったから。一番腹を立ててるのは自分自身によ。あっさり負けた自分にね」

　セフィは、ぐっと拳こぶしを握りしめた。

　彼女のそんな姿を見て、クロウはふと昔を思い出す。

　クロウがセフィと初めて会ったのは、十歳さいの頃ころ。剣けん聖せいのもとで修行を始めて三年ほどが過ぎていた。既すでにクロウは剣聖の悪夢のような訓練のたまもので、ソーディといえど同い年の少女になら、まず負けないほどの腕前になっていた。

　セフィはクロウに負けるたびに、拳を握りしめて、地面を殴りつけていた。子供といえどソーディの腕力で殴られた地面が大きくえぐれていて、クロウはぞっとしたものだ。人間である自分は、あの腕力で殴られたら一撃で死ぬ。

　クロウが死にものぐるいで修行した原因の一端は、セフィにあるのかもしれない。

「……なによ？　人の顔じっと見て」

「ああ、いや……」

　クロウは曖あい昧まいに笑いながら、セフィのほうに手を伸ばし──

「セフィも大きくなったな、と思って」

「…………っ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　いきなりクロウに胸を揉もまれたセフィがびくりと身体からだを震わせ、座ったままソファの端まで、ずざざっと移動した。

「な、なにを、なにを……！」

「ど、どういうことなんだ……!?」

　セーターの布地を通して伝わってきたぐにゃりと柔らかな感触に、クロウは驚きを禁じ得なかった。

　まさか、そんなことが……。

「なんで、ロウが驚いてるのよ！　あんた、なにしてくれてんの！」

「いや、触ってみると見た目より大きく感じたから……昔、触ったときとのギャップのせいかなあ」

「なにを冷静に分析してんの！」

　セフィは腕で自分の胸を隠すようにして叫んだ。

「でも、セーターの下にもなにか着てるよな。もっと薄着のほうが嬉うれしかった」

「乙女の胸に触っといて、文句を言うな！」

「セフィが言ったんだろ。『隙すきがあればいつでもかかってきなさい、ふふん』って」

「それは子供の頃ころの話だ！　身体に触っていいって意味でもない！　だいたい、『ふふん』なんて言ってないわよ」

「いや、言ったよ」

「え、マジで？」

　セフィはきょとんとしている。

　彼女は自分の口調が偉そうに聞こえることを、あまり意識していない。たまに、妙みように軽い言葉遣いになることも。後者は、クロウの影響があるのかもしれないが。

「けど、セフィも成長してるんだなあ。もしかすると、いい身体になるかもな」

「その言い方、いやらしいからやめて。そういうロウは成長してないわよね……そのセクハラ癖、もうシャレじゃ済まない歳なんだからね、あたしたち」

「はいはい」

　クロウは笑って頷うなずき、おにぎりを食べ、豚汁を飲み干し、残りのおかずもすべて口に放ほうり込み、セフィのスカートをめくった。

「言ったそばから、なにしてるんだっ！」

　怒り狂って立ち上がったセフィから、クロウは素早く離れる。ちらりと見えた、彼女の白いパンツを目に焼きつけつつ。

「ああ、ごめん。つい、セフィを見てるとムラムラしてきちゃうんだよな」

「え、あ、そうなの？　それならしょうがないかしら……」

「…………」

　実に意外な反応だ。

　もちろん、クロウは冗談を言ったつもりだったのだが、まさかそんな理由で許されるとは……。自分の魅力を褒ほめられたのが嬉うれしいのだろうか。

「って、そうじゃないわ！　堂々とセクハラするなって言ってるの！　というか、痴ち漢かんのレベルよ！」

　セフィは、クロウの理屈のおかしさに気づいてくれたようだ。そうでないと、クロウとしても若じやつ干かんの罪悪感がある。

「ここならまだしも、絶対に外ではやらないでよ。剣じゃ学年三位のあたしが、みんなの前でスカートをめくられたりしたら──」

「ははっ、セフィは家柄より剣だもんな……って、三位？」

「そうよ。入学試験のときの成績だけどね。あたしより上に、まだ二人もいるのよ」

「へえ」

　クロウが剣の授業のときに見た限りでは、セフィ以上の使い手は見当たらなかった。授業は二クラス合同だったが、一年生は全部で十クラスあるので、他ほかのクラスにいるのだろう。

「しかし、セフィほどの腕でも三位なのかー」

「一応、ね……」

　クロウは、わずかに首を傾かしげた。

　セフィの言い方は、どこか歯切れが悪い。なにか引っかかっていることがあるようだ。

「なんだ？　試験で不正でもされたのか？」

「いえ、そうじゃないわ。負けたのはあたしが弱かったからよ。今度、学年トーナメントがあるから、そこでリベンジするつもりだけどね」

「ふうん、トーナメントか」

　そういえば、学校生活の説明は一通り教師から聞いたが、剣の学院では年に数回トーナメント戦を行い、学年内の順位を決めるらしい。

「それって、俺おれも出なくちゃいけないのかなあ？」

「当たり前でしょ。全生徒、強制参加に決まってるじゃない。試験でもあるんだから、トーナメントの成績が悪いと、退学もあるらしいわよ」

　セフィは暗に「手を抜くな」と言っているのだろう。クロウは学院を卒業したいだけであって、いい成績を取りたいわけでもないのだが。

「でも、勝つのはロウでしょうね。少なくとも、今のあたしには勝てない」

「…………」

　セフィの顔にはかすかな憂うれいが浮かんでいる。

「冗談みたいな話だけど、あたしにセクハラできる男なんて、他にいないわ。触られる前に腕をねじ切るから」

「おっそろしい話だな」

「人間たちは、ソーディは力任せに剣を振るうだけだと思ってるみたいだけど、そうじゃない。剣はもっと繊細なもの」

　セフィは、すっと右腕を前に伸ばした。

「敵の目線や身体からだのわずかな動き、空気の揺らぎ、関節のきしむ音、五感のすべてで相手を感じ、動きを読む。だけど、ロウの動きだけは予想もつかない。気がついたら、セクハラされてる」

「すげぇ台詞せりふだな」

「他ほかに言いようもないでしょ。ロウはやってることはともかく、あたしにはあんたは止められない。スカートをめくろうとする手も、木ぼつ剣けんを振るう腕も、眠くなるほど遅いのに」

「古流だよ。セフィは何度も見てきただろ？」

「何度見ても、説明を聞いても止められないのが信じられないのよ」

　セフィはクロウを責めているわけでも、悔しがっているわけでもなさそうだ。

　ただ単純に、クロウのことが不思議でならないらしい。

「……いえ、こんなところでロウを問い詰めても意味がないわね。やめるわ」

　セフィは苦笑して、首を振った。

「そうしてくれると助かる。んじゃ、俺おれはそろそろ帰るよ。ごちそうさん、美う味まかった」

「あのさ、ロウ」

　クロウは窓のほうに向かって歩きかけて、立ち止まった。

「気をつけて。あんた、きっとこれから大変よ。ここは、死にものぐるいで剣を追い求めてる連中の巣そう窟くつなんだから。一応、訓練時以外の校内での抜ばつ刀とうは禁止されてるけど──みんな自分の剣を持ってる」

　剣の授業を除のぞけば、校内で帯たい剣けんする必要はない。真剣での授業もあるらしいから、生徒たちは普段、剣は自室や校内のロッカーにでもしまっているのだろう。だが、必要となればいつでも持ち出してくるということらしい。

「ロウは、どうしたってここでは異い分ぶん子しよ。見境なく斬きりかかるような人はいないだろうけど、みんな血気盛んな年とし頃ごろだし。いくらあんたが強くても、一人じゃどうしようもないこともあるかもしれない」

「ま、そうだろうな」

　自分が学院ではまったく歓かん迎げいされていないことは、充分にわかった。人間であるクロウが気に入らない者は多いだろうし、なにか仕掛けてくることは考えられる。

「頑張って、三年間生き延びてみるよ。お守り代わりに、セフィのブラかパンツをもらっても……いいかな……？」

「ダメ……」

「そうか……」

　幼なじみ同士といえど、越えられない壁はあるらしい。

　はたから見れば、バカバカしすぎる会話だっただろうが。

「おやすみ、セフィ」

「おやすみ」

　セフィは挨あい拶さつを返して、かすかに笑ってくれた。

　クロウは部屋の窓から外へ出た。セフィの部屋は三階だが、クロウの身のこなしならば、簡単に下まで降りられる。

　まるで忍者のように壁を伝って降りながら、クロウはセフィの微笑ほほえみに胸があたたかくなっているのを感じていた。





　翌日の朝。

　クロウは、あくびをしながら学院の校門をくぐった。

　ちなみに、学院は全寮制ではなく、クロウは自宅から通っている。

　自宅といっても、セイバーズの詰め所の仮眠室に勝手に住み着いているだけだ。局長が保護者だからか、文句を言われたこともない。ベッドしかない狭い部屋だが、職場まで徒歩０分、家賃も節約できるので気に入っている。

　実は、セイバーズ隊員の身分は今もそのままだったりする。給料も多少減るらしいが、一応支払われるらしい。マナカは、クロウを学校に通わせておきながら、仕事もさせるつもりのようだ。クロウも生活費は必要なので、部隊に残れるのはありがたい。

　時折、登校中の他ほかの生徒たちから視線が向けられてくる。昨夜のセフィの忠告は無視できないが、あまり身構えても仕方ない。

　クロウは周りを気にせず、のんびり歩きながら校舎の中へ入った。

「カバンをお持ちします」

「ああ、悪いな」

　吹き抜けになっているエントランスホールでカバンを預け、教室へ向かって歩いて行く。

「……って、待て！」

「はい？」

　少女が、小首を傾かしげた。

　クロウのカバンを持った少女は、ぴったりとくっつくようにしてついてきている。

「なんだ、おまえは!?　なんでいきなり俺おれのカバン持ち!?」

「そういうお仕事ですから」

　少女は、無表情でさらりと言った。

　彼女は黒とグリーンのメイド服を着て、長い黒髪に白いカチューシャを着けている。服装がかなり派手めであるにもかかわらず、妙みように清せい楚そな印象を受ける女の子だ。

「ん？　おまえ、もしかして……」

「はい？」

「この前、太陽教の車から出てきた女の子じゃないのか……？」

「そうですけど、なにか？」

　少女は、まだ無表情のままだ。

「なにか、じゃないだろ！　なんでおまえがここにいるんだ!?」

「ああ、忘れてました。最初にそれを言わなければいけないのでした」

　まったく感情がこもっていない声でそう言うと、少女は、その場に膝ひざをついた。

　クロウが止める間もなく、少女は地面に手をついて、深々と頭を下げた。

「わたし、桜さくら井い日ひ奈な子こと申します。今日から──あなたに尽くさせていただきます」

　頭を下げているため、少女の表情はうかがい知れない。

　だが、冗談にしては手が込んでいる。こんな目立つ服装の少女が、許可もなく校内に入ってこられるはずもない。

　クロウは、まだ頭を下げたままの少女のさらりとした黒髪を眺めた。



    

  
    
      



    

  
    
      　なにか言われるまで決して頭を上げるつもりはないようで、少女は身動き一つしない。

　このままにして素通りしたほうがいいかな、とクロウは人の悪いことを考えつつ。

　自分がこの少女を無視できないことも、得体の知れないトラブルが始まったことも、既すでに自覚していた。



    

  
    
      ２章　太陽の乙女





　クロウはメイド服の少女の手を引いて、校舎の裏へと連れて行った。

　校舎裏には、他ほかに人の姿はない。わけのわからない少女を問い詰めるにはちょうどいいだろう。

「どういうことなんだ、これは？」

　日ひ奈な子こと名乗った少女は、校舎の壁に背中をつけ、クロウをきょとんとした顔で見上げている。人が見ればクロウが少女に迫っていると勘違いするだろう。もっとも、誰だれにどう思われてもクロウには知ったことではない。

「今日からあなたに尽くせ、と言われたから来たのです」

「尽くすって……誰に言われたんだ？」

「それは今、問題ではありません」

「それが最大の問題だ！」

　この少女は、自分がなにを言っているのかわかっているんだろうか。

　太たい陽よう教きよう徒とたちを斬きった夜も、彼女は様子がおかしかった。

　いや、おかしいなどというレベルではなかった。

　あの謎なぞの発光現象については考えてもわかることではないので、報告書に書いたあとは忘れてしまっていたが……。

「とにかく、わたしはあなたに尽くします。それ以外のことは、なにもしません」

「えらく極端だな……」

　クロウは力なくつぶやいて、気づいた。もうすぐ始業時間だ。こんなわけのわからない女の子と不毛な話をしている場合ではない。

「一応確認するけど、おまえ人間だよな？」

「まあ、そうだと思います」

　ふざけた返答だが、クロウもそうだろうとほぼ確信していた。この少女はいかにも弱そうで、とてもソーディには見えない。

「なんだか知らんけど、とりあえず帰れ。使用人でもない人間がこんなとこうろついてたら、叩たたき出だされるぞ」

　学院内にも、人間が少なからずいる。生徒や教師ではなく、使用人たちだ。

　事務や校内の雑用をこなす者たちの他ほかに、生徒が連れてきた使用人にも人間が複数いるようだ。

　この学校のソーディたちも人間が生徒として在ざい籍せきするのは許せないようだが、単なる労働力として校内にいる分にはまったく気にしていない。

　だが、ソーディの学校に無許可で人間が入ってきたら、ただでは済まないだろう。

「大丈夫です、許可はもらっているのです」

「は？　誰だれから……ん？」

　クロウは、さっと後ろを振り向いた。

　そこには数本の大きな木が植えられている。クロウがそのうちの一本の木を睨にらみつけていると──

「さっすがクロウ、鋭するどいな」

「おまえは気配がわかりやすいんだよ。よく言われてただろ？」

　木の背後から現れたのは、ラーシュだった。学院の制服姿で、クロウと同じく剣を腰こしに提げている。

「この子を連れて来たのは、ラーシュか？」

「俺おれは送り届けただけだよ。あとのことはクロウに任せる。この子が言ったとおり、おまえに尽くさせればそれでいいだけなんだけど」

「いやいや、いきなり尽くすとか尽くされるとかおかしいだろ！　俺は使用人を雇やとうような金は持ってないぞ！」

「金の問題なの？　まあ、その辺はクリアされてるらしいよ。マナカ──局長によると」

「あいつの仕業か！」

　考えてみれば、他ほかにこんな嫌がらせをする相手に心当たりもない。

「俺おれの知らないところでクリアされても困るんだよ。どういうことなのか、説明しろ」

「しょうがないなあ」

　ラーシュは、ちらりと日ひ奈な子この顔を見てから、クロウを促して彼女から少し離れたところへ移動した。

　完全に他人事、という口調でラーシュは説明を始める。

　ラーシュは今日の朝早くに、マナカに呼び出されて本部ビルへ行ったらしい。そこで、このメイドもどきの少女と引き合わされて、事情説明を受けたそうだ。

「彼女は──太陽教教きよう祖その娘だよ」

「娘？　ていうか、太陽教に教祖なんていたのか」

　セイバーズが取り締まる相手はほとんどが太たい陽よう教きよう徒とだが、クロウは彼らの上層部のことはよく知らない。知っているのは、教団の戦力──装備や戦闘員の数だけだ。

「そりゃ、教祖くらいはいるさ。ここ十年以上、公の場に姿を見せてないらしいけどね。ただ、セイバーズでも娘がいるらしいって噂うわさはキャッチしてた。ＤＮＡ鑑定でもしなけりゃ、本当に娘かはわからないけど、本人はそう言ってる」

「その本人は──なんか怪しいというか、なに考えてるかわからねぇぞ」

　日奈子はクロウたちの話にはまったく興味がないようで、壁に背中を預けて、ぼんやりと空を眺めている。どう見ても、剣けん呑のんな太陽教の関係者とは思えない。

「あの子、なにか事情があるみたいだよ。少なくとも、教祖の娘として祭り上げられて育ったわけじゃないみたいだ」

「そうだろうな」

　反ソーディの太陽教に染まっている人間ならば、ソーディだらけの学校になど入ってこないだろう。少なくとも、朝から堂々とメイド服を着て現れるなど、ありえない。

「ただね、教祖の娘というのが事実かどうかは調査中だけど、少なくとも彼女を太陽教の連中が重視しているのは間違いない。あの夜、太陽教の動きはかなり慌ただしかったそうだよ。虎とらの子だったあの賞金首が動いたわけだし、何人か捕まえた教徒たちに尋じん問もんしたけど、実働部隊に『荷物を取り戻せ』と厳命が下っていたらしい」

「その荷物が、あの子ってことか。教祖の娘ならさぞ大事だろうが……」

「さらに言えば、あの日奈子って子が教祖の娘だとしても、なんらかの犯罪に関かかわった痕こん跡せきはまるでない。太陽教徒だとしても、信者だというだけなら罪にはならないしね」

「ふむ……」

　ラーシュの言うとおり、太陽教自体が法で規制されているわけではない。

　ソーディというのは、やや極端な価値観を持った者たちで──

「俺たちソーディは、武器を持って立ち向かってくる相手は、容よう赦しやなく叩たたき潰つぶす。だけど、武器を持たない者たちには危害を加えないのがルールだからね。取り締まりの対象になるのは、あくまで武装した教徒だけだ」

「まったく、変わった連中だよ」

　クロウは苦笑する。

　七十年前のソーディと人間の大戦でも、ソーディたちは民間人にはほとんど攻撃を加えなかったそうだ。特に丸まる腰ごしの相手には、決して剣を向けなかった。

　それは、ソーディたちの剣けん士しとしての矜きよう持じでもある。たとえ、どんなに憎い敵であっても、武器を持たない者は絶対に斬きらない。極端なほどの、こだわりなのである。

「だけど、クロウはその変わった連中の仲間入りをしたいわけだろ？　そのために、彼女をメイドにするんだ！」

「はぁ、まあ……って、待て待て。俺おれがソーディの身分を手に入れるのと、あの子をメイドにするのと、なんの関係があるんだよ!?」

　ラーシュに力強く言い切られて、思わず頷うなずきそうになってしまった。

　クロウは、あくまで日ひ奈な子こを確保しただけだ。あとのことは、セイバーズの上層部、マナカたちの領分のはずだ。

「ところがねぇ、セイバーズでもあの子をもてあましちゃって。教きよう祖その娘だけど、犯罪者でもないから逮捕できない。無理に罪を着せるっていうのも、あんな少女相手じゃ世間体もよろしくない。かといって、野放しにするのも……ってことで、もういいからクロウに押しつけることにしたんだ」

「えらい飛躍したな！」

　なぜ、そんな面倒な立場の女の子が、たかがセイバーズの平隊員でしかない自分に押しつけられるのか。

「この学院は人間も普通にいるし、彼女の隠かくれ蓑みのとしても悪くない。彼女の身になにか起きる可能性もあるけど、クロウがいればどうにでもなるだろ？」

「俺に護衛と保護者をやれっていうのか？」

「クロウも、まだセイバーズから給料もらってるんだから、断れないよ。これは命令──だそうだよ、局長いわく」

「……ちくしょう」

　またもや、クロウには最初から反論の余地などなかったようだ。

　確かに、金をもらっている以上は、マナカの命令は絶対だ。そして、セイバーズからの給料が途切れたら、生活することすらままならなくなる。稼かせいだ賞金は貯金してあるが、未来の堅実な生活のためにもそれは崩したくない。

「じゃ、頑張ってね、クロウ」

　そう言って、ラーシュはいかにも楽しげに笑った。





　剣の学院の敷しき地ちは広大で、多くの施設があり、庭園まで造られている。

　緑豊かな景色を好むソーディらしく、庭園には何種類もの木々が植えられ、四し季き折おり々おりの花で彩られた花か壇だんや、綺き麗れいに整えられた芝生がある。

　美しく広大な庭園の隅には小さな林もあり、その奥に木造の小屋が建っている。

「ここか……」

　クロウは立ち止まり、目の前の小屋を見上げた。ラーシュと日ひ奈な子こも同じようにする。

　かつてこの庭園を造ったのは、人間の庭にわ師しだった。住み込みでの庭園の世話を希望した彼のために、学院が用意したのがこの小屋だったらしい。

　その庭師も数年前に亡くなり、後任の庭師は通いのため、今は無人になっている。

「で、俺おれにこの快適なお家うちに住めっていうのか？」

　クロウは、ぺらぺらと説明してくれたラーシュをじろりと睨にらむ。

「まさにそのとおり。上は彼女をこの学院に閉じ込めておきたいんだろうね」

　閉じ込めるなら、もっと適当な施設があるはず──クロウでなくてもそう思うだろうが、セイバーズの上層部は、徹底してクロウ一人に押しつけるつもりのようだ。

「じゃあ、あとは二人だけで」

「待て、ラーシュ。おまえ、どこ行くつもりだ？」

　クロウは、立ち去りかけたラーシュを引き留める。

「もちろん学校だよ。もう一時間目は始まってるけど、今からでも出ておかないと」

「おまえな、俺にだけ面倒を押しつけて……」

「学校くらいは卒業しとけって言われたんだよ、親父おやじに。まあ、そのとおりだしね」

　ラーシュはにやりと笑って、今度は立ち止まらずに去っていった。

　クロウにも、ラーシュの父親の言いつけは正論だとわかるので、引き留めにくい。

「……しゃーねぇな」

　クロウはつぶやいて、ラーシュから預かった鍵かぎで、小屋のドアを開けた。

　中は、和風の造りになっていた。靴を脱ぎ、室内に入り、部屋を一通り確認してみる。

　居間らしき八畳の和室に、六畳ほどの洋間。使いやすそうな台所、風ふ呂ろとトイレもある。外見は古い小屋だが、意外に中の造りはしっかりしているようだ。

　ＴＶや冷蔵庫、洗濯機などの家電、テーブルや椅い子すなどの家具も揃そろっている。住めないほど荒れ果てているわけでもない。たまに誰だれかが手入れしてくれていたのだろう。

「ま、ここに住めるのは悪くないかもな。学校まで徒歩五分だし、いろいろ揃ってるし」

　ラーシュによると家賃はタダ、光熱費も学院のほうで払ってくれるらしい。

　クロウにとっても、悪い話ではなかった。

「はー、これが畳たたみですか。初めて見たのです」

「…………」

　日ひ奈な子こは、居間で座り込んで、畳をぺたぺたと撫なでている。

　悪い話ではない──この厄やつ介かいな女の子さえいなければ。

　だが、彼女の護衛も任務だというならやむをえない。クロウは腹をくくることにした。

「そういや、まだ自己紹介もしてなかったな。クロウだ」

「クロー？」

「なんかちょっとおかしいが……まあ、いいか」

「あなたは人間なのですよね？　ソーディと違って苗みよう字じもあるのではないのですか？」

「あるよ。本名は葛かつら城ぎ九く郎ろうだ。でも、ソーディ社会で生きるなら、苗字なんて必要ないからな」

「そういうものですか」

　日奈子は納得したようで、こくりと頷うなずいた。

「ところで、クロー」

「呼び捨てかよ。なんだ？」

「わたしは、どうすればいいのですか？」

「…………」

　それについては、クロウのほうが訊ききたいくらいだった。

　メイド服を着てきたり、「尽くす」などと言っていたのに、具体的になにをするのかはわかっていないとは。

「……とりあえず、立ってみてくれ」

「はい」

　日奈子は素直に頷いて、立ち上がった。クロウは彼女の姿をあらためて眺めてみる。

　ずいぶんと身体からだは小こ柄がらだ。身長は百五十センチちょっとくらいだろう。手足や腰こしは不安になるほど細く、そのくせ二つの胸はやたらと大きくふくらんでいる。

　黒とグリーンのメイド服は、胸元が開いているせいで、悩ましい谷間が見えてしまっている。スカートの丈も限界にでも挑戦しているかのように短く、ちょっとした弾みで下着が見えてしまいそうだ。

　しかも、本人はこのメイド服をなんとも思っていないのか、いかにも無防備な様子だ。

「…………」

　クロウは、思わず考え込んでしまう。この服装は、いったい誰だれの嫌がらせなのかと。

　いや、考えるまでもないだろう。ここに日奈子を送り込んできた人物──つまり、マナカだ。彼女はファッションに凝るタイプで、セイバーズ隊員の制服や派手なコートも彼女の趣味だ。こういったメイド服を持っていても不思議はない。

　そもそも、日ひ奈な子こを護衛させたいなら、ラーシュでなくクロウ本人を呼び出せばよかっただけのことだ。わざわざ、日奈子を学院に突然送り込んできたあたり、面白がっているのだろう。

「おまえ、いくつなんだ？　えーと、年齢の話な」

「十五歳さいです。今年十六になる予定です」

　ということは、クロウと同い年ということだ。

　同い年の美少女と、一つ屋根の下で暮らさなければならないとは。もちろん、任務となれば彼女に不ふ埒らちなマネをするわけにもいかない。

「……まあいいか。ひとまず、掃除でもしよう。けっこうホコリがたまってるみたいだしな。俺おれはあっちの部屋にガラクタが積まれてたから、あれを片付けてくる」

　クロウは、目先のことをまず片付けることにした。入学二日目にして授業をサボることになったが、まさかそれだけで退学にはなるまい。

　もう一つの部屋のほうには、ベッドがあった。あちらを日奈子の寝室として使ってもらうのがいいだろう。クロウは、この居間で適当に横になればいい。ベッドがなければ眠れないような、繊細な神経の持ち主でもない。いつかは、包み込むようなふかふかのベッドで可愛かわいい奥さんと眠るのが夢ではあるが、それは先のお楽しみである。

「おまえは、居こ間この掃除を頼む。そこまで丁てい寧ねいにやんなくてもいいから」

　クロウは部屋の隅に置かれている掃除機を示してから、寝室のほうへ向かった。

　のんきにおしゃべりするよりは、身体からだを動かしていたほうがクロウには楽だ。

　同世代の──人間の少女となにを話せばいいのかなど、わからないのだから。





「これが掃除機ですね。初めて触りました」

　目をむくような台詞せりふが聞こえ、クロウは慌てて居間に戻った。

「おまえ、掃除機も使ったことないのか？」

「使っているところは見たことがあるのです。でも、これ壊れているのですか？　ブオンブオンと鳴りません」

「……コンセントを繋つないで、スイッチを入れてもらえますか？」

　クロウは思わず敬語になってしまった。

　浮うき世よ離れした少女だとは思っていたが、まさか掃除機の使い方でつまずかれるとは想像していなかった。

　日奈子はクロウに教わり、電源コードを引き出して、コンセントに接続する。

「えーと、こうするのですよね」

　そうつぶやいて、日奈子は畳たたみの上を掃除し始めた。細かいことまでは理解していなかったようだが、基本的なやり方は知っているようだ。

　きわどいミニスカートで、軽く屈かがむようにして掃除機をかけている姿はなかなか目の毒だ。毎日こんな姿を見せられるのだろうかと、クロウは軽くげんなりする。手も出せない護衛対象に露出過か剰じようなメイド服を着せた上司が恨めしい。

「ここもやっておきましょう」

「おいっ!?」

　日ひ奈な子こが、いきなりテーブルの上にも掃除機をかけ始めた。クロウが止める間もなく、テーブルの上を掃除し終えると、続いて部屋の角に置かれている液晶ＴＶにまで掃除機を押しつける。

「おおおいっ！　待て待て、そんなところまで掃除すんな！　いや、ここはもういいから……そうだな、風ふ呂ろ掃除でもしてこい」

「わかりました」

　日奈子は、こくりと頷うなずいた。ＴＶや他ほかの家電を壊されてはたまらない。

「じゃあ、行ってきます」

「待て。掃除機は置いていけ」

　ボケではなく、どうやら日奈子は本気のようだった。

　嫌な予感がするどころではない。これ以上日奈子に家の中をいじらせると、ろくなことにはなるまい。とはいえ、一人ですべて掃除するのも大変すぎる。

　クロウは風呂掃除のやり方を事細かに教え、日奈子を送り出した。

「大丈夫かな……大丈夫じゃないだろうけど、こっちもやらないと」

　庭にわ師しが使っていた不要な家具などを小屋の裏にあった物置に運び込み、マナカが差し入れてくれていたらしい日用品などを整理して、居間もきちんと掃除機をかけ直した。

「とりあえずこんなもんか。さて、あいつはまだ風呂掃除してんのかな……」

「あーっ」

「…………」

　突然、風呂場のほうから聞こえてきた低い悲鳴に、クロウは渋い顔をする。

　できれば放ほうっておきたかったが、そうもいかない。観念して様子を見に行くと。

「……あのな、風呂は湯を入れてからつかれよ」

「それくらいは、わたしも知っているのです」

　日奈子が、不自然に足を広げた体勢で、バスタブの中に座り込んでいた。短いスカートがめくれあがり、青と白の縞しま模も様ようの下着があらわになっている。さらに、一緒にバスタブに落ちているシャワーノズルから水が出っぱなしで、メイド服が濡ぬれてぴったりと身体からだに張りついている。

「どうなったのか、一応訊きいておこうか？」

「お水を出したらシャワーが暴れたのです。捕まえようとして、湯船に落っこちました」

「……そうか」

　予想どおり、掃除機の扱あつかい方も知らない人間に風ふ呂ろ掃除は無理があったようだ。

　クロウは日ひ奈な子こを居間に連れて戻り、すっかり濡ぬれてしまった彼女の長い黒髪をタオルで拭ふいてやった。

　日奈子は嫌がる様子もなく、されるがままになっている。

　このままメイド服を脱がして身体からだを拭いても、文句は言わないんじゃないかな──と、ヨコシマな考えが頭をよぎる。

「……なんてな。あとは自分で拭け」

「頑張ります」

　日奈子は、半分剥むき出だしになっている胸や太ももなどをぬぐっていく。

「しっかし、おまえ、一人前なのは格好だけだな」

「はい」

　日奈子は、こくりと頷うなずいた。

　否定されても困るが、頷かれても反応しづらい。クロウは頭を抱えた。

「これじゃ、単なる胸のでかい居い候そうろうじゃないか」

「そういうことになりますね」

「だから、あっさり頷くなっての。まったく……」

　クロウは呆あきれて言って、立ち上がった。時計を見ると、もう正午近くだった。重い物を運んだからか、もしくは日奈子の相手で疲れたせいか、ずいぶんと腹が減っている。

「一応、訊きいておくけど、飯は作れるのか？」

「食べることはできますが、作ることはできません」

「……そうだろうな」

　食事当番は常にクロウが担当することになったようだ。

　マナカから差し入れられていた物資の中に、いくらかインスタントやレトルトの食料もあった。今日のところは、それで充分だろう。

「しっかし、太陽教のお嬢じよう様っつっても、掃除もできないっていうのはな。どんだけ箱入りなんだよ」

「箱には入ってませんでした」

「もののたとえだよ。いったい、どんな育ち方したんだか……」

「どんな、と言われても。特に言うほどのことはないですね。わたし、ほんのちょっと前に、初めて外に出たのです」

「へえ、そりゃマジで箱入り……って、んん？　初めて？」

　クロウはそう言いながら台所に向かいかけて、ぴたりと止まった。

「外に出たことがなかったって……なんで？」

「お部屋に鍵かぎがかかっていたからです」

「…………」

　クロウは、こめかみを指で押さえる。

　それはつまり、監かん禁きんされていたということだろうか。初めて、というのが文字どおりの意味だとしたら、掃除すらできないことの意味合いが変わってくる。

　大事に育てられたからではなく、今までなにもできずに生きてきたのだとしたら……。

　不意に、ぐーっと間の抜けた音が聞こえてきた。

「……お腹なかが空すいたのです」

「話はあとだな」

　腹をぐうぐう鳴らされては真ま面じ目めな話もできはしない。

　クロウは、今度こそ台所へ向かった。





「ごちそうさまでした」

　日ひ奈な子こはスプーンを置き、礼儀正しく手を合わせた。

　レトルトのカレーに、レトルトのご飯だったが、日奈子は文句もないようで、綺き麗れいにたいらげた。

　クロウも同じものを食べ終え、コップの水をぐっと一気に飲み干した。

「んじゃ、続きを聞かせてもらおうか。初めて外に出たっていうのは、いったいどういうことなんだ？」

「わたし、ずっとどこかのお部屋にいたんです。物心ついた頃ころから。もしかすると、生まれたときから」

「…………」

「あれがどこだったのかは、今でも知りません。太陽教の施設なのは間違いないと思いますが」

　深刻な話だろうに、日奈子は淡々としている。

「部屋、ねぇ。具体的にどういう部屋なんだ？」

「そこそこ広いお部屋で、床には真っ白なカーペットが敷しかれてて、天井にガラス窓があって。あとは、本棚とベッドとクッションと……ドアは二つあって、一つがおトイレとお風ふ呂ろに繋つながっていて。もう一つは部屋の外へ出られますけど、わたしは出入りできませんでした」

「外に出ようとしたことは、なかったのか？」

　クロウは質問を投げかける。深く考えて発した質問ではなかった。ひたすら聞きっぱなしでは、どうも落ち着かないのだ。

「もちろんあります。ずっとそばについてくれていた人たちがいたのですが、その人たちに止められました。教きよう祖そ様のお許しがなければ通せない、と」

「そのお付きの連中が世話をしてくれてたわけか。部屋にずっといて、おまえはなにをしていたんだ？」

「本を読んでいました。教きよう典てんと、あとは歴史書。小さい頃ころは、部屋でみんなが一緒に遊んでくれたりしましたけど、ここ数年はずっと読書です」

「おまえ、十五だって言ったな。その歳になるまで、ずっとそんな生活だったのか？」

「はい」

　日ひ奈な子こは小さく頷うなずいた。

　太陽教教祖の娘となれば、少々風変わりな生活をしていても不思議はない。堂々とテロ活動に走っているような宗教団体なのだ。

　だが、ソーディ政府と戦うための教育や訓練を受けているならともかく、幽ゆう閉へいされていた、というのはどういうことだろう。

　客観的に見て、桜さくら井い日奈子はかなりの美少女だ。常人とは違う雰囲気も持っている。

　教祖の娘として前面に押し出せば、広こう告こく塔とうにもなるだろうし、利用価値も高いだろう。わざわざ人目に触れないようにする理由がわからない。

　それとも、存在だけ明らかにして教徒の前に姿を見せないことに意味があるのだろうか。

　どうとでも考えられる。情報が少なすぎて、クロウには判断がつかない。

「だけど、おまえは今ここにいる。逃げ出してきたってことか？」

「わたしは、自分の目で外の世界を見てみたくなったのです。本や人のお話では、もう満足できなくなって……わたしの気持ちを知った人たちが、あの部屋から出してくれました」

「お付きの連中が？　そいつらも、太たい陽よう教きよう徒となんだろ？　教祖の命令に逆らうようなマネをするかな」

　クロウは、首をひねって考え込む。

　太陽教のことは詳しくは知らない。しかし、彼らが教祖の命令に従って、命すら懸かけて戦っていることはよく知っている。

　何度も出会った、あの明あか里りという少女も、教団のために戦っているのは疑いない。

「それは、わたしにもわかりません。ですが、皆さんはわたしを逃がしてくれました。そのことに感謝するだけです。皆さんとはきっと、もう会えないでしょうけど……」

　そう言って、日奈子は遠くを見る目をした。

　クロウが初めて日奈子と会ったとき、彼女は太陽教のワゴン車に乗せられていた。

　おそらく、逃亡中に捕まってしまったのだろう。太陽教は東とう京きようソーディア内に独自のネットワークを持っている。足手まといの少女を連れて、逃げ切れるはずもない。

　教きよう祖その娘を逃がしたお付きの連中にどんな思惑があったにせよ、おそらく全員捕まったか、もしくは殺された可能性が高い。そして、日ひ奈な子こもそのことに気づいている。

　日奈子は、厄やつ介かいな立場の女の子だというだけでなく、ずいぶんと重たいものを背負い込んでしまっている──

「でもおまえ、ずいぶんあっさりとそんな事情を話したな。あんまり人に言いたい話でもないだろ？」

　日奈子は、無表情で首を振った。

「あのマナカという局長に、最初にこの話をしておけと言われてました」

「え、そうなのか？」

「はい、クローはあれでなかなか疑うたぐり深ぶかいから、話せることはさっさと話してしまったほうがいいと」

「……なるほど」

　クロウは、特に日奈子に興味があるわけではない。

　護衛の対象となれば、彼女の外見のことすらどうでもよくなる。

　それでも、なにも知らない相手よりは、日奈子のように素直に個人的事情を話してくれた人間のほうが守る気にもなるというものだ。

　クロウは、日奈子に向き直った。

　最後の質問をするために。

「おまえは、なぜ自分が閉じ込められてたのか、知ってるか？」

「いいえ。ただ、わたしを逃がしてくれた一人が、言っていました。『あなたは、教団の──人類の希望なのです』って」

「希望……？」

　確かに、日奈子には普通ではないところがある。異常と言ってもいいレベルだ。

　クロウは、出会いの夜に彼女の身体からだが光をまとっているところを見てしまっている。

「いやでも、人類の希望とは、大きく出たな。別に人類は絶望しちゃいないと思うけどね、俺おれの知る限りでは」

　クロウは苦笑して、肩をすくめた。

　日奈子を逃がしたという人物も、危険な太陽教の教徒であることは間違いない。誇こ大だい妄もう想そうのようなものを植えつけられていたのではないか。

「わたしにも意味は、まったくわかりません。ただ、こうも言ってました」

「なんだ？」

　日奈子は陽ひの光が差し込んできている窓に目を向け、ゆっくりと口を開いた。

「あなたは、『太陽の乙女』──だと」





　翌日は、再び講堂で剣の授業があった。

　クロウは真ま面じ目めに登校したのだが、ラーシュの姿は見当たらなかった。プラチナ色の髪の少年は、なかなかに気まぐれなのである。

　剣の授業は先日と同じで、生徒が一対一で立ち会っている。集団戦闘や飛び道具への対処、槍やりやナイフなど他ほかの武器の扱あつかいを学ぶ授業などもあるらしいが、それらは一年生の今の時期には受けられないようだ。クロウには、まだそちらのほうが面白そうなのだが。

「でもさ……」

「はい？」

　クロウの隣に立っていた日ひ奈な子こが、ひょいと首を傾かしげる。

「なんで、おまえもいるんだよ。まさか、学院に入学したわけじゃねえだろ」

「できるだけ、クローのそばを離れるなと言われてます」

「そりゃあそうだけどさ……」

　先ほどの別の授業でも、日奈子はどこからか椅い子すを持ってきて、教室の隅に座っていた。教師が文句を言わなかったところを見ると、マナカが話をつけていたのかもしれない。

　日奈子が、割と興味深そうに授業を聞いていたのは意外ではあった。学校の授業というものが新鮮なのだろう。もっとも、クロウにとっても、新鮮であるのは同じだ。

「しょうがねえ。一応、話し相手にはなるとでも思っておくか……」

「クローはお友達はいないのですか？」

　痛いところを突いてくるお嬢じよう様だった。

「知り合いがいないわけじゃないんだがな。ただ……」

　クロウは、ちらりとセフィを見た。

　彼女は数人の取り巻きらしき女子生徒たちに囲まれている。この前見た、おでこを出したショートカットの子と、眼鏡めがねの地味な子もいる。

「…………！」

　クロウと目が合うと、セフィは一瞬びっくりしたような顔をしてから、ぎろりと睨にらみつけてきた。彼女は人目があるところでは、クロウと知り合いであることは隠すつもりのようだが、なぜ怒っているのだろう。

「まあ、今の日本じゃ人間は肩身が狭いんだよ。この学院では特にな」

「なるほど、知識としては知っていましたが、そういうものですか。クローは、ハブられてるというやつなんですね」

「…………」

　太陽の乙女、とやらは余計な情報も仕入れているようだ。

　彼女は、自分もハブられる存在だと気づいているのだろうか。

「人聞きが悪いな！　私たちは、そこの男を仲間はずれにしたりはしてない！」

「ん？」

　一人の女子生徒が、厳しい表情を浮かべて、クロウたちのそばに近づいてきた。

　栗くり色いろの髪を肩まで伸ばした、なかなか可愛かわいい子だ。

　しかし、彼女は可愛い顔に似合わず、あからさまな敵意をみなぎらせ、手には木ぼつ剣けんを固く握りしめている。

「えーと、どちら様かな？」

　クロウは、あえて軽い調子で訊きいた。敵意に対して敵意で応こたえるほど子供ではない。

「フォーアだ！　剣けん聖せいの弟で子しとお話ができて、光こう栄えいの至いたりだわ！　たかが、学年二位の剣けん士しごときでは気後れがするね！」

「ふうん、二位か」

　クロウが軽く言うと、フォーアと名乗った少女は眉まゆをひそめた。二位と聞いても恐れ入らなかったのが気に障ったらしい。クロウには順位などどうでもいいのだが。

「……おまえは、まだいい。一応、正規の手順を踏んで入学したらしいからね。でも……そっちの女は違ーう！　ここは、ソーディの神聖な鍛たん錬れん場なんだから！　人間の使用人が足を踏み入れていい場所じゃない！」

　フォーアはずいぶんとテンションが高い。元気なのはいいことである。

「そういうもんか。ま、悪いけど一応こっちにも事情ってものがあって。邪魔はさせないから、我慢してもらえないかな」

「だったら、条件がある！」

　クロウの答えを読んでいたかのような、素早い返しだった。

「私と立ち会え！　私が休んでいたときに、セフィ様に勝ったって？　それが本当だとしたら、確かめてみないとね！」

「つまり、こっちが勝ったらこの子の見学を認めてもらえるってことか」

　フォーアは、にやりと笑って頷うなずいた。

　彼女に認めてもらえたところで、それが公式な許可になるわけではない。だが、学年二位のお墨すみ付つきがあれば、多少は状況も改善されるかもしれない。

「はー、勝負ですか」

　当の本人は、ぼんやりとした顔で成り行きを見ているだけだ。日ひ奈な子こは少しばかり、フォーアの覇気を分けてもらったほうがいいのではないだろうか。

「みんなも、おまえの力をもう一度見たがってるしね。ぶっちゃけ、前のときはセフィ様ばかり見てて、おまえを見てなかったらしいし」

「もう少し俺おれにも注目してもらいたいもんだなー。地味に傷つくね」

　クロウの軽口に、誰だれも笑わなかった。

　さっきまでにやにや笑っていたフォーアも、唇を一文字に結んでいる。人間のジョークは気に入ってもらえないようだ。

「ふん、だったら注目してもらえるようにせいぜい頑張ることね。おまえにもメリットがあることだし」

「メリット？」

「おまえは剣けん聖せいの弟で子しで、ソーディの中で生きてる人間でしょ。私たち、ソーディの──ソーディの女の習性はよーく知ってるはずよね？」

「……まあ、一応な」

「おまえが本当に強いなら、この学院はおまえのハーレムになるかもしれないわよ」

　意味ありげに言って、フォーアは木ぼつ剣けんを上段に構えた。

　クロウはフォーアを油断なく観察しながら、少し驚いていた。

　ここの女の子を独り占めにすると言ったのは冗談のつもりだったが、確かに習性のことを考えれば、ハーレムができてしまう可能性はゼロではない。

　クロウは、ちらりとセフィを見た。

　彼の目的は、嫁をもらって家庭を築きずくことであって、ハーレムなどその真逆だ。そんなことは本気で考えたこともなかった。というより、考えていたら、どうかしている。

「あまりあっさりやられないようにね？　簡単に勝っちゃったらセフィ様に悪いしね！」

　フォーアの構えは、かなり完成されている。

　なるほど、学年二位というのは伊だ達てではなさそうだと、クロウは内心で頷うなずく。セフィが三位ということだが、実力差は決して小さくないのではないだろうか。

　向こうは、クロウがセフィに勝ったということも知っている。油断もないだろう。

　そのセフィは、さっきまでの不機嫌そうな顔とは打って変わって不安そうな顔をしている。彼女はフォーアの実力をよく知っているはずだ。クロウの力はもっと知っているだろうが、それでも不安を覚える程度にはフォーアは強いらしい。

　いや、そんなことよりもセフィに心配してもらえることを光こう栄えいに思うべきだろうか。

　クロウは、ゆっくりと木剣を構えた。

　ざわざわと騒いでいた生徒たちの声が、不意に消えた。

　みんな、この勝負を真剣に見極めようとしているようだ。

　セフィに勝った人間の実力は、本物なのかどうか。

　ああ、いいだろう、見せてやろう。見せつけてやろう。

　クロウは、構えた木剣の切っ先をフォーアに向ける。

　その瞬間、フォーアが動いた。目で追うことも困難なほどのスピードだった。

　瞬まばたきほどの間に、クロウとフォーアの間合いが詰まり──

　二人の剣が奔はしった。





「やはり、どう考えても不思議なのです」

　日ひ奈な子こは、ぼんやりとつぶやいた。

　夕食を終え、居間の隅っこで、クロウが図書室で借りてきてくれた料理の本を読んでいるところだった。

　本の内容など、ろくに入ってこない。日奈子の頭の中では、今日見たあるシーンが、繰り返し再生されていた。

「不思議ってなにがだよ？」

　Ｔシャツとハーフパンツという楽な格好で畳たたみの上に寝転がって、漫画雑誌を読んでいたクロウが、面倒くさそうに起き上がった。

「あなたのことです、クロー。今日の剣の授業の……」

「あー、あれか。別に、おまえが気にすることもないんじゃねぇ？」

「わたしは、いろいろなことを知りたいのです。外の世界のことを」

　日奈子は、クロウのほうに向き直った。

「太陽教は、基本的にソーディを否定してばかりです。でも、そんな教徒たちでも、ソーディの戦闘能力だけは認めていたのです」

「否定したってしょうがねぇからな」

「わたしも、ソーディの怖さは少しは聞いてます。お付きの一人に香か苗なえという人がいて、彼女は八年前にどこかの街で起きた、反政府組織の大規模な蜂ほう起きの現場に居合わせたそうです。そのとき鎮ちん圧あつに来たソーディの一人が、化け物のように強かったという話をよく聞かせてくれました」

「化け物ねぇ……」

　クロウはぽりぽりと額ひたいをかきながら、どうでもよさそうに言った。

　日奈子にとっても、香苗の話はあまり現実感のあるものではなかったが。

　当時、まだ中学生くらいだった香苗が見た、たった一人のソーディ剣けん士しが武装した人間たちをばったばったと斬きり倒していったという話が忘れがたかったのも事実だ。

「でも、そんな化け物のようなソーディを──クローは、一撃で倒してしまいました」

　今日見たクロウの一撃も、日奈子には忘れられそうになかった。

　フォーアという、少しバカっぽいソーディの少女が剣を振り上げようとしたその瞬間に──既すでに勝負はついていた。

　いったい、クロウはいつ剣を振りかぶり、どこに振り下ろしたのか。

　日奈子には、少しもわからなかった。そもそも、一撃だったのかどうかすら。

　気づいたときには、フォーアの身体からだがぐらりと揺れ、講堂の床に倒れていた。

　固かた唾ずを呑のんで見守っていた生徒たちが騒ぎ始めたのは、フォーアが倒れた音の残響も消えてからだった。

「ソーディの生徒たちも、みんな信じられないという顔をしていました。クロー、あなたがなにをしたのか、わたしにもさっぱりです」

「一発で仕し留とめたのはまずかったかなー。全員、ドン引きだったもんな」

　クロウは、またもどうでもよさそうに言って、へらへらと笑っている。

　どうにも、日ひ奈な子こには目の前にいるこの少年と、フォーアを仕留めたあの剣けん士しの姿が重ならない。

　彼は、あまりに不可解すぎる。

　いくら日奈子が究極の世間知らずといっても、クロウのような人間がひどく珍めずらしいことくらいはわかっている。ソーディの中で生き、ソーディに剣で勝てるほどの人間。どんな生き方をすれば、そのような珍奇な存在になってしまうのだろう。

「わたしは知りたいのです。いろんなことを知りたいから、見たいから、こうして外に出てきたのです。あなたは、特に興味深い。なぜ、人間でありながらソーディに勝てるのですか？　剣けん聖せいの弟で子しだということですが、そもそもあなたはなぜ弟子になれたのですか？　ソーディが人間に剣を教えるなんて、他ほかにも例があるのですか？」

「あんまり人の過去とか探ってると、嫌われるぞ？」

「どうやったら嫌われるかということも、知っていこうと思います」

　日奈子は怯ひるむことなく言った。クロウは謎なぞだらけの人間だが、怖いとは思わない。彼の剣はあまりに理解不能で、怖いとすら思えないのだ。

「ま、俺おれには隠すような過去はねぇけどさ」

　クロウはあっさりとそう言った。

「七歳さいのときに親父おやじが死んだ。で、たまたま出会った師匠──剣聖に拾われた。それから、十四歳までの七年間、ひたすら剣を叩たたき込こまれて……ちょい前に剣聖が行方ゆくえ不ふ明めいになったから、セイバーズで仕事してたら、剣の学院に入るはめになって、とんでもないお荷物まで背負い込まされた。ざっと、こんなもんだな」

「大変な人生ですね」

「人の苦労をさらりと流すな。あと、最後のはおまえへの嫌いや味みだぞ？」

「はぁ、嫌味ですか。そういうの、言われたことないから新鮮なのです」

「…………」

　なぜか、クロウはとても複雑な顔をしていた。

　自分を大事に大事にしてくれたお付きの者たちに囲まれて育った日奈子には、いろいろなことが新鮮なのである。

「ですが、それだけの軽い説明だけではわかりません。フォーアという人をあっさり倒せたのも不思議すぎます。もっと、詳しく教えてください」

「なかなか食い下がってくるなあ。つーか、剣けん士しだって俺おれの剣は理解できないのに、子犬並みの戦闘能力もなさそうなおまえに教えてもわかるわけが──」

「…………？」

　不意に、クロウの言葉が途切れた。

　彼は日ひ奈な子この顔の前にてのひらを向け、窓の外を睨にらみつけている。

「あの、クロー？」

「静かに。いいか、俺から離れるなよ」

　クロウは近くに置いてあった日本刀を手に取って、立ち上がった。

　へらへらした笑いは完全に消え去り、表情は引き締まっている。さっきまでの彼と同一人物なのか、疑わしく思えるほどだった。

　クロウという人間の不可解さは、さらに深まるばかりだ。

　日奈子は、外へと出て行くクロウについていく。

　あの閉じた部屋では知れなかったことを知るために、日奈子はお付きの者たちに助けられて外へ出てきたのだ。

　クロウは日奈子の好奇心をビリビリと刺激する男だ。

　言われるまでもなく、離れるわけがない。





　クロウたちが住む小屋は、庭園の奥の小さな林の中にある。

　林といっても、道は整備されていて、小屋の周りは開けた場所になっている。小屋の前は駐車場として使われていたらしい。三、四台の車が駐車できる程度のスペースがある。

　クロウは、そのスペースの真ん中に立ち、近づいてくるものを待っていた。

「んー……」

　日本刀を杖つえ代わりにしながら、クロウは小さく唸うなった。

　どうも、おかしな感じなのである。『光コウ』による圧迫感が確かに近づいてきているのだが、なぜか敵意は感じない。

　敵だとわかっていれば、こちらから先手を打つところだ。しかし、そうとも言い切れない状況である以上、迂う闊かつに動けない。

「なんか、来ましたね」

　後ろに控ひかえていた日奈子が、ぼそりと言った。

　異常な雰囲気くらいは彼女も気づいているだろうに、冷静そのものだ。日奈子は、クロウを変人のように思っているようだが、彼女も相当なものである。

「と、今はこっちか」

　クロウは気を取り直して、正面を向いた。

　薄暗い林の木々の向こうから、人影が現れた。

　その人物は、極めてゆっくりと歩いてきている。かすかに吹いている風に、髪とスカートが揺れている。そう、やって来たのは女性だった。

　剣の学院の制服を着たその女性は、肩に大きなものを担かついでいた。

　暗くてわかりにくいものの、担いでいるのは長くて幅のあるなにかだった。

「ああ、あの人知ってます。剣の授業のときに、なぜかわたしを睨にらんでた人ですね。凄すごく可愛かわいい人です」

「……担いでるものは、ちっとも可愛くないけどな」

　クロウの目に、近づいてくるセフィが担いでいるものがはっきりと見えてきた。

　おそらく、セフィの身長は百六十センチくらい。担いでいるのは、彼女の身長とあまり変わらない長さの剣だ。しかも、刀とう身しんの幅は異様に広く、刃を収めている鉄製の鞘さやは三十センチ近くあるのではないだろうか。

　剣というより、大砲でも担いでいるかのようだ。

「あのー、セフィさん？　いったい、それは……」

「そういえば、あんたに見せるのは初めてね」

　異様な登場シーンの割に、セフィは普段とあまり変わらない調子で答えた。

　セフィは担いでいた大砲──ではなく、剣の柄つかを片手で握って、中段に構えた。

「うわー」

　日ひ奈な子こが素直に驚いている。

　それも無理からぬことだろう。冗談のように長くてバカでかい剣を、片手で構えるなど、人間ではまず不可能だ。

　セフィは剣の鞘にあるボタンのようなものを押した。鞘が外れて地面に落ち、分厚い刀身があらわになる。光こう刃じんこそ発動してないものの、凶悪そのものの武器だ。

「紹介するわ。あたしの愛剣──“〝星ほし崩くずし”〟よ」

「わー、名前まで可愛げがないこと」

　今度は、クロウも軽く驚いた。

　ソーディは“〝剣けん士し”〟の資格を取得するのと同時に、自分だけの愛剣を手に入れる。

　自分の親や師匠のツテを使って、刀かたな鍛か冶じに打ってもらうパターンが一番多い。その際には、剣士自身の好みを事細かに伝え、もっとも自分にふさわしい剣を打ってもらうのだ。

「ほしくずし……ソーディって剣に名前をつけるのですか」

　状況がわかっているのかいないのか、日奈子が感心したように言った。

「ソーディにとっては、剣はもう一人の自分みたいなもんだからな。昔は、ソーディアの言葉で名付けてたらしいけど、今時のソーディは日本語でつける奴やつも多いらしい」

「そんなのでいいのですか」

「いいんじゃないか？　日本人だって、飼い犬に『タロー』ってつける人もいれば、『ジョン』ってつける人もいるだろ」

「ペットを例に出しますか……ところで、クローの剣も名前があるのですか？」

「ねえよ、そんなもん」

　クロウが使っているのは、師匠からもらった日本刀だ。なかなかの業わざ物ものだが、クロウにとってはただの道具だ。ソーディではない彼は、剣に名前をつけるつもりなどない。

「そんなことはどうでもいいわ！」

　クロウと日ひ奈な子こののんびりした会話を、セフィの鋭するどい声が引き裂いた。

「ロウ！　あんた、状況わかってんの!?」

「いいや、さっぱり。セフィ、なんでいきなり剣を抜いてるんだ？　押し入ってこなくても、セフィならいつでも俺おれのベッドにご招待するのに」

「ふざけるなぁっ！　つーか、なによ、どうなってるのよ！　突然メイドなんて連れ歩いてると思ったら、こんなところで一緒に暮らしてるなんて！」

「ああ、そういやセフィには話してなかったか。あれ？　じゃあ、なんで俺がここに住んでることを知ってるんだ？」

「そのくらい、すぐにわかるわよ。ロウの動向を調べてる人たちだっているんだから」

「調べてる人たちの動機が知りたいな」

　よもや、闇やみ討うちでも企たくらんでいるのではあるまいか。

「その前に、セフィの動機かな。なんでここに来た？　なんで剣なんぞ向けてるんだ？」

「そ、それは……ロウが、とんでもない剣を……ああっ、なんでもいいでしょ！　斬きられたって気にしないで！」

「気にするわ！」

　クロウは鋭く突っ込みながら、一歩後ろに引いた。セフィに殺意がないことはわかっているが、彼女が冗談や脅おどしで剣を人に向ける性格ではないことも知っている。

　殺す気はなくとも、本気でクロウと斬り合おうとしているのは間違いない。

　セフィの行動の理由について、クロウには思い当たることが一つだけあった。

「……そういえば、そこのメイド。好奇心旺おう盛せいなおまえに、一つ教えてやるよ」

　クロウはセフィに視線を向けたまま言った。

「なんですか？」

「昼間、フォーアが言ってただろ。ソーディの習性のことを」

「言ってましたね。そのあと、クローが女の子の足あし腰こしを立たなくしてしまったことが印象的すぎて、忘れていました」

「人聞きの悪い言い方だな。それはともかく……ソーディは、“〝剣に恋する種族”〟って言われてるんだよ」

「剣に……恋する？」

「むっ……」

　日ひ奈な子こはきょとんとして、セフィは不満そうに唇を歪ゆがめた。

　クロウはかまわずに説明を続ける。

「人間が顔や頭脳や運動能力、経済力とかその他もろもろに惹ひかれるように、ソーディは強い剣けん士しに惹かれるんだよ。特に女性ソーディ──中でも思春期の女の子に、その傾向が強いらしいな」

「強い剣士に……？　あれ、でもソーディは女性のほうが圧倒的に強いんですよね？　ということは……」

「そのとおり。一般的に、ソーディの女の子は、強い女の子を好きになるんだってさ」

「それはあまり生産的ではないですね」

　日奈子は、さらりと言い切った。

　確かに日奈子の言うとおりだが、ここまではっきり言えるのもなかなか凄すごい。

　ソーディの男のほうは、さほど剣に惹かれるわけではないとも聞く。普通に、可愛かわいい女の子を好きになるそうだ。

　そういうわけで、ソーディの男はあまり女性に相手にしてもらえない。なかなか悲ひ惨さんとも言えるが、ソーディの少子化が進んでいるわけでもない。

　思春期を過ぎれば、剣に恋する傾向は薄れていくという話も聞くし、ソーディ女性の習性は、子し孫そん繁はん栄えいにはさほど悪影響はないようだ。

「言っておくけど、あたしは女の子を好きになったことはないからね。強ければいいってものでもないのよ。人間に好みの顔や性格があるみたいに、好きになれる剣となれない剣ってものがあるの」

「ということは、俺おれの剣がお気に召したってことかな？」

　クロウはなにげない調子で訊きいた。

　とたんに、セフィの顔が耳まで真っ赤になってしまう。

「そ、そそそそんなわけないでしょ！　ロウの剣なんて、今まで何度も見てるんだし！　今さらそんなことで！　別にあらためて見てびっくりしたとかそんなことは！」

　セフィは否定しながら、全部しゃべってしまっている。

　ハーレムは無理でも、とりあえずセフィはクロウの剣に釣られたようだ。

「……うん、確かにおかしいのです。強い剣士に惹かれるというのはわかりましたが、そこの金髪サイドテールさんがクローに剣を向けてる理由にはなりません」

　日奈子は、あくまで冷静だ。この子は動じたりすることがあるのだろうか。

　クロウは苦笑いして、さらに説明する。

「剣に惹ひかれる、の話にはまだ続きがあるんだよ。好きになった剣けん士しとは、斬り合いをしたくなるらしい」

「それはまた、世にも恐ろしい愛情表現ですね」

「どうでもいいが、おまえの反応、ドライすぎないか？」

　好奇心旺おう盛せいなキャラクターならば、ものを知ったときには驚きがほしいところだ。

「ち、違うって言ってるでしょ。別にロウが好きだから斬きり合いに来たわけじゃない！　ただ、わけもなくロウを斬りたくなっただけなの！」

「その言い訳はアウトじゃないかなー」

　クロウは苦笑いを浮かべたまま、日本刀をすらりと抜き放った。月と星の明かりを受けて、刃が冷たく輝く。

「……なんだか、絶望的な絵ヅラですね」

　日ひ奈な子こが、じりじりとクロウから離れながら言った。

　実際、彼女の言うとおりだ。

　セフィが構えているのは、鉄の塊かたまりのような巨大な剣。

　対して、クロウが持っているのは長さも厚みも普通の日本刀だ。

　はたから見れば、大砲と拳けん銃じゆうで撃ち合おうとしているかのようだろう。

「ええい、もうごちゃごちゃ言うな！　ロウ、真ま面じ目めにやらないと死ぬわよ！」

「セフィが斬りかかってこなけりゃ死なねぇよ！」

　クロウのツッコミも聞き流し、セフィは両手で剣を構え直して、いきなり振り下ろした。

　かろうじてかわしたクロウのそばを通り過ぎた分厚い刃が、凄すさまじい音を立てて、地面にめり込む。土がぱっと舞い上がり、爆発でも起きたかのように地面がえぐれてしまう。

「まだまだよ！」

　セフィは止まることなく、剣を地面から引き抜き、今度は真横に薙ないだ。

　暴風のような音とともに剣が奔はしり、クロウは今度は後ろに下がって、なんとか避よける。分厚い剣が近くを通り過ぎただけで、風が衝撃と化して伝わってくる。

「お、おまえなぁ……」

　さすがに、クロウも冷や汗が止まらない。

　普通のソーディの剣で斬られると、身体からだがボロくずのようになる。セフィの星ほし崩くずしに斬られたら、跡形も残らないのではないだろうか。埋葬の手間は省けそうだが、そんな死に方は勘弁してもらいたいところだ。

「うおっと！」

　閃ひらめいたセフィの剣が、クロウの横をなかばかすめるようにして通り過ぎ、林の木を三本一気に切り倒した。薙ぎ払われた木々が、まるで小枝のように飛んで行った。切断された木の断面は綺き麗れいではなく、引きちぎられたようにボロボロになってしまっている。

「おいおい」

　クロウは、ごくりとつばを呑のみ込こんだ。

　セフィは昔から、手数に頼らず、渾こん身しんの力を込めた一撃にかけるタイプだった。その彼女が、長く分厚く重い剣を使っているのは正解だろう。

　彼女が使っている剣は、クロウにはとても扱あつかえない。クロウの日本刀も、決して軽くはない。それを扱うために充分に身体からだは鍛えている。それでも、セフィの星ほし崩くずしを振り回すどころか、持ち上げられるかどうかも怪しい。やはり、人間とソーディの間には、絶対的な身体能力の壁があるのだ。

「ロウ！　のんびりしてると、いくらあんたでも！」

「…………！」

　セフィの剣は、クロウから見ればまだまだアラが多い。

　かわすだけなら、いくらでもかわし続けられる──と言いたいところだが、クロウのほうが体力でも劣おとっている。星崩の圧力の前では、集中力もいつまでもつかわからない。

　クロウは、ぎりっと奥歯を噛かみしめた。

　仕方ない、こうなったら──

「セフィ！」

　上段から大きく振り下ろされたセフィの剣を、吹き飛ばされそうになりながらギリギリのところでかわして──

「…………っ!?」

　クロウは、地面をえぐるようにして深く踏み込みながら、下段から斬きり上げた。

「きゃっ……！」

　セフィが短い悲鳴を上げて、後ろに下がった。

　彼女のブレザーとブラウスが、はかったように真ん中のところで縦に斬られている。それだけではなく、ブラウスの下のブラジャーまでが中央で綺き麗れいに切断されている。

　しかし、ブラジャーの下の肌には傷一つない。

　クロウは、神業のような剣技でセフィの服と下着だけを斬ったのだ。

「凄すごいですね、クロー。ちょっと変態じみてますが、技術はたいしたものです」

　日ひ奈な子こが落ち着き払った声で言った。

「これくらい、ソーディなら誰だれでもできる。別にたいしたことでもねぇよ」

「……いいえ、そうじゃないわ。あたしの剣をかわしながら、肌に傷一つつけずに服だけ斬るなんて……そんなこと、ソーディにだってできる人は少ないわよ」

「あれ？」

　クロウは、油断なく剣を構えたまま首を傾かしげた。

　服を斬られれば、セフィも少しは動揺して動きを止められると思っていた。どうやら、クロウの予想は大外れだったらしい。

「凄すごいわ、ロウ。凄い、凄い、凄い、凄い、凄い、凄い、凄い、凄いぃ……！」

「どわっ！」

　セフィが片手で剣を振り回し、今度は立て続けに攻撃してくる。

　なにも考えずに繰り出しているかのような斬ざん撃げきも、見事に急所を狙ねらってきている。セフィは赤い顔をして、ずいぶん興奮しているようだが、それでも攻撃が雑になっていないところはさすがと言うべきか。

「ロウ、もっと！　もっと、もっと来て！　あたしを満足させて！」

「無む茶ちや言うな！」

　実は、クロウも“〝ソーディは剣に恋をする”〟という習性を目の当たりにするのは、ほとんど初めてに近い。これほどまでに興奮している女の子を見るのは、間違いなく初体験だ。普段のセフィの真ま面じ目めな姿とのギャップも凄い。

　さっきのクロウの一刀は、セフィを止めるどころか、火に油を注いでしまったようだ。

　さて、どうするかな。

　クロウはセフィの剣から逃れつつ、考え込む。といっても、考え事をしながら避よけ続けられるほど、セフィの攻撃は甘くない。

「なにしてるの、ロウ！　反撃しないと死ぬって言ってるでしょ！　死んじゃダメよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「殺そうとしてるのは誰だれ──って、ああちくしょう！」

　クロウは、一瞬頭に浮かんだアイデアを振り払おうとして──思いとどまった。

　迷っている暇ひまはない。まさか、セフィを斬きり捨てるわけにもいかない。四よん将しようの娘であるセフィを斬ったりしたら、正せい当とう防ぼう衛えいであっても、死刑確定だ。それになにより、クロウにはセフィを傷つけるつもりは毛もう頭とうない。

　だから──

「セフィ！」

　クロウは一気に間合いを詰め、セフィが剣を握っている右手の手首をぎゅっと掴つかんだ。セクハラのときと同じく、セフィにはクロウの動きが読めなかったらしい。彼女が驚いた顔をしたのは、手首を掴まれた一瞬あとだった。

「ロ、ロウ……！」

　セフィの目が大きく見開かれた。

　だが、クロウはかまわずに顔を近づけて──

「……んむっ!?」

　セフィと唇を重ねる。半開きになっていた彼女の唇を軽く挟むようにして口づけ、ぎゅっと自分の唇を押しつける。

「んっ……んんーっ!?」

「……ふぅ」

　彼女の唇の柔らかさを味わっていたのは、ほんの二、三秒だけだった。

　クロウは唇を離して、セフィの顔を間近で見つめる。

「あ、あ、ああああああ……」

　ただでさえ赤くなっていたセフィの顔が、さらに真っ赤に染まっていく。

「ば、ば、ばかぁぁぁぁぁ！」

　かと思うと、いきなりセフィは身を翻ひるがえし、矢のように走り去ってしまう。

　ソーディはほぼ例外なく俊しゆん足そくである。星ほし崩くずしを握ったままのセフィの姿も、あっという間に林の中に消えてしまい、見えなくなった。

「……うーん、逃げられたってことは、俺おれが好きってわけでもないのかな？」

「そういう感想ですか」

　日ひ奈な子こがとてとてと歩み寄ってきながら、ツッコミを入れてくる。

「通りすがりの女の子でも、可愛かわいければ俺だって興奮するもんなあ。別に好きってほどじゃなくても。さっきのセフィもそういう感じかな？」

「十五年ほど幽ゆう閉へいされてたわたしに、そんなこと訊きかれましても」

　ごもっともな意見である。まだまだ、日奈子には男女のことなどわかるはずもない。

「ですが、あれがキスというものなのですね。初めて見ました。もう少し長くやってもらえれば、じっくり観察できたのですが」

「そんなご要望を出されてもな……見られて興奮するタチでもねぇし」

　長くやっていたら、セフィに至近距離で斬きりかかられていた可能性もあっただろう。

「残念ですね。まあ、彼女も引き下がってくれたし、いいんじゃないでしょうか。襲われたのは災難でしたけど、あなたもずいぶん美お味いしい目に遭ったわけですし」

「本当に、おまえはずばり言うなあ」

　キスしてショックを与えれば、我に返るんじゃないか──というのは単なる思いつきだったが、下心がなかったとは言えない。

　セフィの唇の柔らかさは、はっきり言ってたまらないものがあった。あんな状況でなければ、もう少し長く楽しみたかったくらいだ。

「ほとんど性犯罪でしたしね。『ばか』呼ばわりで済んだのはラッキーでしょう」

「さすがに謝ったほうがいいかな。忘れ物も届けなきゃいけないしな」

　そう言って、クロウは地面に落ちたままのセフィの鞘さやを見た。

　鞘だけでも相当な重量がありそうだ。これを引きずって、女子寮まで持って行くのは、かなり骨が折れるだろう。

「きゃあぁぁぁ！」

「…………！」

　突然、遠くから悲鳴が響いた。

　悲鳴の主はさっきまでここで大暴れしていた少女で間違いない。彼女の透き通るような声は、悲鳴すら綺き麗れいに聞こえるほどだった。

　そして、考えるまでもなくクロウの身体からだは動いていた。

　日ひ奈な子この手を取って、走り出す。

　ひどく、嫌な予感がしていた。

　愛剣を持っているセフィが悲鳴を上げなければいけない状況──

　どう考えても、楽しい事態が待っているとは思えない。

　クロウの夜は、まだ終わりそうになかった。





「セフィ！」

　林を抜け、校舎のほうへと続く並木道にセフィの姿があった。

　地面に座り込み、右手を押さえている。よく見ると、彼女の星ほし崩くずしが数メートル離れたところに転がっている。

「ロ、ロウ……」

　セフィは安心したような声で言った。だが、セフィの目はクロウではなく、彼女のすぐそばに立っている別の人影に向けられている。

「んん……？」

　クロウも、その人影に目を向けた。

　ふわりとした黒いローブをまとい、フードを目深にかぶっているので、顔はよく見えない。小こ柄がらなところや、ローブの合わせ目からわずかに覗のぞいている身体からだのラインを見ると、女性のようだ。

　右手に剣を握っている。ソーディがよく使う、片刃の長剣タイプだ。

　クロウは抜いたままだった日本刀を手に、ローブの女の前に立った。

「誰だれだてめぇは。人の女になにしてる？」

「ちょっと！　誰がロウの女なのよ!?」

「大丈夫だ、ちゃんと幸せにする」

「そういう問題じゃない！　あんたは人のファ、ファーストキスを……奪っておいて、なにを偉そうに！」

「ファーストキスだったのか。ひゃっほい」

「はしゃぐな、はしゃぐな！」

「……緊張感のない方々ですね」

　日ひ奈な子この、ぼそぼそした声が聞こえた。

　まったくもって日奈子の言うとおりだが、クロウはあまりシリアスになれないタチなのだ。

「で、なにがあったんだ、セフィ。ケガはないか？」

「大丈夫、ちょっと右手が痺しびれてるだけ。寮に帰ろうとしたら、そいつにいきなり襲いかかられたのよ」

「ふむ……」

「有無を言わさず、真剣で斬きりかかってくるなんて……信じられないわ」

「おまえが言うな」

　セフィは、少しは我が身を振り返ったほうがいいと思う。

　それにしても、奇き襲しゆうとはいえ、セフィの剣を弾はじき飛ばすとは、尋常の技ではない。並の腕前の剣けん士しがセフィの分厚い剣に打ち込んでも、自分の剣が折れるだけだろう。

「まあ、無事ならいい。俺おれの女にケガさせてたら、タダじゃすまさな──っと！」

　クロウは上体を反らして、不意に襲いかかってきた一撃を避よけた。

「……ちっ」

　ローブの女が舌打ちする。かすかに聞こえた声は、やはり女性のものだった。

　クロウは剣を構えて、戦闘態勢に入る。今の一撃は、クロウの喉のど元もとを狙ねらっていた。ということは、向こうは容よう赦しやなくこちらの命を取るつもりだということだ。

「見境なしか？　それとも、邪魔者には容よう赦しやしないってことか？　ま、どっちでも似たようなもんか。夜も遅いし、さっさとたたんでやろうかな」

「…………」

　ローブの女が、歪ゆがんだ笑みを浮かべた──ように見えた。

　次の瞬間、女は跳躍していた。

「…………！」

　クロウの視界から消えるほどの、高い高い跳躍。四、五メートルは跳んだのではないだろうか。

「くっ！」

　弾丸のように落ちてきた女が振るった剣を、クロウの剣が弾いた。キィッと耳障りな甲かん高だかい音が響き、二つの刃の間で激しく火花が散った。

　女はさらに、踊るようにして剣を振るう。続けて二度三度と放たれた女の斬ざん撃げきを、クロウは次々に弾はじいていく。

「……っとぉ！　あっぶねぇな！」

「…………」

　ローブの女は、今度は後ろに数メートル跳んだ。助走もなしのジャンプとは思えない飛距離だった。

「やっぱりおまえもソーディか。しかも、古い戦い方を知ってるらしいな」

「…………」

　ローブの女はなにも答えない。

　彼女が握っている刃は、淡く白い輝きに包まれている。飛びかかりながら、光こう刃じんを発動させていたようだ。

　かなりの手て練だれと見て間違いない。実戦で鍛えていた賞金首とも、才能はあるが実戦経験が足りないセフィやフォーアとも違う。ローブの女は、確かな技術を持ち、修しゆ羅ら場ばをくぐって鍛え上げた力の持ち主だ。

「しっかし、すげぇすげぇ。あんたみたいなのを見てりゃ、何十年も前に大戦で人類が負けたっていうのがよくわかるよ」

　人類とソーディの戦争は、巨大な空の扉の開放と、荒れ狂う異常気象から始まった。

　そして、その異常な状況下でソーディが人類に勝利した原因としては三つあると考えられている。

　一つ目が、言うまでもなくソーディの圧倒的な身体能力だ。

　人間から見れば、自動小銃や機関銃に対して剣で突撃してくるなど、正気の沙さ汰たとは思えない。ただの的でしかない。

　しかし、ソーディから見ても、人間たちの戦闘は充分に不可解だったそうだ。多くの兵士が狭い塹ざん壕ごうの中に籠こもり、膝ひざをついたり伏ふせたりと、不自由な体勢でのんきに飛び道具を撃っているなど、斬きられるのを待っているようにしか見えなかったらしい。

　ソーディたちは的になるどころか、刀とう身しんで弾丸を弾はじき、降ってくる砲弾をかわし、数百メートルの距離を瞬まばたきする間に詰め、ライフルの照準を覗のぞいている人間の兵士たちを次々と撫なで斬ぎりにしていった。

　まっすぐ突っ込んでくるだけでなく、ローブの女のように視界の外から斬りかかってくる、ソーディたちの立体的な攻撃の前に、人間の兵士はなすすべもなかったという。

「というか……ロウが刃を合わせるところ、初めて見たかも」

「かわしきれないときは、そうするしかねぇだろ」

　クロウは日本刀の刃を軽く振った。

　その刀身には、ほんのわずかな刃こぼれもない。ソーディの剣を受けて、傷一つないというのは普通ではありえない。ローブの女の攻撃は、セフィのあのバカバカしいほどの重たい剣を弾き飛ばすほどの威い力りよくがあるというのに。

「別に不思議がることはないさ」

　ローブの女が次の攻撃を仕掛けてこないのは、戸惑っているからだろう。

　クロウは笑って、親切にもその戸惑いを解消してやることにした。

「おまえの剣を普通にかわすのは、難しい。けど、剣の軌き道どうは読める。それこそ、おまえが剣を振るう前からな。予備動作や気配を読めば、別に難しいことじゃない。ソーディたちは、速く強く剣を振るってやろうっていう気が強すぎるんだよ。あとは、刃を合わせてそっちの剣の軌道をちょいと逸そらしてやるだけ」

「あっさり言うわね。そんなこと、簡単にできれば苦労はしないわよ……」

　セフィが感心しているような、呆あきれているような調子で言った。

　こちらの力は最小限、相手の剣の勢いを利用して横から刃を当てるようにして太た刀ち筋すじを逸らす。一瞬でもタイミングがズレれば剣を折られるか、そのまま斬り裂かれるだろう。この刹せつ那なを狙ねらう精妙な技が、ソーディの豪剣を受け流す唯一の術理なのだ。

「昔、この国にはサムライなんていう奴やつらがいた。ソーディに負けないくらい、剣にすべてを懸かけてた奴だって山ほどいたさ。もちろん、身体能力じゃ劣おとるけどな。サムライたちは、それを補うために──創意工夫ってやつをしたんだよ」

　数百年前から、ごく少数ではあるが、ソーディたちのこちらの世界への来訪は始まっていた。彼らと戦ったサムライたちも少なからずいたらしい。

　中には、ソーディに打ち勝った武芸者もいたという。

「偉大な先せん駆く者しやの皆さんが編み出した、ソーディと戦うための剣法。記録に残っていたそれらをまとめ、体系化したのが──古コ流リユウだよ」

「はっ！」

　ローブの女が再び跳んだ。

　落下しながらの渾こん身しんの一撃を、クロウは剣で逸そらす。続けて、くるくると踊るような動きとともに繰り出されてきた連続攻撃を、クロウは怯ひるむことなく剣でさばく。

　刀とう身しんがぶつかり合い、火花が散り、甲かん高だかい金属音が響く。

　一撃必殺の斬ざん撃げきが三回ひらめき、そのすべてがクロウの剣によって弾はじかれた。

　いや、それだけではない──

「…………っ!?」

　ローブの女が、声にならない驚きを漏らした。ローブの肩のところがわずかに斬きり裂かれ、その下の肌にうっすらと血がにじんでいる。

「あれ、全然浅かったか。けっこう本気で打ち込んだんだけどな」

　クロウは、にやりと笑う。

　三回の斬撃を受けている間に、彼はローブの女に一太た刀ち浴びせていたのだ。

「おまえ、なかなか強いよ。でも、まだまだ足りねぇな。ああ、俺おれに追いつけなくてもへこむことはねぇよ。こちとら、世界一の化け物と毎日手合わせしてきたんだ。そりゃあ、嫌でも強くなるっつーの」

　そう、ローブの女は強い。クロウが見た学院の学生たちよりも、はるかに腕は上だ。

　だが、世界最強といわれた剣けん聖せいにはとうてい及ばない。彼女の剣に比べれば、ローブの女の剣は、速さも技術もまだまだだ。

「これ以上抵抗しないなら、命は取らねぇよ。セフィを襲った理由も知りたいしな」

「…………」

　ローブの女は答えず、不意に剣先でくるりと円を描いた。

　なんのマネだ、とクロウが訊きこうとしたところで──

「炎よ、舞え！」

　地獄の底から響いたような低い声で、ローブの女が叫んだ。

　それと同時に、白く輝く光こう刃じんに巻きつくようにして炎が起こり──細長いヘビのような形の火炎が、クロウに向かってまっすぐに飛びかかってくる。

「なっ──！」

　予想もしなかった攻撃を、クロウは避よけきれなかった。ヘビのような炎は、クロウの肘ひじをかすめ、肌の表面を焼きながら通り過ぎていった。

　ヘビは勢いを弱めることなく地面に激突し、爆音を響かせる。

「まさか──術じゆつ法ほう!?」

　クロウは驚きよう愕がくの声を漏らした。

　ソーディが持つと言われている魔法のような能力──

　大戦で人間が敗れ去った、二つ目の理由。

　遠距離からも攻撃可能な、炎や水、風などを操あやつる能力を術じゆつ法ほうといい、大戦時に人間たちは散々に苦しめられたのだ。強力な術法の援護があったからこそ、ソーディたちの敵陣への斬きり込みも可能だったとも言われている。術法が、大戦の明暗を分けた要素であったことは間違いない。

「術法って……そんなもの、とっくに消えたはずでしょ！」

　セフィが剣を拾って、クロウの横に並んできた。

　彼女の言うとおり、大戦が終わって空の扉が閉じた直後から、どういうわけかソーディたちから術法の能力は失われていった。

　大戦に参加していた者たちも、数年後にはまったく術法を使えなくなり、戦後に生まれた世代はそもそも最初から使えなかった。そのはずなのだが──

　どうもおかしい。ローブの女は、クロウが知るどのソーディとも違う。剣といい、術法といい、根本的に異質な感じがしてならない。

「なんなんだ、おまえは？　本当にソーディ……なのか？」

「ふっ……」

　クロウの問いに、ローブの女は鼻で笑って答え、再び炎のヘビをつくり上げた。

「ちっ……！」

　クロウは舌打ちして、前に飛び出した。セフィと日ひ奈な子こを炎に巻き込まないためである。

　ローブの女が、次々にヘビを繰り出してくる。炎は剣では防げない。クロウは、飛びかかってくる炎をタイミングを読んでかわしていく。

「くそっ！」

　剣の技術ではクロウが勝っている。

　しかし、術法で襲ってくるなど、クロウは予想すらしていなかった。

　不意を打たれては、クロウほどの実力があってもたやすく崩れてしまう。

「つっ……！」

　炎を操りながら、ローブの女は斬ざん撃げきも加えてきた。クロウはかろうじて、女の剣を逸そらし、距離を取る。

　剣だけならともかく、術法とのコンボではどこまで凌しのぎきれるか。

　命は取らない、などと悠ゆう長ちようなことは言ってられない。それどころか、このままでは斬り殺されるか焼き殺されるかの二択しか残らない。

「やめて──」

「…………？」

　不意に、短く声が聞こえた。

　クロウが思わず声が聞こえたほうを見ると、日奈子がいつもの無表情からは想像もつかない、敵意に満ちた表情を浮かべていた。

「もうやめてください──！」

「…………っ！」

　日ひ奈な子この叫びとともに、ローブの女の動きが止まった。

　次々に放たれていた炎のヘビの攻撃が一瞬途切れ、不思議な沈ちん黙もくがこの場に落ちた。

　剣けん士しでもなんでもない日奈子の言葉に、ローブの女のような手て練だれが動きを止めるなど信じられない。

　だが、今しかない──

　と、クロウが剣を構え直したところで。

「セフィ様ーっ！」

　遠くから、複数の声と足音が聞こえてきた。

　どたばたと走りながら、こちらへ近づいてくる者たちがいる。

「…………！」

　ローブの女は、いきなりクロウの肩を蹴けりつけると、後ろに大きく跳び、さらに近くの木の太い枝に飛び移った。

　そのまま、校舎への並木道の木々の間を跳んで、離れていく。

「……逃げた、のか。いや、助かった……のかな」

　クロウは蹴られた肩を押さえながら、ぽつりとつぶやいた。

　セフィも日奈子も、なにも答えなかった。

「セフィ様ーっ、こんなところにいたんですか！」

　向こうからやって来る者たちの先頭にいるのは、セフィの取り巻きのショートカットの女の子だった。他ほかに、クロウと同じクラスの子たちも何人かいる。

「こんな夜中に、寮の部屋にいらっしゃらないから、みんなで手分けして捜していたんです。ご無事でなによりでした」

「あ、ああ。ありがとう。でも、なんともないわ」

「……あれ？　制服の前が切れてますけど、まさか……」

　ショートカットの子が、ぎろりとクロウを睨にらんできた。

　しかし、クロウはそっぽを向いて、知らんぷりをした。

　取り巻きの皆さんの過保護っぷりは微笑ほほえましいが、今は笑っている場合でもない。

「なんだったんでしょうね、今の人は……」

　日奈子がまた無表情に戻って、ぼそりと言った。

　なんだったのか、とクロウも日奈子に訊ききたかった。

　クロウの錯覚でなければ、日奈子が叫んだのと同時に、ローブの女は確かに攻撃を止めた。日奈子は、いったいなにをした？

「なんか、ますます面倒に巻き込まれているような……」

　クロウはぼやき、ここ数日で何度目かわからないため息をついた。

　考えるべきことは山ほどあるし、まずはセフィと取り巻きの女の子たちを女子寮に送り届けなければならない。

　あと、できることといえば──

　今夜はこれ以上なにも起こらないように、祈いのるくらいだった。



    

  
    
      ３章　狙う者、狙われる者





　翌日の朝。

　クロウは、ラーシュとともに昨夜の現場に戻っていた。

「ふーん、確かに地面が焼け焦げてる跡があるなあ」

　ラーシュは並木道にしゃがみ込み、地面を撫なでながら言った。

　朝一番でラーシュに来てもらい、昨夜の事件の検証をしているのだ。事件についてはセイバーズにも学院にも報告済みで、調査の許可ももらっている。

「術じゆつ法ほうとは、またクラシックなものが出てきたなって感じだね」

「いきなりだったしなー。あんなもの使う奴やつが出てくるとは想像もしてなかった」

「俺おれも術法を使えるソーディなんて聞いたこともないな。いやあ、世の中不思議なことでいっぱいだね」

「この二人、あまり驚いてるように見えないのです……」

　例によって、日ひ奈な子こがぼそりと言った。

　新たな事件が起きようと、日奈子の護衛任務は継続されている以上、クロウは常に彼女をともなって行動しなくてはならない。

　そういうわけで、現場検証にも日ひ奈な子こは同行しているのだ。

「いやあ、驚いてはいるよ。とっくに忘れられた技だからね。今時、術じゆつ法ほうなんて──」

　そこまで言って、ラーシュはふと唇に親指を当ててなにやら考え込み始めた。

「忘れられた、か……。うーん……」

「なんだよ、ラーシュ？」

「いいや、なんでも。なにか頭にちょっと引っかかっただけさ」

　ラーシュは笑って、肩をすくめた。

「実際、術法なんてさほど重要でもないのかも。俺おれは、クロウが剣のほうでも手こずったってところが気になるな」

「クローが手こずったのは、そこまで不思議なことなのですか？　わたしにはよくわからないのですが、クローはそんなに強いのですか？　古コ流リユウがどうとか、うわごとのようなことを言ってましたけど……」

「うわごとって、おまえなぁ……」

　クロウは呆あきれつつも、やむをえないことだなと思った。

　剣を知らない日奈子から見れば、クロウの剣の技術のことなど理解不能だろう。

「ああ、古流のことまで話したんだ。まあ、クロウが強いことは間違いないけど、どの程度かって訊きかれると返答に困るな。強さなんて相対的なものだし、時の運もあるし、なにかの弾みで格上の相手に勝てちゃうこともあるからね」

「絶対的な強さなんて、ないということですね」

「いや、あるよ」

「……え？」

　ラーシュのなにげない言葉に、日奈子が一瞬間を置いて聞き返した。

　しかし、ラーシュは日奈子の驚きなど知らぬ顔で、現場検証を続けている。

「クロウを手こずらせられる奴やつはそうはいない……とはいえ、それだけで犯人を絞しぼるのも難しいかな。世の中には、知られてない強者もいるわけだから」

「術法を使えるっつっても、犯人の手がかりにはならねぇしな。普段から人前で使ってるわけじゃねぇだろうし。戦い方は妙みように古い感じはしたけど、それも手がかりにはなあ」

「太た刀ち筋すじに見覚えがあるとか、そういうのはないの？」

「ソーディには流りゆう派はとかほとんどねぇだろ。わからねぇよ、そんなの」

　基本的に、ソーディは我流で剣を磨みがく。

　親や師匠に基礎を学ぶことはあっても、そこから先は自分だけの剣法を編み出していくものだ。自分の体格や好みに合った独自の流派を打ち立てるといってもいい。誰だれかの弟で子しになる、ということは基本的に強い練習相手を求めてのことなのだ。

　親兄弟ならばスタイルが似ることもあるが、誰に似ているかなどは判別しづらい。

　ラーシュは小さく唸うなって、腕組みした。

「となると、犯人の手がかりは……ああ、クロウ。傷を負わせたって言ったよね？」

「かすり傷だったからな。ソーディの回復力ならとっくにふさがってるだろ」

　ソーディの肉体は頑健なだけでなく、回復力もずば抜けている。戦うためにつくられたかのようなその身体からだは、軽い傷程度なら即座に治ってしまうのだ。

「じゃ、これ以上ここで手がかりを探してもしょうがないね。とりあえず、登校するか」

　ああ、と頷うなずいてクロウはラーシュと並んで歩き出した。日ひ奈な子こもとてとてと後ろをついてくる。





「そういえば、あの金髪の、どうかしてる変な剣を持ってた人……セフィさんでしたっけ。あの人、どうしてるんです？」

　校舎が見えてきたところで、日奈子が無意識らしい悪口をまぜながら言った。

「別にどうもしてないよ。今日も、普通に登校してるんじゃない？」

　ラーシュがそう答え、登校してきている生徒たちの群れに目を向けた。セフィの姿は見当たらないが、おそらく彼の言うとおりだとクロウも思っている。襲われたくらいで不登校になるほどヤワな女の子ではない。

「実際、どうなのでしょう。セフィさんが襲われたことに理由はあるのでしょうか？」

「君は疑問が多いね。どうなのかな、それはまだわからないよ」

　ラーシュは芝居がかった動作で肩をすくめた。

　彼は、セイバーズ以外にも情報源をいろいろと持っている。情報収集能力については、クロウよりもはるかに上だ。彼が知らないということは、まだ警察やセイバーズの捜査は進んでいないのだろう。事件からまだほんの数時間しか経たっていないし、手がかりも少ない以上、無理のない話だ。

「セフィは四よん将しようの娘だ。狙ねらわれたって不思議はねぇよ。いや、ただの辻つじ斬ぎりだろうと闇やみ討うちだろうとどうでもいい」

　クロウは、腰こしに提げた日本刀の柄つかをぎゅっと握りしめた。

「犯人は、俺おれが叩たたっ斬る」

「クロウはセフィがお気に入りだねえ。わからないでもないけど」

「ラーシュ、おまえまさかセフィを狙ってるのか。ダメだぞ、やらないぞ」

「別にセフィはクロウのものじゃないでしょ。まあ、彼女のことは狙っちゃいないよ」

　そう言って、ラーシュは意味ありげに笑った。

「俺がほしいのは、別のものだからね」

「……なにやら、二人とも難儀そうな人生を送ってますね」

「おまえは、妙みようなところに感心するなあ」

　きょとんとしている日ひ奈な子こを見て、クロウは苦笑いを浮かべた。この少女と話していると、なんだかペースが狂ってしまう。

「ん？」

　クロウは、ふと妙なことに気づいた。

　登校してくる生徒たちの様子が、昨日までとは一部違っている。

「なんでみんな、帯たい剣けんしてるんだ？」

　そう、生徒たちは全員、クロウやラーシュと同じように剣を腰こしから提げている。一部、えらく長い剣を背負っている者などもいるが、愛剣を持つ“〝剣けん士し”〟なのだろう。

「今朝、学院から通達が出たらしいよ。生徒は全員帯剣、必ず二人以上で行動、夜間の外出禁止だとさ。別に不思議はないだろ？　校内で襲撃事件があったんだから、措そ置ちとしては甘いくらいじゃないかな」

「それもそうか……」

　普通の学校だったら、一時的に閉鎖されてもおかしくないくらいだ。生徒本人に自衛させるという考えは普通ではない。人間の学校であれば、まずありえないことである。

「手回しがいいのはけっこうなことだな。俺おれも知らん生徒まで守ってられないし」

「ただ、変な感じはするけどね。学院側の決定が早いのはともかく、生徒たちがちょっと緊張しすぎじゃないかな？　臆おく病びようなソーディなんて、ここにはほとんどいないだろうに」

「……そうか？」

　クロウは首を傾かしげた。言われてみれば、登校中の生徒たちの多くは、そわそわしているようだ。視線を落ち着きなく動かしている者や、剣の柄つかに手をかけている者までいる。

「その辺は、私が話して差し上げましょう」

「うおっ！」

「あれ？」

　突然後ろから聞こえた声に、クロウはのけぞり、ラーシュが目を見開く。日奈子は特に動じていない。

「な、なんだ？　なんで、マナカがこんなところにいるんだ？」

　クロウたちの背後に立っていたのは、七しち剣けんの一人にしてセイバーズの局長、マナカだった。セイバーズの真っ赤なコートを羽織って、面倒くさそうな顔をしている。

「ちょいとね、お忍びで来たの。あーあ、『光コウ』を抑えこむのってけっこう疲れんのよ。いたいけな学生たちを脅おどかさないでくれ、とかここの学院長もうっさいのよね」

「いきなり愚痴を吐いてんのはともかく……本当になにしてるんだ？」

「私もストレスたまってんのよ。ま、いいわ。生徒たちに気づかれる前に離脱しましょう。ラーシュ、ちょい交代」

　マナカはそう言って、日ひ奈な子この顔を指さした。護衛をラーシュに一時変更、ということらしい。

「行くわよ、クロウ君」

「行くって、どこへ？」

「い・い・と・こ・ろ♪」

　つまり、ろくでもないイベントが待っているというわけだな──と、ひねくれた解かい釈しやくをしつつ、クロウはさっさと歩き始めたマナカの後をついていく。

　性格がどうであろうと、彼女はクロウの上司で保護者だ。毎度のことながら、クロウに拒否権はまったくないのだ。





「……って、なんで女子風ぶ呂ろなんだよ！」

　クロウの声が、むやみに広い更衣室に響き渡った。

　現在、朝の八時過ぎである。当然ながら、女子寮の風呂場前の更衣室に人影はない。クロウとマナカを除のぞけば。

「なんでって、お風呂に入るからに決まってるでしょ。なにしてんの、クロウ君。さっさと脱いじゃえばぁ？」

「俺おれも入るのかよ！」

　マナカは外見だけなら文句のつけようがない美女だ。日奈子ほど凹凸があるわけではないが、スタイルもいい。金を払ってでも一緒に入浴したがる男はいくらでもいるだろう。

　しかし、クロウにとっては師匠の妹で、幼い頃ころから見知った相手で、しかも所属している組織のボスである。ほとんど身内のようなものだ。向こうはクロウのことなど男とも思っていないだろうが、異性の身内との裸の付き合いなど、気恥ずかしいばかりだ。

　クロウが戸惑っていると、マナカが豪快にコートを脱ぎ捨てながら口を開いた。

「心配しなくても、ちゃんとお湯を沸かし直してもらったわよ？」

「いや、お湯の温度を気にしてるわけじゃねぇよ」

「いいから、あんたも入るの。逆らったらクビ」

「そんな風に人事権を行使していいのか……？」

　マナカならば、平隊員のクビくらい軽く切れるのは事実である。クロウは観念して、制服を脱ぎ始めた。

「ん？　マナカ、それ……」

「ああ、一応私も外に出るときくらいは、こいつを持ってないとね」

　マナカは、腰こしに無む造ぞう作さに差していた剣を掲げるようにして持った。

　彼女の愛剣は、黒塗りの鞘さやの長剣──いや、剣にしては長すぎるくらいである。セフィの剣のような幅や厚みはほとんどなく、むやみに細長い印象だ。

　舞まい姫ひめ──確か、そんな名前をつけられていたはずだ。この細長い剣のどこから、そのような名前がついたのか。由来を知っているのは、クロウのような身内か、もしくは彼女に斬きられてあの世に行った者たちだけだろう。

「さー、入ろ入ろ。夕べは帰るのめんどくて、本部に泊まっちゃったのよね。シャワーだけだといまいちすっきりしないし、ちょうどよかったわ」

　まさか、風ふ呂ろに入るために学院に来たのだろうか。クロウの疑いの視線など気にもせず、マナカはするすると服を脱いでいく。

　クロウは慌てて視線を逸そらし、自分も服を脱いだ。腰こしにタオルを巻くくらいは許してもらえるだろう。

　マナカがぺたぺたと足音を立てて歩き、風呂場のドアを開く音がして、それから少し間を置いてからクロウも風呂場に入っていった。

　女子風呂は、ずいぶんと広い。数百人の女子生徒たちが交代で入るのだから、それも当然だ。

　クロウはかけ湯をしてから、湯船につかった。湯船も充分に広く、数十人が一度に入れそうだ。クロウが住んでいる小屋の、ろくに身体からだも伸ばせない湯船とはまるで違う。無む理り矢や理りの誘いではあったが、これはこれで悪くない。

「ふはー……生き返るわねぇ」

　既すでに入浴中だったマナカが、深いため息とともに言った。入浴剤でも入っているのか、お湯がグリーンがかっていて、彼女の身体がよく見えないのが救いだ。

　不意に、風呂場のドアがノックされた。マナカがぞんざいに返事をすると、ドアが開いて一人のメイドが入ってきた。服装を見ると、生徒個人ではなく、学院が使用人として雇用しているメイドのようだ。

「お、来た来た。ごくろうさーん」

　メイドが差し出してきた木き桶おけのようなものを、マナカは嬉うれしそうに受け取った。メイドは一礼して、すぐに風呂場から出て行った。

「これこれ。やっぱり、これがないとねー」

　マナカがお湯に浮かべた木桶には、銚ちよう子しと猪口ちよこが入っている。銚子の中身は訊きくまでもないだろう。

　マナカは銚子の中身を猪口に注いで、くいっと一息で飲み干した。

「あー、美お味いしい。お風呂で日本酒はたまらないわね。日本に生まれてよかった……」

「異世界人の台詞せりふとは思えないな……」

「大戦から何十年経たってると思ってるのよ。もう、ソーディのほとんどが生まれも育ちもこっちなんだから。お風呂で日本酒で一杯やるのも普通でしょ」

「朝風ぶ呂ろ、朝酒は普通じゃねぇよ」

　少なくとも、まっとうな社会人が平日にやることではない。もちろん、マナカは誰だれがなんと言おうと、社会的にはまっとうな立場にいる人間だ。

「いいじゃない、たまには」

　マナカは子供っぽく、唇を尖とがらせた。

「毎日毎日、机の前でつまんない書類仕事させられてばっかで、たまんないわよ。少しはリフレッシュしないとねー」

「そんなに忙しいのか？　もしかして、太陽教が……？」

　襲撃事件のせいで忘れそうになっていたが、教きよう祖その娘が敵対組織の手に落ちているのだ。どんなに過激な行動に出ても、不思議はない。

「いやあ、太陽教はおとなしいもんよ。おとなしすぎて不気味なくらいね」

「そりゃ、逆におかしいだろ」

　どう考えても、水面下でなにか企たくらんでいるに決まっている。

「太陽教は別にいいのよ。あの子の救出にノコノコやって来たら、適当にやっといて」

「軽いなあ……太陽教のことじゃないなら、なんなんだよ」

「はい、これ」

　マナカは、湯船のそばに置いていた板状のものを持ち上げ、いきなり投げつけてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      　クロウが受け取ったそれは、タッチパネル式のタブレット端末だった。風ふ呂ろに持ち込んでいるということは防水式なのだろう。

「そこに表示されてるファイルを見てみて」

　クロウは頷うなずいて、タブレットの電源を入れ、表示されていたファイルを眺めた。

　ファイルには、クロウと同じ年とし頃ごろの女の子の顔写真とともに、彼女のプロフィールが並んでいた。ソーディにしては珍めずらしい黒髪の、ちょっと可愛かわいい女の子だった。

「ミグネ……剣の学院の女子生徒。一年生首席。“〝剣けん士し”〟資格所有。師匠は剣けん姫き・ラグノーア。父親は元老院議員……」

　さほど、興味を引かれる内容ではない。どうやら、彼女がセフィとフォーアの上にいる一年生最強のソーディのようだが、クロウにとってはどうでもいい人物だ。

　プロフィールには、彼女がこれまでに剣の大会で修めてきた素晴らしい成績がずらずらと並んでいる。タッチパネルをスクロールさせていくと……。

「ん？　死亡……？」

「そうよ。彼女は死んだわ。つい、十日ほど前にね」

　マナカは、酒を飲みながらどうでもよさそうに言った。

「正確に言うと、“〝殺された”〟かしら。右肩からばっさりと袈け裟さ斬ぎりにされてね。この斬り方で自殺はありえないし、まず殺されたと考えていいでしょう」

「物騒な話だなあ。ああ、もしかして外層人類区ダウンタウンで流は行やってるっていう、辻つじ斬ぎりと関係あんのかな？　あれの被害者はみんな人間だったけど」

「どうかしらね。ただ、この子の遺体が見つかったのは、学院の近くの路上よ。時間は午前零れい時じ近くで、死亡推定時刻もほぼ同時刻。殺されてすぐに発見されたのね」

「そんな時間になにしてたんだろうな。つーか、その事件、俺おれは聞いてないぞ」

　これでもクロウは治ち安あん維い持じ組織の一員である。ソーディの子し女じよ、それも剣の学院の優秀な生徒が殺されたとなれば、大事件だ。クロウの耳に入らないはずがない。

「情報規制がかかってるのよ。剣の学院の優秀な生徒が、その辺の路上で殺されちゃねえ。ただでさえ、ソーディは平和ボケしてるとか言われてるし。実際、太陽教くらいしか反抗勢力もないから、実戦経験のあるソーディもずいぶん減ったからね。ミグネの親も、娘が誰だれとも知れない奴やつに殺されたとなれば、大変な不ふ名めい誉よだと思ってるでしょうよ」

「しょうもない考え方だな」

　娘が殺されたなら、犯人を捕まえる以上に優先することがあるのか。

　事件を公表して、情報を集めれば犯人に近づけるだろうに、クロウにはミグネの親の考えは理解不能である。

「あれ？　でも、この事件がどうしたんだ？　襲撃事件となんか関係が──」

「ミグネは一刀で仕し留とめられてたわ。それと……右腕の一部に、火傷やけどを負っていたのよ」

「火傷やけど？」

　クロウは、マナカの言わんとすることを即座に理解する。

「つまり……術じゆつ法ほうをくらった可能性があるってことか？」

「剣で叩たたき斬きられたのに、火傷しているっていうのも妙みような話よね。ただ、術法なんてものが出てきたなら話はまた別よ。ミグネは腕のいい子だったらしいけど、術法で不意を突かれたなら、あっさりやられたのもわかるしね」

「短期間のうちに学院の学年一位と三位が襲われたってことか……。二人とも親は政治家、狙ねらわれてもおかしくはないかな」

　術法が使えるソーディが、そうそういるとは思えない。例が二つだけとはいえ、偶然で片付けるのも不自然だ。

「ま、これ以上の被害が出なければいいけどね。ミグネの事件は公表されてないけど、彼女の遺体を発見したのは、学院の生徒たちだったらしいの。彼女たちも口止めされてたとはいえ、人の口に戸は立てられないしね。ミグネが殺されたことは、学院内ではけっこう噂うわさになってたらしいわよ」

「二度目の襲撃があったんで、今回はさすがに厳戒態勢に入ったってわけか」

　生徒たちがピリピリしているのも頷うなずける。

　それにしても、学院の生徒たちは優秀な者たちばかりだろうに、夜中に外をウロウロしているというのも困った話だ。さすがにしばらくは自重するだろうが、気をつけてもらわなければ、また新たな犠ぎ牲せい者しやが出てしまいかねない。

「とりあえず、成績上位者は、親の身分に考慮して護衛をつけることにしたわ。といっても、護衛を拒否した生徒も多いけどね。自分の身は自分で守れるって」

「みんな腕に自信ありすぎだな。素直に守ってもらえばいいのに」

「セフィの姉君も、護衛を送ろうとして断られたらしいわ」

「ああ、シルフィ様が……」

　セフィの姉であるシルフィのことは、クロウもよく知っている。剣けん聖せいの友人であり、そもそもセフィが剣聖とクロウが山ごもりしているところに会いに来たのは、姉のオマケとしてついてきたからだった。

　シルフィは、妹を可愛かわいがっていたし、さぞ心配していることだろう。

「うちも一応、犯人捜しはしてるけどね。学院から協力要よう請せいされたわけでもないから、校内ではなにもできないわ」

「なるほどね」

　クロウは頷いた。

　ただの通り魔ならばともかく、失われたはずの術法が使えるとなれば、東とう京きようソーディアの治安をあずかる組織としても放置はできない。大手を振って校内にいられるクロウとラーシュの出番、というわけだ。

「話はわかったよ。少なくとも、学院でこれ以上好きにはさせねぇよ」

「そうしてちょうだい。それと、あんた、授業のほうもちゃんとやりなさいよね」

「学校サボらせておいて、そういうこと言うか」

　クロウは、タブレットを投げ返しながら言った。

「学年別のトーナメント、明後日からよね」

「え、そうなの？」

　クロウは驚いた。セフィがもうすぐだと言っていたが、そこまで間がないとは初耳だ。

「あんた、剣の腕だけで入学できたようなもんなんだから。ここでいい成績出さないと、卒業できないわよ」

「いい成績出すと、恨まれそうだなあ」

「強くなるってことは、他人を蹴け落とすってことよ。わかってんでしょ」

「まあね……。さて、のぼせそうだし、俺おれはそろそろ上がるよ」

　クロウは立ち上がり、腰こしのタオルが落ちないように湯船の外へ出ようとする。

「ちょい待ち、クロウ君」

「は？」

　振り返ったその瞬間、クロウはマナカに両手で頬ほおを掴つかまれていた。

　マナカも立ち上がり、全身を惜おしげもなくさらしている。視線を少し下げると、張りのある綺き麗れいなふくらみが、目に入ってしまう。

「マ、マナカ。あんた、なにして……」

「なにをしてる、はこっちの台詞せりふよ。人間だろうとなんだろうと、あんたは姉ねえさんの──剣けん聖せいヒョウカの弟で子しなのよ」

「そ、そりゃわかってるけど」

　クロウは震えつつ答えた。

　マナカの圧倒的な『光コウ』による圧力で、吹き飛ばされそうになる。抑えこんでいたはずの『光』が解放されてしまっているのだ。

「術じゆつ法ほうだろうと、奇き襲しゆうだろうと、たかが通り魔一人を取り逃がしてるんじゃないわよ。剣聖の弟子ともあろう者が、そんな失態を見せてどうすんの」

　クロウの頬を掴む手に、ぐっと力が込められた。むろん手加減はしているだろうが、一つ間違えれば頬ほお骨ぼねが粉々に砕けてしまいそうだ。

　マナカは怒っている。

　長い付き合いなのだから、クロウもマナカがどれだけ姉である剣聖を尊敬しているかよく知っている。

　剣聖と山に籠こもっていた間は、多くの者たちが剣聖を訪ねてきたが、もっとも頻ひん繁ぱんに姿を見せたのはマナカだった。

　そうか、とクロウは気づく。

　七しち剣けんの一人、剣けん将しようマナカは自分のこと以上に、剣けん聖せいの名めい誉よを汚すことを許さない。

　マナカは情報を伝えに来たわけでも、様子を見に来たわけでもない。そんなことは、わざわざ彼女が足を運ばなくてもいいことだ。ミグネの事件も、校内で噂うわさになっている以上は、遠からず耳に入ったことだろう。

　マナカの本当の目的は、クロウを叱しかることだったのだ。

「恨まれそう？　笑わせるんじゃないわよ。そんなこと気にして、トーナメントでも無様な姿を見せたりしたら、私が叩たたっ斬きるからね」

「……わ、わかってるって」

　クロウは何度も頷うなずいた。

　ここで茶ちや化かした返事をしたら、本当に頬ほお骨ぼねを砕かれかねない。

　クロウの答えを聞いて、マナカはにっこり笑った。

「わかればいいのよ。あらら？」

「ど、どうしたんだ？」

　マナカはクロウの頬から手を離し、彼の前髪をかきあげた。それから、額ひたいを優しくなぞるようにする。

「クロウ君、こんなところに傷跡があったの。見事にばっさり斬られてるわね」

「あ、ああ。ガキの頃ころから真剣を使ってんだからな。傷跡の一つくらい、そりゃあるよ」

　マナカの唐とう突とつな態度の変化に、クロウはついていけない。襲いかかってきたときのセフィの態度といい、女性というものはまだクロウには理解不能すぎる。いつもマイペースで変化のない日ひ奈な子こが一番理解しやすいくらいかもしれない。

「それもそうね。でも、態度が憎たらしいからわかりにくいけど、実は可愛かわいい顔してんのに、もったいないわね」

「憎たらしいは余計だ」

　クロウは、ぷいっと顔を背ける。傷跡のことには、あまり触れられたくない。傷など、自分の弱さの証あかしでしかないのだから。

「トーナメントではケガしないようにね。頑張るのよ、クロウ君」

　そう言って、マナカは今度はクロウの頭を軽く撫なでた。

「あー、でも優勝となると難しいかしら？」

　マナカは苦笑しながら言った。無様な姿は見せるな、と言っていた割に今度は消極的な言葉だった。

　だが、彼女のその言葉はクロウにも頷けるものだった。

「確実に優勝します、とは言えねぇな。ここには──あいつもいるからなあ」





　一時間目終了のチャイムが鳴り響いた。

　教師が教室から出て行くと、ラーシュは椅い子すに座ったまま、ぐっと伸びをした。

　ラーシュの席は一番後ろの窓際で、その横に置かれた椅子に日ひ奈な子こがちょこんと座っている。ラーシュからもらったノートに、なにやら熱心に書きつけているところだ。さっきの授業はラーシュには退屈な日本史だったが、日奈子には面白かったらしく、授業中に何度も頷うなずきながらノートを取っていた。クロウに聞いたとおり、好奇心旺おう盛せいな性格らしい。

「…………」

　ラーシュは日奈子から視線を外し、教室内を見回す。

　昨夜の事件のせいか、生徒たちは若じやつ干かんおとなしい。だが、それでも年とし頃ごろの少女たちだ。休み時間となれば、おしゃべりに興じずにはいられないらしい。

　聞こえてくるのは校内の噂うわさ話ばなし、ＴＶやファッション、食べ物の話題などだ。おそらく、話していることは、人間の同じ年頃の少女たちとさほど変わらないだろう。

　ソーディと人間の境目はどこにあるのか、とラーシュは時々思う。

　肉体の頑強さや、剣の才能など、ほんの些さ細さいなことではないかとも感じている。それは、ラーシュが日頃から人間の少年と接しているからかもしれない。

「ラーシュ、ちょっと」

「おや？」

　教室の入り口のところに、金髪サイドテールの女の子が立っていて、ラーシュに手招きしていた。

　ラーシュは立ち上がり、日奈子に声をかけた。彼女はノートに目を落としたまま、歩き出したラーシュについてくる。ぼんやりしているのか、周囲に気を配っているのか、よくわからない少女だ。

　教室の入り口で待っていたセフィの周りには、いつもの取り巻きたちがいた。見覚えのあるショートカットと眼鏡めがねの子がセフィの両隣を固めている。

　そんなに殺気立ってちゃ疲れるだろうに、とラーシュは内心で苦笑した。

「どうしたの、セフィ？」

「ちょっと、来て。話があるのよ」

　セフィはそう言うと、すたすたと歩き始めた。取り巻きたちもセフィの前後左右に気を配りながらついていく。ラーシュも特に疑問を挟まず、日奈子に合図をしてから歩き出す。

　廊ろう下かの突き当たりまで来て、セフィは足を止めた。それから、取り巻きたちに離れるように言い、彼女たちは素直に従った。

　話が聞こえない距離まで彼女たちが離れてから、ラーシュは口を開いた。

「クロウなら、今日は来てないよ。局長に連れられて行ったから、登校できないかもね。しばらく、局長のおもちゃにされるだろうから」

「お、おもちゃ……」

　セフィはそうつぶやきながら、真っ赤になっている。どんな妄想をしているのやら。

「そういえばセフィ、クロウを手込めにしようとしたって？」

「て、手込めって……バカ言うな！　ちょっと手合わせしようとしただけよ！」

「真夜中に？　まあ、セフィもすっかり思春期か。あの剣一筋だった子も、いよいよ“〝剣に恋する種族”〟の本性全開になったってわけだね」

「違うって言ってるでしょ！　そ、そうじゃなくて、その……ロウが来てないなら、伝言しておいて。昨日は突然ごめん……あと、助けてくれて……ありがとうって……」

「それなら、直接言ってあげたら？　クロウなら喜んで飛びかかってくるんじゃない？」

「だから嫌なの！」

　セフィは焦って言い、真っ赤になって顔を伏ふせた。

　ラーシュから見れば、セフィは嫌がっているというより恥ずかしがっているだけなのは明らかだ。素直になれないお姫様である。

「まあいいや、気が向いたら伝えておくよ。授業も始まるし、俺おれはこれで」

「……待って。ついでだから言っておくわ」

「なにかな？」

　教室に戻ろうとして、ラーシュは立ち止まった。

「ラーシュ。あんた、あまりおかしなことをするんじゃないわよ」

「別になにもやってないだろう。俺も学生生活を楽しんでるだけだよ」

　セフィの、平静を装いつつも鋭するどい針を秘めた言葉に、ラーシュは笑顔で答えた。

「これからなにをやらかすか、わかったものじゃないでしょ」

「やだな、セフィ。君も迷信を信じてるクチなの？」

「迷信なんか信じてない。もっと信じてないのは、あんたのことよ」

「…………」

　ラーシュは、にやりと笑った。あしざまに罵ののしられても、駆け引きもなにもないセフィの言いようには、逆に好感を覚えるくらいだ。

「……お二人は、お知り合いだったのですか？」

　急に、日ひ奈な子こが口を挟んできた。

「は？　あんた、知らなかったの？　知り合いもなにも、この男は──」

「実はさ、俺も四よん将しよう家の人間なんだよ。四将の家は、互いに親しん戚せき同士だし、普通に交流もあるからね。子供の頃ころから知ってるんだよ」

「……まあ、そういうことね」

　セフィはわずかに呆あきれたように言った。ラーシュに言葉を遮さえぎられたのが気に入らなかったようだ。

　ラーシュが四よん将しようの直系であることは事実である。しかも彼は一人息子だ。

　トラブルでも起きない限り、彼が後こう継けい者しやになることは間違いない。政治家には剣才が必要ないため、男のラーシュでも問題なく地位を継つげる。

　知らない者が聞けば衝撃の事実だろうが、日ひ奈な子こには驚いた様子もない。筋金入りの箱入りだという彼女には、四将がどういう存在であるのか、実感がないのだろう。

「要するに、俺おれとセフィはただの知り合いなんだよ。セフィをめぐってクロウと修しゆ羅ら場ばをやらかすわけでもない。それなら面白いんだけどね」

「面白くない！」

　セフィがぴしゃりと言い切った。彼女は冗談が通じにくいタイプだ。

「迷信というのは、なんですか？」

「疑問が解決したら、即座に次の疑問？　この子、なかなかのマイペースなのね……。ロウとちょっと似てるわ……」

「それは失礼なのです」

「自己主張が強いところも似てるな。まあ、迷信のことは気にしないで。俺の口からはあまり言いたくないし。どうしても知りたければ、クロウに訊きけば教えてくれるよ。なんだかんだで、君みたいな可愛かわいい子には弱いからね、あいつは」

「……むー」

　セフィがわかりやすく拗すねている。どうやら本当に、クロウの剣に心を掴つかまれてしまったらしい。ラーシュは見なかったが、クロウはどんな剣技を披露したのやら。

　それにしても妙みような状況だ、とラーシュは思う。

　この国の最高権力者たちの子供二人と、テロ集団のリーダーの娘。

　本来なら言葉を交わすどころか、互いに顔を見ることすらないはずの関係だ。

　こんな三人が一堂に会しているなど、身分にうるさいソーディが見れば卒そつ倒とうしかねない。

　ラーシュはうっすらと笑いながら、腰こしの剣に軽く触れた。

　わざわざ、学校に入った甲か斐いがあるというものだ。学校通いなど早くも面倒に思っていたが、それなりに面白いことも起きるかもしれない。

　襲撃事件にトーナメントと、イベントにも不自由しない。今のところ、自分にはあまり関係なさそうだが、少しは楽しめればいいな──とラーシュは身勝手に願った。





　剣の学院の定期トーナメントは、三日間かけて行われる。

　学年ごとに別の日程が組まれ、他学年のトーナメントは基本的に見られない。他学年の試合を観戦したければ、トーナメント上位者が参加できる全学年によるリーグ戦に出場するしかないそうだ。

　学院には開放型の円形闘技場があり、トーナメントはそこで開催されている。闘技場のフィールドは広く、数組の試合が同時に行われている。

　クロウは、階段状になった観客席でぼんやりと試合を眺めているところだった。

「おっ、あの子パンツ見えた」

「クローはいろいろ素直に口に出しすぎだと思うのです」

　横に座ってこちらもぼんやり試合を見ていた日ひ奈な子こが、ぼそりと言った。

　そう言われても、クロウには試合は特に面白いものではなかった。公式な戦闘は正装で──ということで、女子も制服姿で試合しているので、パンチラや揺れる胸元が楽しめるのが救いというべきか。

「あーあ、出番が終わったら、さっさと帰らせてくれりゃいいのに。全部試合が終わるまで、ここを出られないなんて」

　他ほかの生徒の試合を見るのも勉強、ということらしい。

　クロウは既すでに一、二回戦を戦って今日の試合はすべて終えた。言うまでもなく、勝ち抜いている。人間のクロウが勝っても、もう誰だれも驚かなかった。セフィの木ぼつ剣けんを折り、フォーアを一刀で破っている。生徒たちは未熟でも技量の判断くらいはできるのだ。まだ、クロウの勝利をまぐれだと思っているのんきな生徒はまずいないだろう。

「あ、ラーシュが出てきました」

「四よん将しようの息子だって聞いたんだよな？」

　それがどうかしましたか、と言って日奈子は首を傾かしげる。

　クロウも人のことは言えないが、彼女も身分に無む頓とん着ちやくすぎる。学院内ならまだしも、外でラーシュを呼び捨てにしたら、問題になってしまう。彼女を教育するのも、クロウの役割なのだろうか。

　そんなことを考えていると、ラーシュの試合が始まった。相手の女子生徒も、なかなか使えそうではあった。

　試合は剣の授業と同じく、木剣で行われる。さすがに学生同士の試合で真剣は危険が大きすぎるのだ。それに、寸止めよりも木剣での立ち会いのほうが真剣勝負に近いというのもある。

　先に動いたのは女子生徒のほうだった。滑るように間合いを詰め、身体からだをぶつけるようにして木剣を振るう。愚ぐ直ちよくなまでにまっすぐな剣だったが、人間はもちろん、並のソーディでも反応できないほどの速さだった。

　だが、次の瞬間には女子生徒の木剣は、高々と宙に舞っていた。

　ざわっと歓声が上がったときには、ラーシュは既に木剣を握った手をだらりと下げていた。いつ女子生徒の木ぼつ剣けんを弾はじき飛ばしたのか、何人の者が見られただろうか。

「あれ……？　ずいぶん、あっさり勝ちましたね。ソーディって、男のほうが圧倒的に弱いのでは？」

「何事にも例外はあるってことさ」

　クロウはあっさりと言った。

「例外中の例外が言うと、けっこう説得力がありますね」

「人を珍ちん種しゆみたいに言うな。ラーシュは強つえぇよ。ソーディの女でも、あいつにかなう奴やつはそうはいないだろ。ここの連中は、まだ卵だしな」

　ラーシュが勝利を誇る風でもなく、いつもの澄ました顔で引き上げていく。負けた女子生徒は信じられないものを見る目で、立ち去るラーシュの背中に視線を注いでいる。彼女は少なからず自信があったのだろう。気の毒なことだ。

「ソーディの男にも、ごくまれに強い奴がいる。ラーシュはその一人さ。ただ、ソーディにはちょいと妙みような話があって。ソーディの強い男は──」

「強い男の剣には魔性が宿る、だっけ？　はっはっは、おまえそんな迷信を信じてるのか！　まったく、人間って奴は！」

「……よう」

　突然響いた声に、クロウは嫌々ながら答えた。

　クロウたちが座っている席に、フォーアと女子生徒数人が近づいてきた。

　セフィといい、成績上位者には取り巻きがつくという決まりでもあるのだろうか。自分がトーナメントで優勝でもしたら、女子の皆さんにはべってもらえるのだろうか。

　などと、不ふ埒らちなことを考えつつ、クロウはフォーアに問いかける。

「なにか用かな？」

「はんっ、おまえがバカな話をしてるから一言言いに来ただけだ！　四よん将しよう閣かつ下かの息子だろうが、知ったこっちゃないね。私らみたいな本物の剣けん士しには勝てないっつーの！」

「本物も偽物もないだろ。資格を持ってりゃ、誰だれでも剣士だ」

「冗談じゃない！　剣士だってピンキリだろうが。ちなみに次のおまえの対戦相手は私だ！　おまえの太た刀ち筋すじが読めない、ということはわかった。現象がわかっていれば、対処などいくらでもできる。もうおまえに勝ち目はないぞ」

「じゃあ、負けたらなんでもしてくれるか？」

「えっ……」

　クロウの言葉に、フォーアがたじろいだ。

　子供じみた冗談だったが、フォーアには効果的だったらしい。

「な、なんでもってどういうことだ……。お、おまえ、なにを考えてるんだ」

　異世界人だろうと、フォーアも十五、六歳さいの少女だ。貞てい操そう観念というものも、きっちり持っているらしい。別にクロウも、本気でエロいことを要求するつもりはないのだが。

「それは、負けてからのお楽しみってことで」

「い、い……いいだろう！　負けなければいいだけだ！　首を洗って待っていろ！」

　そう吐き捨てて、フォーアは取り巻きを連れて去っていった。

「普通、こういうときはクローが負けた場合のことも決めておくんじゃないですか？」

「あの子は、ちょっとばかり頭が弱いよなあ」

　去っていくフォーアの背中を見ながら、クロウは哀あわれみのまなざしを向ける。

　と、いきなりフォーアがきびすを返し、戻ってきた。

「なんだ？　まだなにか？」

「言い忘れてた。おまえ、襲撃事件のことを嗅かぎ回っているらしいな」

「それが俺おれのお仕事だよ。一応、まだセイバーズの隊員でもあるんでね」

　クロウがセフィと学年一位のミグネの事件を調査していることは、他ほかの生徒にも知られている。生徒に対して聞き込みなどもしたから、当然だ。

「余計なことはしなくていい。ミグネを斬きった奴やつは……この私が必ず斬る」

「……もしかして、ミグネって子と友達だったのか？」

　落ち着いた調子のフォーアの言葉に、クロウも真剣に問い返した。

「おまえに……私たちの関係を教える必要など、ない」

　あくまで冷静に言って、今度こそフォーアは去っていった。

　フォーアがどんなにバカっぽく見えても、彼女にも背負っているものはある。とりわけ、今の彼女は重い荷物を背負い込んでしまっているようだ。

「クロー、事件の捜査はどうするんですか？」

「続けるに決まってるだろ」

　日ひ奈な子この問いに、クロウは間髪入れずに答えた。

　事件の調査はセイバーズの任務であり、セフィが襲われたことも見逃せない。マナカに言われたように、失態の責任も取らなければならない。

　フォーアにはフォーアの目的がある。

　だが、クロウにも同じことが言えるのだ。仕事を放ほうり出すつもりは、まったくない。自分の輝かしい未来のためにも。

「こっちは仕事なんだしな……ん？」

　ふと、制服のポケットに入れていた携帯電話が振動した。

　携帯を取り出すと、メールが一通届いていた。その内容は──

「ふうん」

　クロウは、ほんのわずかに笑った。

　どこか小馬鹿にしたような笑みだったが、日奈子には気づかれなかったようだった。

　携帯をポケットに戻して、クロウは立ち上がった。

「どうかしたんですか、クロー？」

「抜け出す口実ができた。ここで席を温めてるよりは面白そうだぞ」





　学院の外れに、巨大な倉庫があった。

　剣の学院は、大戦中に陸軍の基地があった場所に建てられており、当時の建物がいくつか残ったままになっている。倉庫もその一つだ。

　今、倉庫の分厚い鉄の扉は人一人が通れる程度に開かれている。

　クロウは日ひ奈な子こを連れて、その扉を通り、中に入った。倉庫内は、天窓から光が差し込んできているが、妙みように薄暗い。

　あちこちに古びたコンテナやダンボール箱が置かれていて、ほとんど手入れもされていないらしく、床にはホコリが積もっている。

「おーい、いるんだろ。時間がもったいない。とっとと出てきてくれ」

　クロウの呼びかけに応じて、コンテナの陰からぞろぞろと数人が現れた。剣の学院の制服を着た女子生徒たち──いや、クロウにも見覚えのある女の子たちだった。

　一人の女の子が、つかつかとクロウに近づいてくる。

「よく来たわね。もうちょっと警戒するかと思ったけど」

「警戒はしてるさ。危険はないと思ったから、踏み込んできたんだよ」

　クロウが軽く言うと、前に出てきた女の子──ショートカットで額ひたいを出したセフィの取り巻きの一人が、憎々しげに睨にらみつけてきた。

「バカにしてっ……いえ、いいわ。そういえば、まだ自己紹介してなかった。私はリマ。あんたに用があるの」

「だろうな。そうじゃなきゃ、わざわざ『事件の情報がある』なんてデタラメで呼び出さないだろうし」

　メールの内容がデタラメだとわかっていて、クロウはここへ来たのだ。

　彼女たちがクロウのメールアドレスを知っていたことは、不思議ではない。クロウが事件のことで生徒たちに聞き込みをした際に、なにか情報があったら報しらせてくれと、メールアドレスを無む理り矢や理り教えていたのだから。

「君らが、ご親切に俺おれに情報提供してくれるとは思えないしな」

　この場に集まっている少女たちは、セフィの取り巻きだけではない。さっきも闘技場で会った、フォーアの取り巻きも数人いる。なぜ彼女たちが手を組んでいるのかは知らないが、共通しているのはクロウに敵意を向けていることだ。

「あの、申し訳ないのですが、わたくしたちとしましては、あなたに優勝されるのだけは我慢ならなくて……」

　眼鏡めがねの女の子、確かネーナという名だったか。彼女がおずおずと言いながら、すらりと剣を抜いた。弱気そうな態度で、やっていることは物騒そのものである。

　続いて、リマと他ほかの女の子たちも次々に抜ばつ刀とうした。

　たぶん彼女たちは、セフィやフォーアの剣に恋をしている。セフィたちの剣を打ち倒してしまう者──トーナメントで最大の障害になるクロウを排除することに決めたようだ。

　まさか、殺しはしないだろうが、クロウの腕の一本くらいは持って行くつもりだろう。

「まずは私と立ち会ってもらおう」

　リマが剣を構えて、じりじりと近づいてくる。

「クロウ、あんたが強いのはもうわかってる。でも、私が負けても次は他の誰だれかが相手をする。あんたもいつまでも戦い続けられるわけじゃないでしょ？」

「人数で勝ってんのに、消極的な戦い方だなあ。一いつ斉せいにかかってくりゃいいのに」

「私たちはソーディだ。おまえたち人間とは違う」

　リマは、はっきりと言い切った。

　ソーディたちは、奇き襲しゆうや複数で一人に襲いかかるようなマネをひどく嫌う。戦争やセイバーズのような治ち安あん維い持じ活動ならばともかく、剣けん士し同士の戦いとなれば、とにかく正攻法にこだわるのだ。大勢での待ち伏ぶせも彼女たちの本意ではなかっただろう。

　さて、この真ま面じ目めなお嬢じようさん方をケガさせずにどうやって倒したものか──

「全員伏せろっ！」

　唐とう突とつに、クロウが叫んだ。

　クロウは日ひ奈な子このもとへ瞬時に駆けつけて、彼女の頭を押さえて伏せさせる。

　パン、と乾いた音が倉庫内に響き渡った。

　さらにパン、パンと何度も同じ音が響いて、女子生徒たちが驚きの声を上げる。

　そして──

「うあっ!?」

　リマが悲鳴を上げて、後ろによろめいた。手で押さえた肩から血が噴ふき出だしてきている。

　女子生徒たちは動揺し、剣を構えたままきょろきょろと辺りを見回している。

「動くな！　全員、動くな！」

　倉庫の物資の陰から、白いローブをまとった者たちが数人飛び出してきた。

　人数は六人。全員がライフルを構え、銃口をクロウたちと女子生徒たちに向けている。

「太たい陽よう教きよう徒と……？」

　クロウはつぶやいた。

　白いローブをまとった姿を見れば、疑いようがない。クロウには見慣れた姿でもある。

「おとなしくしていれば、命は取らない！　我々の目的はおまえたちではない！」

　そう言いながら、さらに一人の太たい陽よう教きよう徒と──シスター服を着た少女が物陰から出てきた。

　一人だけ拳けん銃じゆうを構えたその太陽教徒は──以前、クロウが見逃した明あか里りだった。

「なんだ、またおまえかよ……」

「それはこっちの台詞せりふだ！　どうしていちいちわたしの前に現れるのよ！」

　難なん癖くせをつけられても困る。ここはクロウの通う学校で、明里のほうがイレギュラーだ。

　しかし、今はそのことに突っ込んでいる場合ではない。

「ネーナ、リマの傷を診みてやれ。応急手当てくらい習ってるだろ」

「は、はい」

　眼鏡めがねのネーナが素直に頷うなずいて、リマのところへ駆け寄る。ネーナに指示したのは、女子生徒の中で一番落ち着いていそうなのが彼女だったからだ。

「まったく、ご禁制の銃まで持ち出して。今回はえらく本気じゃないか、明里」

「わたしはいつだって本気よ」

　明里が構えているのは四十五口径の大型拳銃だ。

　他ほかの太陽教徒たちが構えているライフルは、Ｍ14という大口径の銃弾を使用するバトルライフルだ。頑健な肉体を持つソーディを相手にする場合は、人体を貫通しやすい小口径高速弾よりも、Ｍ14で使われている七・六二ミリ弾のような大口径で、肉体を大きく破壊する強力な弾丸が有効なのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしたちの目的は一つ。太陽の乙女を返してもらう」

「帰りたいか、太陽の乙女？」

「いいえ」

　クロウの問いに、日ひ奈な子こが間を置かずに否定する。

　彼女は好奇心を満たすために飛び出してきたのだから、まだまだ物足りないに違いない。いや、満ち足りたところで太陽教に戻るとは考えにくい。

「申し訳ありませんが、あなたの意志は関係ありません。一緒に来てもらいます」

「え～、嫌なのです」

　銃を向けられている状況でも、日奈子は動じもしない。マイペースもここまでくると、いっそ清すが々すがしい。

「ということだから、帰ってもらえるかな。今なら見逃してやるよ」

「なんなの、その余裕。おまえ、状況がわかってないの!?」

　明あか里りが激げき昂こうする。

　彼女がおっしゃるとおり、状況は芳かんばしくはない。ライフルが六丁に、拳けん銃じゆうが一丁。女子生徒たちは動揺して、あまり役に立ちそうにない。

　かつてソーディたちは大戦でライフル相手に見事に立ち回ったが、警察や狩猟用も含めて銃器所持が全面的に禁止された日本では、若い世代の者たちは銃を見たことすらないのだろう。対処ができないのも無理はない。

「太陽教がおとなしいって聞いてたけど、単に少数精せい鋭えいで救出を企たくらんでただけか。まあ、手法としちゃ普通だな。でもさ、そのライフル、手に入れるのも大変だっただろう。せっかくの武器をこんなところでなくすのもバカバカしくないか？」

「うるさい！　いいから太陽の乙女をこっちによこしなさい！　見逃してやるのはこっちよ！」

「ハァ？」

　クロウは、にやりと笑って日本刀を抜き放った。

　ライフルを構えていた教徒たちが、一瞬びくりとする。いきなりクロウが抜ばつ刀とうするとは思っていなかったのだろう。

「明里……いや、太たい陽よう教きよう徒との皆さんはまだ俺おれがなんなのかわからねえらしいな。最後の一人になるまで斬きられなきゃ、理解できねえのか」

「お、おまえ……」

　明里が構えた拳銃が小さく震えている。彼女もまだ若いが、何度も修しゆ羅ら場ばをくぐっている。クロウの本物の殺気に気づいたのだろう。

「さっさとやっちゃいなさいよ。こっちは、仕方ないからあたしが引き受けてあげる」

「セ、セフィ様！」

　女子生徒たちが、一いつ斉せいに驚きの声を上げた。

　いつの間にかセフィが日ひ奈な子このそばに立ち、星ほし崩くずしを手に戦闘態勢に入っている。

「このおっきな剣、盾にもなってちょうどいいですね」

「そういう用途じゃないわよ……」

　日奈子ののんきな台詞せりふに、セフィが嫌そうな顔をする。

「なにをやったか知らないけど、あの黒いローブの女に襲われたとき、あんたにも借りがあったからね。ここで返しておこうと思っただけよ」

「はぁ、そうですか」

　日奈子は、ぼんやり言って首を傾かしげた。

　確かに、術じゆつ法ほう使いの女に襲われたとき、日奈子の言葉が戦局を変えた。あれを借りだと感じるあたり、セフィは義理堅い。

「つーか、セフィ……様、なんでいんの？」

「そ、それはあんたとメイドの子がどこかに消えたって……って、別になんでもいいでしょ！　たまたま通りがかっただけよ！」

　クロウは、嘘うそをつくのが下へ手たなところがセフィのいいところだと思っている。彼女は強がりが多いけれど、実は常に素直なようにも見えるくらいだ。

「クローをつけてきたんですか？」

「ち、違うわよ。このあたしがこそこそ人をつけ回したりするわけないじゃない」

　日奈子にも見抜かれて、思い切りバレバレの嘘をついている。リマやネーナたちもいるのだし、この状況では素直になれないのはわかるが。

「いいから、その人間たちをさっさとやってしまいなさい！　あんたがやらないなら、あたしがやる！」

「いえいえ、お姫様の手をわずらわせるわけには」

　クロウは笑って断った。実際、飛び道具を相手にするからには流れ弾も気になる。セフィに日奈子を守ってもらえるならありがたい。それと、あとは……。

「じゃ、こっちは俺おれに任せてもらおうかな。気にせずやっちゃっていいよ、クロウ」

「…………」

　これまた、いつの間にか現れていたラーシュが、取り巻きの生徒たちのそばにいた。こちらはクロウをつけていたわけではないだろうに、鼻の利く男である。

「いやいや、ラーシュはちょっとは手伝えよ。なにを後ろに控ひかえようとしてんだ」

「ははっ、ご冗談を。これで、クロウもやりたいようにやれるだろ？」

「…………」

　クロウは、ラーシュの胡う散さん臭くさい笑顔を睨にらみつける。

　鼻が利く上に、妙みように察しのいい男なのだ。だが、彼の言っていることはもっともである。

「まあ、これで周りを気にする理由もなくなったし──こいつらを見逃さずに済むな」

「ちょっと、おまえっ。動かなければ撃たないって……！」

　明あか里りが慌てて言ったのと同時に、クロウは動いていた。

　クロウが踏み出した瞬間を認識できた者は、この場にほとんどいなかっただろう。少なくとも、ライフルを構えた太たい陽よう教きよう徒とたちは一人として反応できなかった。

「っ！」

「…………っ！」

　二人の太陽教徒が言葉にならない悲鳴を漏らして、それぞれ顔面と首筋から血しぶきを噴ふき出だしながら、その場にどさりと倒れた。ライフルを構えたまま、引き金に指をかけることすらできなかった。

「あ、ああっ……」

「うああっ！」

　あっという間に倒された仲間をぼんやりと見ていた教徒たちが我に返り、銃口をクロウに向けた。クロウと教徒たちは、三メートルも離れていない。目をつぶって撃っても当たる距離だ。

「芸がねぇよ」

　クロウは不敵に笑うと、すうっと踏み込んで剣を一いつ閃せんさせた。

　一人の教徒がライフルのトリガーに指をかけたのと同時に、彼の手首を斬きり落とした。それから返す刀で、頸けい動どう脈みやくを断ち切る。

　さらに止まることなく、一人を袈け裟さ懸がけに斬り、一人が発砲する直前に剣の峰みねで銃身を叩たたき、体勢を崩したところでまっすぐに心臓を貫き通した。

　この間、十秒にも満たない。

　クロウは教徒の身体からだから剣を引き抜き、刀とう身しんを一振りして、付着していた血を払った。

「ご丁てい寧ねいに銃口を並べてるんじゃねぇよ。だいたい、なにを全員で前に出てきてんだ。せっかく飛び道具持ってんだから、一人二人は遠くから狙ねらえよ。バカじゃねぇの」

「うっ、くっ……」

　明里が、涙目になりながら、反論もできずにたじろいだ。

　教団にとって虎とらの子であるはずのライフルを与えられている以上、彼らは精せい鋭えいなのだろう。しかし、適切な交戦距離も取れないようでは訓練不足だ。剣けん聖せいとの修行やセイバーズの訓練で、銃器への対処も学んでいるクロウの敵にはなりえない。

「つーかな……あの子を取り戻しに来たんだったら、関係ない女の子を撃ってんじゃねぇよ」

　クロウは鋭するどい目で、明里ともう一人残った太陽教徒を睨にらみつける。

　別に、リマをかばう理由など、クロウは持ち合わせていない。それでも、理不尽に傷ついた者を見過ごすこともできない。

「お、脅おどしのつもりが当たっただけで……いや！　私たちにとってソーディは敵だ！　誰だれだろうと容よう赦しやはしない！」

　明あか里りは、拳けん銃じゆうの銃口をクロウの頭に向けた。

「だいたい、おまえに偉そうに言われる覚えはない！　人間のくせにソーディの味方なんて……この裏切り者の、化け物め！」

「……裏切り者？　化け物？」

　クロウは、つかの間だけきょとんとして、それから小さく笑った。

　裏切り者扱あつかいも、化け物扱いも慣れている。

　人間でありながらソーディの社会で生き、人間でありながらソーディに打ち勝つ力を持っている。

　なるほど、自分は裏切り者なのだろう。化け物なのだろう。

　だが──

「勝手なことを言うなよ」

　クロウは、明里を見つめて首を振った。

　わかっていても、認めがたいものがあるのも事実だった。

「明里、おまえに裏切り者扱いされるのも飽きたな。今さら、誰にどう思われようがかまわねぇけど、好奇心旺おう盛せいな奴やつもいるし、ちょうどいい機会だから教えてやる。俺おれがなんで、“〝こっち側”〟にいるのかを」

　誰も、身動き一つしなかった。

　おそらく、誰もが理解しているに違いない。今、少しでも妙みような動きを見せれば、その瞬間にクロウに斬きり捨てられると。

「俺の親父おやじは、人間に“〝処刑”〟されたんだ」

　クロウは誰にともなく言った。

　感情を込めず、ただ過去にあった事実として、まるで他人事のように。





　クロウの父親は、ソーディを研究する学者だった。

　主にソーディの生物としての習性や、それに基づいて生み出された文化に関する研究を専門としていたらしい。

　クロウもあまり細かいことは知らない。なんといっても、クロウがまだ七歳さいのときに死別しているのだから。

　それでも、父親がことあるごとに中央特別区センターに通っていたことは知っていた。ツテを頼ってソーディたちに会い、話を聞いていたのだ。

　クロウが記憶している父親は、家の書しよ斎さいでいつも本に囲まれ、楽しげに文献を漁あさっていた。あまり息子にはかまわず、物心ついたときには既すでにいなかった母がどうしているのかも教えてくれなかった。隠していたわけではなく、興味がなかったのかもしれない。

「それでも、一応俺おれらは普通に生きてたよ。だけど、平和なんて一日で消えちまった。あの──唐とう突とつに起こった争乱のせいで」

　八年前、クロウたちが住んでいた街は、政府直属の特殊部隊による襲撃を受けたのだ。

　街にある雑居ビルの一室で、反ソーディ組織の幹部たちが会合を行っているという情報があったらしい。剣けん姫きを含めた数名の精せい鋭えいによる襲撃は、簡単に片付くはずだった。

　しかし、そのとき街には現役の軍人や警官を含む反ソーディ組織の者たちが多く集まっていた。人数は二千人とも三千人とも言われている。

　さらに悪いことに、海外から密輸されたばかりの大量の銃器が彼らのアジトに山積みにされていた。わずか数名の襲撃部隊は、思わぬ逆襲を受けることとなったのだ。

　組織は少数の襲撃部隊を包囲して攻撃を加え、政府はすぐさま増援を送り込んだものの、既に事態は収拾不可能なまでに泥沼と化していた。

「騒動が始まって二、三時間経たった頃ころかな。俺と親父おやじが荷物をまとめて逃げ支度をしていたときだった。突然、家のドアが開いて──武装した人間たちが入り込んできた」

　クロウは、そのときの情景をはっきりと記憶している。

　父親はただの学者で、危機に対処する能力などまるで持ち合わせていなかった。入り込んできた武装兵たちは、銃を父に突きつけ、引きずるようにして家の外に連れて行った。

「開きっぱなしだった家のドアの隙すき間まからはっきり見えた。見えちまった。親父の頭に拳けん銃じゆうが突きつけられて──頭を吹き飛ばされた瞬間が」

　わざわざ父を家の外へ連れて行って処刑したのは、ソーディに関かかわっていた者はこうなるという見せしめだった、ということだろう。

　もちろん、その頃のクロウにはそこまでのことはわからなかった。

　ただ、瞬時に判断した。

　父親はもういない。そして、このまま家にいては自分も危険だと。

　クロウは父親が大事にしていたノートを数冊手に取り、用意していたリュックに詰めて、家の窓から飛び出して逃げた。

　銃声が轟とどろく街を走りながら──もう二度と家に戻れないことを、幼いクロウはわかっていた。残酷なまでに理解していた。

「俺はソーディの味方ってわけじゃねぇ。ただな、“〝人間側”〟につく理由もねぇんだよ」

　クロウは八年前の争乱を忘れたことは一度もない。

　父が人間に殺されたからといって、人間すべてを恨むほど単純でもない。

「これだけだったら、単なるどっちつかずの人間になってたかもしれないな。けど、それだけじゃなかったからな……」

　そう、まだそれで終わりではなかったのだ。

　クロウは、出会ってしまった。

　あの──恐ろしくも美しい、剣の舞い手と。

「剣けん聖せいヒョウカ……八年前の争乱を鎮ちん圧あつしたのは、あの女だったっけ」

　明あか里りが、ごくりとつばを呑のみ込こんでから言った。

「そのとおり。さすがに、よく知ってるな。あの争乱の生き残りの人間たちは、ほとんどが今は太陽教にいるんだったな」

　クロウはその話を知っていても、太陽教自体に恨みはない。たとえ、父を撃った犯人を見つけても、任務でなければ斬きろうとは思わないだろう。

「俺おれは、本物の化け物を見た。あの人との出会いが、俺のいろんなものを吹き飛ばしちまったんだよ。いや──バラバラに切り刻まれたって感じかな」

　幼いクロウは、銃声から逃げているつもりだった。しかし、実際は道に迷い、戦闘の中心へと近づいてしまっていたのだ。

「最初、その光景を見たときは地獄だと思った。血まみれの人間の死体がごろごろ転がってて……でも、すぐに魅入られた。あの人の、剣聖ヒョウカの剣を振るう姿に」

　長く青い髪をなびかせ、腕や足が剥むき出だしになった黒いワンピースをまとった女が、一振りの剣を手に、悠々と歩いていた。

　何十人もの武装した兵士たちが、何百発もの弾丸を彼女一人に撃ち込んでいた。

　聴覚が破壊されそうなほどの銃声が響き渡り、地面や周囲の建物に弾だん痕こんを刻んでいく。しかし、弾丸は彼女の髪の毛一筋すら傷つけることはできなかった。まるで、弾丸がすり抜けているかのように。

　彼女は銃撃を気に留めず、流れ作業でもしているかのような、なにげない立ち回りで兵士たちを斬り捨てていた。彼らは悲鳴を上げる間もなく、絶命していった。

　命が次々に散っていくその光景を目にしても、クロウは少しも無む惨ざんだとは思わなかった。むしろ、美しいとすら感じた。

　何人斬っても、何人斬っても、彼女は止まらなかった。



　この世界の人間すべてを斬り尽くしてしまうのでは、と思うほどに。



「心の底から恐ろしいと──思ったよ」

　クロウは今日に至いたるまで、あの日の彼女を上回る剣さばきを見たことがない。

「あれが、本物の化け物だ。人間とかソーディとか、そんな枠なんて超えたところにいたのが、剣聖ヒョウカだ」

「お、おまえは……その剣けん聖せいの弟で子しなんだろう。私は、おまえのことは知ってるんだよ」

　明あか里りがたじろぎつつも、必死に言葉を絞しぼり出すように言った。

「だったら、なんで化け物の弟子になんかなったんだ？　どうして、“〝そっち側”〟に行ったんだよ？」

「剣聖に斬きられないためだよ」

　クロウは即座に答えた。

「生きていたら、いつかあの女に斬られそうな気がしてならなかったんだよ。剣聖は、争乱の鎮ちん圧あつに来ただけで、俺おれみたいなガキなんて相手にもしなかっただろう。だから、ただの過か剰じよう反応だったんだろうけどさ。剣聖に殺されたくないから、剣聖に勝つために、俺は彼女のもとへ行った。たぶん、あのとき俺の中でなにかが壊れてたんだろうさ」

「……イカレてる」

　そんなことは、明里に言われるまでもなくクロウは自覚している。

　あの日の剣聖の姿は、幼い子供の心を壊すには充分すぎたのだ。自分でも、今考えれば、なぜ剣聖に弟子入りなんぞしたのかと思う。むしろ、逃げるべきだったのに。

　結局、剣聖は彼女の前に立ちはだかった反政府組織の者たちを斬り尽くした。まさか、数百人の敵を全員斬ったわけではないだろうが、少なくとも組織の者たちの勢いを止めたのは彼女の剣だった。

「明里、おまえたちはこのまま引き上げろ。今度こそ見逃してやるよ」

　クロウは、無表情で言った。もう、リマを撃たれた怒りも収まっている。

「い、いきなりなにを……こんなところまで来て、手ぶらで帰れるか！」

「おまえは違うよ。俺みたいな、どうかしてしまった奴やつとは違う。明里、おまえは無関係の者を撃ったことに後ろめたさを感じている。人の心を持っている証あかしだよ」

　そう言って、クロウは日ひ奈な子こを指さした。

「あの子を見ろ。あいつはなにも知らない。だからこそ外を見たいと自分の意志でこんなところにいる。あの子を連れ戻すのが、おまえは正しいと言い切れるのか？」

「……た、正しいかどうかなんてっ」

「俺が、誰だれにもおまえたちを追わせない。太陽教は何度でもやり直せるんだろう。『太陽はまた昇る』が、おまえたちの教きよう義ぎだったよな。どっちみち、この状況でおまえたちに勝ち目はない。それと、太陽教の偉い奴らに伝えてもらいたいことがある」

「な、なに……？」

「俺がいる限り、あの子は太陽教には返さない。化け物の弟子に勝てる自信があるなら、いつでも来い」

　クロウは、剣先を明里に向ける。

　太たい陽よう教きよう徒との相手を自分一人で引き受けたのは、リマが撃たれたことへの憤りだけが理由ではない。

　ラーシュやセフィに任せたら、全員を容よう赦しやなく斬ざん殺さつしてしまうだろう。

　クロウも教徒に手加減するつもりはない。だが、この明あか里りというシスター服の少女は、やはりどこか覚悟を決め切れていないところが見られる。

　そういう相手は、できれば殺したくない。

　だから、クロウは明里を睨にらみながら内心で祈いのった。

　どうか、このまま引き下がってくれと。

　クロウはまっすぐに明里の目を見み据すえ、彼女の行動を待った。彼女はぼろぼろと涙を流している。明里はよく泣く女の子だった。

　待ちながら、彼は思った。

　自分はまだまだ、化け物ではない。

　化け物であれば、日ひ奈な子こを守ろうなどとは思わないだろう。

　明里を見逃すなど、もっとありえない。

　化け物ではないし、ソーディでもなければ、あるいは人間でもないかもしれない。

　いったい、自分は何者なのか？

　クロウは既すでに明里から興味を失い、場違いな疑問に囚とらわれていた──





　夕暮れの空の下を、冷たい風が吹いている。

　四月とはいえ、日が傾けばまだ冷え込むことも多い。特に今日は、急激に気温が下がってきているようだった。

　クロウは日奈子を連れて、我が家へと戻っているところだった。

「あの人たち、意外にあっさり引き下がりましたね」

　不意に、日奈子がつぶやいた。

　明里と、もう一人生き残った太たい陽よう教きよう徒とはクロウに言われてすぐに去っていった。騒ぎが起きた様子もなかったので、どうやら誰だれにも見とがめられずに脱出できたらしい。

「あいつらも、バカじゃねぇってことだろ。あの状況で食い下がっても、無む駄だ死じにするだけだし」

「逃げ帰って、無事に済むのでしょうか……」

「そういう心配は偽善だな。はっきり言って、おまえが逃げ出したりしなけりゃ、今日死んだ太陽教徒たちは、今も普通に生きてたんだぞ」

「……本当に、はっきり言ってくれるのですね」

　日奈子は、特にショックを受けた様子はなかった。

　なんとも思ってないわけでもないだろうが、そのくらいのことは彼女も自覚していたのだろう。

「死んだ人たちには悪いことをしたかもしれません。ですが、それでも──わたしは、外へ出てきたことは後悔してません」

「おまえが閉じ込められたまま生きなきゃいけない理由もないしな。俺おれが斬きった連中だって、ライフルなんぞ持ち込んだんだ。命懸がけの仕事だってこともわかってただろうよ」

「……そういえば、初めてクローが人を斬るところを見ました」

「俺が護衛につき続けるなら、これからいくらでも見られる。どうやら、おまえは太陽教にとっちゃ、相当な重要人物みたいだからな」

　クロウも、太たい陽よう教きよう徒とたちを斬ったことは後悔していない。斬らなければやられていたかもしれないのだ。それに、日ひ奈な子こを守ることがクロウの仕事である。どこにも悔やむ必要などない。

　太陽教徒の死体の始末や、リマの病院の手配はラーシュが引き受けてくれた。あれでも、四よん将しよう家の出身だ。雑用のための人手を用意することなど造作もないだろう。

「でもまあ、今日のことはいいとして……ああ、よくないか。あいつら、よくこの学院に侵入できたもんだなあ。内部で手引きした奴やつがいるんじゃないか？」

　先日の襲撃事件の影響で、校内の警備は強化されている。穴などいくらでもあるだろうが、それにしてもずいぶんとあっさり入り込まれてしまったものだ。学院内の人間の身元を、洗ったほうがいいかもしれない。

「まだまだ、終わらないのですね」

「当たり前だろ」

「クローが守ってくれるなら……せめて、わたしはそれを見届けます」

「それもいつまで続くかな。俺なんて、明日にでもくたばるかもしれねぇし。ずっと守るなんて無責任なことは言えないな」

「……そうですか」

　日奈子の顔がわずかに曇った。

　あまり守ってもらいたがっているようには見えないが、少しは頼りにされているということだろうか。期待に応こたえて、彼女を安心させてやるべきなのかもしれない。

　だが、「守ってやる」などと言い切れないのも事実だ。

　残念ながら、クロウは本物の怪物ではない。

　世界のすべてを敵に回して、斬り続けられるようなあの化け物とは違う。

　クロウは、うっすらと暗くなり始めている空を見上げた。

　謎なぞの襲撃者に加えて、やはり太陽教も黙だまって引き下がりはしなかった。

　化け物でもなんでもない身で、クロウは剣を振るう相手には不自由しないようだった。



    

  
    
      ４章　剣にキスを





　学年トーナメントの二日目が始まった。

　驚いたことに、昨日の倉庫での騒動は学院側にはまったくバレなかったようで、トーナメントは予定どおりの進行だった。

　クロウが太たい陽よう教きよう徒とを追わないと約束した上に、リマが人間に負傷させられたことも彼女の名めい誉よのために公表できなかったとはいえ、事件がまったくなかったかのように処理されるとは。

　ラーシュの隠いん蔽ぺい能力、恐るべしだ。敵に回したくない男である。

「……にしても、面倒くさい。本当に待ち時間長いよな」

　クロウは、大きなため息をついた。

　トーナメントが行われる闘技場には、出場者の待機所がいくつかある。クロウと日ひ奈な子こは、待機所の隅にあるソファに座り、ぼんやりとしているところだ。

「クローはのんきなのですね」

「おまえには言われたくないなあ」

「でも、他ほかの人たちはみんなぴりぴりしているのですよ」

　この待機所はフィールドのすぐそばにあり、出番の近い生徒たちが控ひかえている。緊迫した空気になるのも当然だろう。

「三回戦ともなれば、試合もキツいだろうしな。みんな、頭がいっぱいで襲撃事件のことも忘れてるんじゃないか？」

「それもまた、のんきなお話ですね。あれ？　そういえば、セフィやラーシュの姿が見えないのです」

「だから呼び捨てにすんなって。つーか、いつの間にかセフィ様も呼び捨てかよ」

　日奈子は、浮うき世よ離れしすぎている。男のラーシュはまだしも、四よん将しようの娘で剣の才も持ち合わせているセフィを呼び捨てにしていることがバレたら、大騒ぎになりそうだ。とは言っても、日奈子にいくら注意しても無む駄だだろう。

「まったく……ラーシュは普段から、うろちょろしてるからな。俺おれもあいつがどこにいるかなんて、知らねえよ。成績上位者は専用の控え室がもらえるらしいから、セフィ様はそっちにいるんだろ」

　成績がよければ、待遇もよくなる。学校は競争するための組織でもあるのだから、結果を出した者への特別扱あつかいは悪いことではない。

「あ、セフィが出てきました」

　待機所に設置されている大型モニターを見て、日奈子が声を出した。

　モニターには闘技場のフィールドの様子がいくつかに分割されて映し出されている。同時に行われている数組の試合が、すべて観られるというわけだ。

「セフィは勝てそうでしょうか？」

「前回は三位獲とったっていうし、めったなことじゃ負けないんじゃねえの」

　そんなことを話している間に、セフィの木ぼつ剣けんが対戦相手の肩を打ち据えていた。相手は握っていた木剣を取り落とし、震えていたかと思うと──どさりと倒れた。闘志は失わなかったらしいが、身体からだがセフィの一撃に耐たえられなかったらしい。

　セフィが対戦相手をいたわりながらフィールドから去っていく。彼女は同性には優しい。あの優しさが俺おれにもほしい、とクロウは思う。

「クローの出番はまだですか？」

「んー、あと十分ってところかな」

　クロウは答えながら、モニターを眺める。自分で言ったとおり、三回戦ともなれば、なかなかの使い手が揃そろっている。今は未熟でも、二、三年後にはどこまで育っているか。

　ソーディの才能も早熟な場合もあれば、遅咲きの者も珍めずらしくない。この中から、将来の七しち剣けんが現れることもあるだろう。

　ふと思った。学年一位だったミグネという少女も生きていれば、もしかすると──

「あ─────っ！」

　突然、どこからか悲鳴が響いた。女の声だった。

　クロウは間を置かず、ぼけっとしている日ひ奈な子この手を引いて走り出した。

　待機所にいる全員がその悲鳴を聞いただろうが、クロウは誰だれよりも早く動いていた。

　悲鳴が聞こえた方向へと、クロウは日奈子の手を引いて走って行く。

　護衛対象を連れて、わざわざ危険に近づくなど愚ぐ策さくだが、クロウはあえて逃げるより、立ち向かうことを選んだ。

　場合によっては、逃げるよりも脅きよう威いを積極的に排除したほうが危険度が下がることも少なくない。クロウは、今はそういう“〝状況”〟だと直感で判断したのだ。

　闘技場の入り組んだ通路を走ること数分。

　クロウたちがたどり着いたその部屋では、入り口のところに数人の女子生徒が集まって、ざわざわと騒いでいた。

　クロウはすぐに気づいた。部屋の中から赤い液体が流れてきていることに。

　女子生徒たちを押しのけて、部屋の中を覗のぞくとそこには予想どおりのものがあった。

　血まみれで倒れている一人の少女。

　うつぶせになっているが、誰なのかを確認するまでもなかった。

　生死を確認する必要も、まったくない。一目見ただけではっきりわかった。

　学年第二位の剣けん士し、フォーアが死んでいるのだ。





「いきなり、変な奴やつが部屋に飛び込んできて……」

　フォーアの取り巻きの一人が、目に涙を浮かべながら言った。

　クロウは、フォーアが倒れている控ひかえ室から一人の少女を引っ張り出してきて、状況を聞き出しているところだ。今は、なにより情報がほしい。

　彼女は、質問をしているのがクロウだということにも気づいていないようだ。混乱しきっているようで、説明も要領を得ない。

　それでも、彼女の話をまとめると、フォーアは控え室にいたところを、不意打ちをくらって、一撃で斬きり倒されたようだ。

「なんか、黒い……ふわっとした服を着てて。顔はよくわからなかった。フードをかぶってたから……」

「そうか」

　やはり、クロウが先日遭そう遇ぐうした術じゆつ法ほう使いか、もしくはその仲間だろう。

　学年一位のミグネが殺され、三位のセフィが襲撃を受け、今度は二位のフォーアが斬られた。ターゲットが成績上位者である可能性は、ぐっと高くなった。

　もしも、術法使いがフォーアを斬ったついでに、先日やり損そこなった仕事にケリをつけようとしたら──

「ちっ」

　クロウは舌打ちして、また日ひ奈な子この手を引いて走り出す。

　だが、すぐに足を止めて、泣いている少女のところへ引き返した。クロウは少女の肩を掴つかむ。

「野や次じ馬うまが集まってきてる。フォーアも自分のあんな姿を見られたくないだろう。現場の保存なんてどうでもいい。あの子の身体からだをきちんと寝かせて、毛布かなにかかけてやれ」

「は、はい」

　少女が頷うなずいたのを確認してから、クロウはもう一度走り出した。

　日奈子がなにか言いたそうにしていることに気づいたが、クロウは黙だまって走り続けた。フォーアとは数回言葉を交わした程度の関係だ。彼女の死を深く悼いたむ理由もない。

　それでも、クロウはフォーアの尊厳を守ってやりたかった。そんなことは当たり前のことで、理由など必要ないだろう。

　そして、これ以上被害者を出してはならない。そのために、一刻も早く向かわなければならない場所がある。

「…………」

　しかし、日奈子の足はどうしようもなく遅い。ずっと太陽教の施設に幽ゆう閉へいされていて、ろくに運動などしてないだろうから当然だ。とはいえ、まさか彼女を置いていくわけにもいかない。

「クロウ君」

「わっ！」

　いきなり、曲がり角から真っ赤なコートを羽織った女性──マナカが現れた。

　クロウは立ち止まり、上司にまじまじと視線を注ぐ。

「マナカ、どうしてこんなところに？」

「どうもこうも。学院長からトーナメントを観に来ないかって誘われたのよ。部下を二人学院に送り込んでることだしね。礼儀もあるし、七しち剣けんが来れば生徒たちも喜ぶからとか言われたり、まあいろいろと事情が。それよりあんた、なに急いでんの？」

「事情を説明してる暇ひまはない。でも、ちょうどよかった。ちょっと、この子を頼む」

「は？　頼むって、あんた好みのツンデレにでも調教すればいいの？」

「上司にそんなこと頼むか！　いいから、この子の護衛を代わりによろしく。適当に人の多いところにいてくれ。それじゃ！」

　クロウはマナカの返事も待たずに、日ひ奈な子こを押しつける。

　マナカが試合を観に来たのは意外ではあったが、これは幸運と言うしかない。日奈子のボディガードを代わってもらうには、これ以上の適役はいないだろう。

　まだ、ツキはこちらにある──





「行っちゃいました……」

　日奈子は、クロウが素晴らしい俊しゆん足そくで去っていった廊ろう下かを眺めながらつぶやいた。

「めちゃくちゃ速いですね……」

「クロウ君は、人間としちゃ限界ギリギリまで鍛えてるんじゃないかなー。いくら古コ流リユウがあるったって、ソーディと身体能力の差が小さいに越したことはないからね。ひょっとすると、人間の中じゃ地上最強かも」

　さすがにそれは大げさだろう、と日奈子は思ったが口には出さない。他人の身体能力のことなど、彼女にはわからないのだ。

「つーか、上司に自分の仕事を押しつけるのもどうかと思うけどねー。あいつ、本当に遠えん慮りよのない男だわ」

「セフィがそれだけ大事なのですね。仕事でもないのに、あの人はクローに大事にしてもらえるみたいです」

「あいつ、セフィのところへ行ったの。そういやなんか騒がしいけど、いったい、なにがあったわけ？」

　日ひ奈な子こは、フォーアの事件のことをざっと説明する。おそらく、クロウはセフィも狙ねらわれる可能性を考えて彼女のところへ向かったのだろうという推測も。

「……ふーん。また事件が起きちゃったのか。こりゃ、もうさすがに学院内で隠いん蔽ぺいしておけないでしょうね。大おお事ごとになっちゃうなあ。うちも忙しくなりそうだわ。さてさて、こっからどうするべきかなー」

「…………？」

　日奈子は、マナカを見ながら首を傾かしげた。

　どうするもこうするも、セイバーズの仕事は襲撃者を見つけ出して捕まえることではないのだろうか。それとも、警察に任せるとかそういうこともあるのかもしれない。

「ああ、気にしないで。えーと、それより……クロウ君もひどいわねえ。いくらセフィが可愛かわいくても、あんたを置き去りにしていくなんて」

「それこそ、セフィのほうが大事だからでしょう。積み重ねた時間の違いでしょうか」

「さーてね。私も、恋愛のことはよくわからんわ。特にソーディと人間の男女なんてねえ。ソーディと人間でも結婚は可能だし、子供も生まれるけど、恋愛関係になった例すら限りなく少ないしね。あいつらの前ぜん途とは多難だわ」

　マナカは、ほんの少し、クロウたちに同情しているようだ。

　クロウとセフィの間には種族の違いだけでなく、あまりに多くの障害がありすぎると、日奈子でさえ思う。

「ところで、クロウ君、あんたには手を出してないんだ？　せっかくいい服あげたのに」

　マナカが、日奈子の開いた胸元や、あらわな太ももに遠えん慮りよのない視線を向けてくる。

「わたしもセックスというものには、興味津々なのですが」

　日奈子はマナカの視線にも動じず、淡々と言った。

「クローはなにもしてきませんね。下着を漁あさられたり、お風ふ呂ろを覗のぞかれることすらありませんでした」

「なーんだ、つまらない。クロウ君は、やる気があるのかないのかわからない男だからね。あんたに手をつけちゃえば、護衛にも気合いが入るだろうと踏んだのに」

　マナカは、腕組みして考え込み始める。

　日奈子には、ソーディ最強の七しち剣けん、というイメージとマナカの姿が結びつかない。どうも、愚にもつかないいたずらを企たくらむだけのお姉ねえさん、という感じだ。

「まあ、しょうがないか。そっちが失敗なら、ちょうどいいし、こっちを進めようかな」

「どっちなんですか？」

「それは、あとのお・た・の・し・み」

　マナカは意味ありげに言って、ウィンクなどしてきた。

　一瞬、日奈子はきょとんとしてから──

「…………？」

　不意に、圧力に襲われた。

　この場に立っていられないほどの、強烈な圧力に──日ひ奈な子こは、目の前がぐらぐらと揺れるのを感じた。





　セフィの控ひかえ室の場所は、念のために前もって調べてあった。

　トーナメントの間は、セフィのそばには取り巻きの子たちがいるだろうから、特に心配はないと、クロウは考えていた。ほぼ同じ状況のフォーアが殺されたからには、それは甘かったとしか言いようがない。

　クロウは全力で走り抜け、セフィの控え室の前に着いた。ためらうことなく、ドアを勢いよく開く。

「セフィ！」

「……えっ？」

　ドアの向こうには、素晴らしい光景が待っていた。

　上半身に水色のブラジャーだけを着けたセフィが、制服のスカートをめくってあらわになった太ももをタオルで拭ふいているところだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　上気した肌に、うっすらと汗が浮かんでいる。二つのふくらみの谷間や、きゅっとくびれた腰こし、弾力のありそうな太ももから、ただならない色気が漂ただよっている。

　いや、そんなことで興奮している場合ではない。

「よかった、セフィ」

「なっ、ちょっと……！」

　クロウは、セフィの身体からだをぎゅっと抱きしめる。彼女の肌は柔らかくてすべすべで、ほのかなあたたかさが伝わってくる。

「無事でよかった。本当、一時はどうなることかと思った……」

「あ、あんた、なにをして……どうなることって、どうにかなってるんだけど!?」

「大丈夫、これでいいんだ」

「よくないわ！」

　セフィは我に返ったように、クロウの身体をぐっと押しのける。こういうときは、クロウの力ではソーディにはかなわない。

「な、なんなのよ、いきなり。このバカぁ」

　セフィはいそいそと制服の上を着て、さっさっと髪を整えた。顔は真っ赤で、涙目になっている。

「そうか、まず説明しないとな」

　クロウは、フォーアの事件を手短に話した。もしかすると、セフィのところにもまた襲撃者が来るかもと、駆けつけてきたことも。

「……フォーアが死んだ？　まさか、校内でそんなことが」

「残念だけど、事実だ。セフィ、おまえ一人なのか。取り巻きの連中はどうした？」

「試合前は一人で集中したいから、友達には外してもらってるのよ。この辺の部屋にもいっぱい人がいるし、襲いかかってくるバカもいないと思ってたんだけど……」

「俺おれもそう思ってたよ。向こうはどんな状況だろうと気にしないみたいだな。とにかく、行こう。セフィ、星ほし崩くずしは持ってきてるか？」

「ええ、念のためにね。行くってどこへ？」

　セフィは部屋の隅に立てかけてあった星崩を手にしながら、問いかけてきた。

「ちょうど、マナカがここに来てる。なんかしゃくだけど、あいつのそばほど安全なところもないからな」

「それはそうね」

　あんな性格でも、マナカはまぎれもない七しち剣けんの一人だ。術じゆつ法ほう使いの一人や二人、ものともしないだろう。

　クロウはセフィとともに控ひかえ室を出て、早足で通路を歩いて行く。周りを警戒しながら、携帯電話を取り出して、マナカの番号をコールする。

「……ん？　出ないな？」

　ずぼらなマナカのことだから、携帯をどこかに置き忘れている可能性もある。ひとまず、さっきマナカと別れたところへ向かうしかなさそうだ。

「ねえ、ロウ」

「どうした？」

　携帯をポケットにしまいながら、クロウは答えた。

「こんなときになんだけど……この前のこと、忘れて」

「なんだ、それ？」

　セフィの顔を見ると、彼女は目を逸そらして頬ほおを赤く染めている。冗談のような大剣を持っている少女が恥ずかしそうにしている姿というのは、なかなかシュールだ。

「だから、その……あ、あたしがあんたを襲っちゃった件よ。それくらい察して」

「あー。ほら、最近いろいろあったし」

「そ、それもそうね。でも、とにかく忘れて。あれはきっと気の迷いなんだから。ほら、久しぶりにロウの剣を見てちょこっと興奮しちゃっただけだから。恋とかどうとか、そういうことじゃないから」

　セフィはさらに顔を赤くしながら、早口でまくしたててくる。

「しっかりすっかり忘れるように。あ、あたしも……あんたにその……アレされたことは、犬に噛かまれたと思って忘れてあげる！」

「犬って、おい」

　もちろん、アレというのはキスのことだろう。

「忘れろと言われてもなー。あんな衝撃体験は簡単には忘れられねぇよ」

　とてもまともとは言えない人生を生きている彼だが、それでも十五歳さいの少年である。セフィのような美少女とキスして、それをなかったことのように振る舞うなど無理だ。

「衝撃体験だったんだ……。あ、あの子とは……キスしてないの？」

「あの子？　ああ、あいつか。いや、まさか。指一本触れてねぇよ」

　これは、神に誓って言える。一つ屋根の下にいるが、クロウは日ひ奈な子こに対しては視覚的なお楽しみさえ遠えん慮りよしている。

「そ、そうなの。あの子になにもしてないのは、けっこうなことだわ。これ以上被害者が増えたら可哀かわい想そうだしね」

「セフィが俺おれのセクハラを一手に引き受けてくれるのか……」

「そんなこと言ってない！　あんた本当に──」

　セフィが、きゅっと表情を引き締めた。

　ほぼ同時に、クロウの顔からも笑みが消え、目を細めて前方を睨にらみつけた。

「……一人だな。他ほかに誰だれの気配もない」

「ロウ……」

　クロウは、前に出ようとするセフィを手で制する。

　彼らからほんの十メートルほど先にある曲がり角。そちらから、こつこつと足音が聞こえてくる。

「お出ましか」

　靴音を響かせて、曲がり角から現れたのは──見覚えのある黒いローブをまとった怪しげな姿だった。前と同じくフードを目深にかぶっていて、顔は見えない。

　ローブの術じゆつ法ほう使いは、無言で剣を抜いた。長い刀とう身しんが、淡く白い輝きに包まれる。

　クロウも日本刀を抜いて、いつものように中段に構えた。

「ロウ、今日はあたしも……」

「下がっててくれ。こんな狭い通路じゃ、二人だとかえって戦いにくい。それに、ソーディの戦いは基本的に一いつ騎き打うちだろ？」

「う……」

　セフィはかすかにうめいてから、後ろに数歩下がってくれた。巻き込まないためにも、離れていてくれたほうがクロウにはありがたい。

　突とつ如じよ、術法使いが動いた。バネ仕掛けのように跳んで、十メートルの距離を瞬時に詰め、剣を振るう。

「…………っ！」

　クロウは、動じることなく術法使いの剣を受け流し、さらに返す刀で相手の肩を斬きり裂いた。ざくりと肉を斬り裂く手て応ごたえが伝わってくる。

「なっ……!?」

　あっさり初太た刀ちを弾はじかれた上に、浅いとはいえいきなり一撃を入れられ、術法使いがあからさまに動揺を見せる。

　しかし、術法使いが驚いたのはまばたきするほどの間。彼女は、すぐに体勢を立て直して、舞うようにくるりと身体からだを回転させながら──

　一瞬で、六回の斬ざん撃げきが同時に奔はしる。光こう刃じんの白い光が幾筋もの流星のようにきらめいた。

「おおおっ！」

　まともにくらえばバラバラの肉塊と化すほどの連続攻撃を、クロウはすべて剣で弾いた。刀身と刀身がぶつかった複数の音が、一回に聞こえたほどの早はや業わざだった。

「ぐっ……！」

　術法使いが、くぐもった悲鳴を漏らして、後ろによろめく。その左脇わき腹ばらから、血がこぼれ出している。

　クロウは六回の攻撃を弾き、間を置かずに七回目の剣を放ち、術法使いの脇腹を刺していたのだ。

「ちっ、また浅いな。まあ、そう簡単にはいかねえか」

　腹を刺したとはいえ、間違いなく内臓には届いていない。ソーディならば、充分に戦闘続行が可能なはずだ。

「…………っ」

　術じゆつ法ほう使いの顔は相変わらず見えないままだが、彼女の焦りが伝わってくる。おそらく、さっきの六連撃は彼女にとって必殺の攻撃だったのだろう。それをあっさりさばかれた挙あげ句くに、反撃をくらっていてはどうしようもない。

「驚くことはねえよ。俺おれの古コ流リユウは、簡単に言えば『敵の攻撃を読み、敵に攻撃を読ませない』っていうのが、唯一の術理だ。おまえと戦うのは二度目。もう充分におまえの太た刀ち筋すじは読めてる。もちろん、こっちの太刀筋は百回戦ったって読ませない。この前の戦いで俺を仕し留とめられなかった時点で、二度と俺の前に姿を見せるべきじゃなかったな」

　クロウは、にやりと笑う。

　ソーディも力任せでなく、敵の動きを読みながら戦っている。しかし、クロウはそれを逆手に取り、読めない動き──言ってみれば、ごく基本的なセオリーから外れた変幻自在の太刀筋を走らせている。

　ソーディから見れば、クロウの剣は構えや動きから予想される軌き道どうとズレたところを走り、想定とは異なる速度で振るわれる。太刀筋もタイミングも狂わされれば、ソーディの身体能力をもってしてもクロウの剣に対応できない。

　変幻自在の奇妙な太刀筋──それがクロウの剣の正体である。

　術法使いに言ったことに、多少のハッタリは含ませている。クロウの太刀筋も、無限のパターンを持っているわけではない。百回も戦えば、さすがに筋を読まれるだろう。そうなれば、ソーディの身体能力の前では、クロウの剣も他ほかの人間の剣と変わりはない。

　だが、百回も同じ相手と戦うことはまずありえない。真剣勝負となれば、なおさらだ。

「おまえの負けだよ、術法使い」

　まだ、クロウが勝ったわけではない。

　しかし、優勢な状況でのその言葉は相手を縛る鎖くさりとなる。それは、クロウが我が身をもって知っていることだ。

　そして、クロウは思い出す。

　その言葉に縛られ続けた、今は遠くなってしまった日々を。





「そなたの負けだ、クロウ」

　剣けん聖せいヒョウカは、無様に剣を取り落とした弟で子しに愉ゆ快かいそうに言った。

　クロウは手を押さえ、数メートルも離れたところに飛ばされた日本刀を見て、唇を噛かんだ。負けたのはわかっているが、そう言われるとトドメをさされた気分になる。

　ヒョウカの弟で子しになり、山に籠こもってもうすぐ七年が過ぎようとしている。

　山は、ただ修行するための場だった。剣けん聖せいとともに暮らす山小屋以外は、人工物もない。ほぼ毎日、小屋のそばを流れる小川のそばで、真剣で立ち会う。それだけを繰り返す日々だった。

　クロウは十四歳さいになり、修行を始めた頃ころは重くてまともに持ち上げることもできなかった日本刀も、自分の腕の一部のように振り回せるようになっていた。

　ただ、振り回すだけではもちろん話にならない。

「まだまだだな、クロウ。シルフィの妹に勝って、いい気になっているようだが、私の弟子があんなひよっこに勝つのは当たり前だ。愚おろか者ものめ」

　ヒョウカは尊大な口調で言った。そして、どこか時代がかってもいる。彼女はいつもこんな調子である。クロウは、時代劇の影響でも受けているのではと、睨にらんでいるが。

　剣聖ヒョウカは、まだ二十代の若い女性だ。まるで遊女のような派手な桜色の着物の前をはだけ、張りのある二つの大きなふくらみを半ばさらしている。

　青い髪を背中まで伸ばし、その整った容よう貌ぼうはどことなく猫を思わせる。時には人懐っこく、時には獲物を見つけた肉食獣のように鋭するどく、くるくると表情が変わる。

　彼女の姿から受ける印象は、人それぞれだろう。だが、誰だれもが彼女を一目見れば忘れられなくなるに違いない。それほどまでに、鮮烈な印象を与えてくる女性なのだ。

「師匠なんて役割もだいぶ退屈になってきた。いつまで続けさせる気だ、クロウ？」

　ヒョウカは、クロウと同じタイプの日本刀を肩に担かつぎながら言った。彼女は、ソーディにしては珍めずらしく日本刀を使っている。ただし、それは彼女の真の愛剣ではなく、消耗品として使っているだけだ。

「……そうは言っても。簡単に、あんたの打ち込みをさばければ苦労はしないよ」

　古コ流リユウは自分の動きを読ませないのと同時に、敵の動きを完かん璧ぺきに読み切る。その読みは動体視力や身体能力に頼らず、経験とカンによるものだ。当然、簡単にそんなことができるはずもない。

「それができる可能性を持っているのが、“〝古流”〟だろう？　クロウはまだまだだが、そなたの父の研究は素晴らしいものだ。息子のそなたが、こんな中途半端な形でしかマスターできないのでは、申し訳ないだろう」

「ぐっ……」

　クロウはまったく反論できなかった。

　父親がノートに残した“〝古流”〟の技術は、あくまで過去の武芸者たちの記録をまとめて体系化したものだ。理論だけで、実際に体得するとなると容易ではない。少なくとも、父親には理屈がわかっていても技術を身に着けることはできなかっただろうし、クロウも一人では無理だっただろう。

　剣を知り尽くした剣けん聖せいヒョウカが、弟で子しに取った少年とともに古コ流リユウの技術書を手に入れ、手ほどきをしてくれたからこそ、クロウも未熟とはいえ古流を身に着けられたのだ。

「とはいえ、それなりに頑張ったな。褒ほめてやろう。あと、ついでにこれをやる」

　さらりと言って、ヒョウカはひょいっとなにかをクロウに投げつけた。

　クロウはそれを受け取って、思わず目を見張った。

「まさかこれ、剣聖の……継承印コード？」

　白い腕うで輪わに、剣聖の印が刻まれている。後こう継けい者しやの資質を認められた者だけが身に着けることができる代物だ。

　それを人間であるクロウに与えるとは──

「ちょ、ちょっと待ってくれ師匠。いくらなんでも、これを俺おれにっていうのは」

「そなたを弟子に選んだのは私。そなたのほうを後継者にするかどうか、それを選ぶのも私。すべては私の自由。知っているはずだ、私のクロウ」

「師匠……」

　ヒョウカは、無む造ぞう作さに日本刀を地面に突き刺した。

　それから、つかつかとクロウに近づき、彼の肩にぽんと手を置いた。

「今日のそなたは悪くはなかった。私の剣を二百六十五回ほどさばいたのだからな。欲を言えば、三百は超えてほしかったが」

「……そいつは、明日の俺に期待してくれ」

「よかろ」

　ヒョウカはにこっと笑って、クロウをそっと抱きしめた。

　出会ったばかりの頃ころは、ヒョウカのほうがずっと背が高かった。しかし、七年が経たって、クロウが師を三センチばかり上回っている。

　師であり、父亡きあとの育ての親でもある美しい人の甘い香りに包まれながら──

　クロウは、彼女との日々が終わりに近づいていることを確信していた。





　余計なことまで思い出してしまっていたのは、刹せつ那なにも満たない間。

　その間にも、クロウの身体からだは意志を超えて動いていた。

「炎よ、舞え！」

　呪じゆ文もんのような言葉とともに放たれる、炎のヘビ。

　そんなものは、もはやクロウにとって問題ではなかった。

　炎のヘビは、確かに強力だ。直撃すれば、おそらく命はあるまい。

　だが、今なら対応できる。先の戦いでは術じゆつ法ほうという未知の技に動揺してしまったが──心構えができていれば、さほど攻略が難しい技ではない。

　発動までのタメが充分にある上に、炎が飛んでくるスピードは術じゆつ法ほう使いの剣よりも遅い。かわすことは──難しくないのだ。

「おおおおおおっ！」

　気合いとともに、炎をかわして踏み込んだクロウの剣が術法使いの顔面を横に薙なぐようにして放たれる。

「くっ……！」

　術法使いはかろうじて後ろに下がって、剣をかわした──が、剣先がわずかにフードにかすり、深くかぶっていたそれが、ばさりと後ろに脱げてしまう。

　フードの下の顔が、あらわになる。

　眼鏡めがねをかけた、おとなしそうな顔つき。フードの襟えり元もとにたくしこまれていた、お下げの髪。

　それは──

「ネーナ!?」

　驚きの声を上げたのは、セフィだった。

　彼女が驚くのも無理はない。いつもセフィのそばにいた取り巻きの一人。おとなしそうに見えて、意外と言いたいことを言うタイプの、ちょっと変わった女の子。術法使いの正体が彼女だとは、セフィは夢にも思っていなかったことだろう。

　一方で、クロウは冷静さを失わなかった。犯人が学院内の者、というのも当然ながら想定していたからだ。実はお人ひと好よしなセフィとは違う。

「ネ、ネーナ。どうしてあなたが！」

「ごめんなさい、なんて謝るのも変な話ですね。ええ、あなたを殺そうとしたのはわたくし。それが、わたくしの任務だから」

「ちょ、ちょっと待って。なにをいきなり！　任務って……任務ってなによ！」

　セフィの詰きつ問もんに、ネーナはきゅっと唇を結んで答えなかった。

　その代わりに、彼女は悠々とした動作で眼鏡を外した。レンズの下に隠されていたその瞳ひとみは──

「あ、赤い瞳……？」

　セフィが大きく目を見開いている。

　今度は、クロウもやや驚いていた。ソーディたちの瞳の色は多彩だが、赤く輝く瞳など見たことがない。

「ネーナ、まさかあなたは……」

「ご存じでしたか、セフィ様の家にはまだ伝わっていたのですね。それはよかったです。もしも知らないなんて言われたらどうしようかと思いました」

　ネーナは、どこか暗い笑みを浮かべる。

「わたくしたちを地獄に突き落とした者の末まつ裔えいが知らないなんて言ったら……八つ裂きにしても足りないところでした」

「ネーナ……」

「わたくしは任務のために学院に潜り込んでいました。ですが、あなたのことも決して嫌いではなかったのですよ。セフィ様、あなたは好意に値するお方です。四よん将しようの娘でさえなければ……」

　ネーナは、ローブを脱ぎ捨てた。その下には、身体からだにぴったりとフィットした、黒いラバースーツを着ている。

「騒ぎも大きくなりましたし、そろそろ潮しお時どきだとは思っていましたが、結局バレてしまいましたね。セフィ様を仕し留とめ損そこなったのは残念です」

　べらべらと、ネーナは訊きかれもしないことまで話している。

　クロウは訝いぶかしみつつも、ネーナに問いかける。

「やはり狙ねらいはセフィだったんだな。じゃあ、フォーアやミグネを殺したのはおまえじゃないのか？」

「もちろん、わたくしです。あれはついでです」

　間髪入れずに、ネーナは言った。

「ミグネさんとフォーアさんは、夜な夜な外層人類区ダウンタウンに出かけては、仲良く辻つじ斬ぎりをしていたんですよ。たまたま、二人が夜中に出て行くところを見かけて、知ったのですが。事件のことは、セイバーズのあなたのほうがよく知っていますね？」

「あれの犯人がフォーアたちだって……？　なんでまた、そんなことを」

「実戦で鍛えてみたかった、とかじゃないですか？　彼女たちが斬ってたのはマフィアまがいのあくどいことをやっていたチンピラばかりでしたから、正義の味方を気取っていたのかもしれません」

「だからといって、斬り殺していいわけじゃねえ」

　確かに、辻斬りの被害者たちはお世辞にも素性のいい人間たちではなかった。辻斬りに遭わなければ、警察に捕まっていたであろう連中ばかりだった。

「でしょうね。ですが、辻斬りの被害者のことはどうでもいいのです。わたくしには、剣をくだらないことに使っているあの人たちが許せなかったんですよ」

「……それがあの二人を斬った理由なのか」

　フォーアたちがやったことは褒ほめられることではないし、そもそも犯罪だ。だからといって、ネーナがやったことも本質的には同じだ。なにも変わらない。

「いや、待て。おまえの目的はセフィなんだろ？　ついでで、殺人事件なんぞ起こしてどうする？　動きにくくなるだけじゃないか。余計なマネをして、本来のターゲットが狙いにくくなったら本ほん末まつ転てん倒とうだろ？」

「だからいいんじゃないですか」

　ネーナは、口元を歪ゆがめ、嬉うれしそうに言った。

「わたくしたちは、理屈だけで動いていません。セフィ様を狙ねらいにくくなったなら、困難を乗り越えて達成するのが楽しいじゃないですか」

「おまえ……」

　クロウは唖あ然ぜんとして、ネーナの顔を見つめる。

「といっても、今回は失敗してしまっているので、偉そうなことは言えませんね。残念ですが、クロウさんの言うとおり。わたくしではあなたにはかなわないでしょう」

　ゴゴゴゴゴ、とネーナの剣の刀とう身しんの周りで奇妙な音が響き始めている。

　クロウは、はっとしてセフィのもとへ駆けつけ、彼女の身体からだをかばうようにして抱いた。

「いい判断です」

　ネーナの剣に炎のヘビが巻きつき──突とつ如じよ、爆発するようにしてヘビが飛び散った。

　クロウの視界が真っ赤に染まり、吹き荒れる炎の熱にちりちりと身が焼かれる。

　思わず閉じた目を、それでもすぐに開いたそのときに。

「……ちっ、どうなってやがる」

　クロウは舌打ちした。

　ついさっきまでネーナが立っていた場所に、ごうごうと炎が燃え盛っている。狭い通路を炎が完全に塞ふさいでいて、ネーナの姿も見えない。

「また逃げられてるじゃねえか。やっべぇな……マナカに殺されないか？」

　クロウは辺りを見回す。消火器は見当たらないし、スプリンクラーが作動する様子もない。おまけに、炎は激しく燃えていて消える気配がない。

「しゃーねぇ。あっちから回り込もう。セフィ、おまえも一緒に来てくれ。こうなると、誰だれが信用できるかわからねえ」

　ネーナの言葉から察して、彼女がどこかの組織に所属しているのは間違いない。その組織から学院に入り込んでいる者が一人だけとは限らないのだ。うかつにセフィの身を預けて、そいつが裏切り者でした──では笑えない。

「まったく、なんなんだ、あいつは。そもそも、術じゆつ法ほうを使える理由も未いまだにさっぱりだ」

「あ、それは……もしかしたら」

「うん？」

　セフィはちらりと炎を見て、考え込むように目を伏ふせた。

　少し間を置いてから、セフィは口を開いた。

「あの赤い目……。ネーナはたぶん……ブレイズだと思う」





　ネーナは闘技場内を、わざと遠回りするように走っていた。

　もちろん追っ手をまくためであり、多少の遠回りをしても、人間であるクロウとの間には絶対的な身体能力の差があるのだから、まず追いつけないはずだ。

　悔しいが、認めるしかない。あの少年には剣だけでなく、術じゆつ法ほうを使ってもかなわない。

　任務は失敗に終わった。たとえ中途半端なところで正体がバレても、任務だけは達成できると考えていたが、甘かったようだ。

「でも、ここで逃げ切れば完全な失敗ではありません」

　ネーナは独り言をつぶやいた。

　闘技場内の通路は、ずいぶんと騒がしい。ネーナのように走り回っている者もたくさんいる。

　どうやら、フォーアが殺されたため、闘技場内からの避難命令が出たようだ。

　たった一人殺されただけで、ソーディたちが慌てて逃げ出すというのもみっともない話だ。七十年前に人類をいいように翻ほん弄ろうした異世界人たちは、どこへ行ってしまったのか。

　ネーナは、目当ての階段を見つけた。ここを上った先に、ちょっとした用があるのだ。

　上りきると、そこは階段状になった観客席の下部の辺りだった。

　生徒や学院関係者たちがここで試合を観ていたはずだが、今はもう誰だれもいない。全員、避難を済ませたようだ。

「ネーナ、ケガしたの？」

「……お姉様！」

　なんの気配もさせず、ネーナのすぐそばに黒い人影が姿を現していた。

　さっきまでネーナが着ていたのと同じローブをまとい、手には嘘うそのように長い剣を鞘さやごと握っている。

「お待たせしました、お姉ねえ様。ケガはなんでもありません。ですが、その……」

「セフィは斬きれなかったのね。できなかったことは仕方ないわ。とりあえず、引き上げましょう。こっちの仕事は終わったし」

　そう言って、ローブの女は近くの座席を指さした。そこには、一人の少女が横たわっている。豊かな胸が上下しているところを見ると、気絶しているだけのようだ。

「この仕事は、私らにはどうでもいいことだけど。あいつらに貸しをつくっておくのも悪くないしね」

「はい、お姉様。では、その娘はわたくしが担かついでいきます。念のためにお姉様とは別行動のほうが──」

　そこまで言って、ネーナの言葉は凍りついた。

　ネーナの正面に立っているローブの女の──さらに向こう。階段状の座席の上部から、なにかが飛んでくる。

　それは、確かな殺意を持って、一振りの剣をひらめかせ──

「お姉ねえ様っ！」

　かばおうとしたネーナの動きは間に合わなかった。

　飛んできた何者かが振り下ろした剣は、ローブの女の背中を一刀で断ち割っていた──

「おっ、お姉様、お姉様ぁっ……！」

「っと、あれれ。手て応ごたえなしか」

　慌てふためくネーナとは対照的に落ち着いた声で、その男は言った。いや、ネーナにはその男に見覚えがあった。

「ローブ一枚斬きっただけか。でもまあ、充分かな。ローブの切れ目から、どこかで見たような制服がのぞいてるねえ」

「あ、あなたは……」

　そうだ、ラーシュという名前だった、とネーナは思い出す。

　あの人間の少年とともに転入してきたソーディの男。四よん将しようの一人の息子だという。

　四将家の者とはいえ、標的ではないので、あまり気に留めていなかったが……。

「クロウとそこの子の戦闘をこっそり見物してたんだけどね。いきなり逃げ出したもんだから、どこに逃げ込むのか尾つけてやろうかと思って。いやはや、まさかこんなところで、こんな大物と落ち合うなんてね。さすがの俺おれもびっくりだよ」

「相変わらず抜け目のないことね、ラーシュ」

　ローブの女が振り返り、背中に斜めの切れ目が入ってしまったローブを脱ぎ捨てる。

　肩までの青い髪、黒いスーツに、タイトなミニスカートがいつものことながら、よく似合っている。それは、まぎれもなくセイバーズの制服だ。

「あなたはちょっと抜けてるね。それとも、あまり警戒もしていなかったのかな？　どっちなのかな、局長？」

「さて、どっちかしらね」

　マナカ──セイバーズの局長でもある人が、いかにも意味ありげに笑った。

「しっかし、ラーシュは恐ろしいわね。いきなり背中に斬りつけてくるなんて、さすが魔性の剣だとか言われるだけのことはあるわ」

「いやいや、魔性とか言いすぎでしょ。後ろから斬るくらい、ちょっとお行儀の悪いソーディならやるよ」

　魔性──その話は、ネーナも聞いたことがあった。

　男でありながら、女と変わらない身体能力と剣の技量を持つソーディは、剣に魔性が宿るという。具体的には、ソーディが一いつ騎き打うちにおいて禁じ手とする背後からの斬ざん撃げき、丸まる腰ごしの相手の殺害、時には飛び道具さえ使うという。そして、なにより──

「血に酔い、敵を苦しめ、無む惨ざんに殺すことをなによりの喜びとする……本当に、その人がそうなんですか、お姉ねえ様」

「私は、強いソーディの男の剣に魔性が宿る──なんてヨタ話は信じてないわよ」

　マナカはそう言って、肩をすくめた。

「だけど、その男には──ラーシュの剣には魔性が宿ってると思ってるわ」

「おやおや、同じようなことを誰だれかさんにも言われたなあ」

　マナカの挑発的な台詞せりふにも、ラーシュは余裕たっぷりの顔で応じた。

　彼が肯定も否定もしないところが、ネーナにも恐ろしく見えてきてしまう。

「まあ、俺おれのことなんて今はいいさ。それより局長、あなたのことだよ。いったい、どういうことなのかな？」

「話をすり替えるならもっと上う手まくやんなさいよ。でも、確かにそうね。あんたの魔性がどうこうなんて、どうでもいいことだわ」

　マナカは、手に持っていた剣の柄つかを握った。

「見てのとおり、そしてお察しのとおりよ、ラーシュ。学院生徒の襲撃事件の実行犯はそこにいるネーナ。そんでもって、黒幕はこの私ってことよ」

「そいつは妙みようだね」

　間髪入れずに、ラーシュが口を挟んだ。

「あなたは七しち剣けんの一人、剣けん将しようマナカだ。ソーディの象徴でもあるあなたが関かかわってるにしちゃ、事件の規模が小さすぎる。いくら四よん将しようの娘とはいえ、セフィを殺す程度のことで、あなたが直々に出で張ばってくるなんておかしくないかな？」

「うちの組織は人手不足でね。ちょっとしたことも、みんなで分担してやらなきゃいけないのよ。七剣なんていう、面倒だけど便利でもある立場になっちゃったせいで、やることも多いのよね。今から、ちょいとばかり雑用をしなきゃいけないし」

　マナカは苦笑しながら言うと、持っていた剣をベルトに繋つないでから、刃をすらりと抜き放った。初めて見る者は、鞘さやの長さからすると刀とう身しんが意外に短く感じるだろう。

　だが、ネーナもラーシュも驚かない。

「ラーシュ、こんなところにノコノコやって来て。私を見られたからには、斬きらなきゃいけなくなったじゃないの！」

「…………っと！」

　ほとんど瞬間移動のような速度で間合いを詰め、放たれたマナカの一撃をラーシュが抜ばつ刀とうして受け止める。

　二人の剣がぶつかり、空気が震えるような衝撃が周囲に拡ひろがる。

　そして、衝撃が拡散して消える前に、マナカとラーシュは互いに後ろに下がり、距離を取っていた。

「いい反応ね、ラーシュ」

「そちらもさすがだよ。やっぱ、最初の不意打ちで仕し留とめておけば楽だったなあ」

　マナカの剣は白い輝きに包まれ──瞳ひとみが赤く光っている。

　そして、ラーシュの剣からは黒い煙のようなものが立ちのぼっている。

「赤だの白だの、なんか派手だねえ、局長」

「あんたこそ、“〝獣じゆう斬ざん”〟だっけ？　久しぶりに見たけど、やっぱ不吉ねえ」

　ラーシュの愛剣は、獣斬というらしい。妙みように長く、セフィの星ほし崩くずしほどではないものの、分厚く、重たそうだ。切れ味よりも頑丈さに重きを置いたタイプのようだ。

「俺おれのは、ちょいと光こう刃じんの色が他ほかのソーディと違うだけだよ。不吉とか魔性とか、そんなの別に関係ないない」

　ラーシュは、あくまで軽く言い切った。

　ネーナには獣斬の刃の色が、まさにラーシュの魔性の象徴にしか見えないが、彼は深く考えていないようだ。

　しかし、魔性はともかく、確かにラーシュのパワーもスピードも女性に劣おとるものではない。でなければ、あの頑丈そうな剣でもマナカの斬ざん撃げきは受け止めきれないはずだ。

「にしても、赤い瞳かあ。やっぱり、局長もブレイズなんだな」

　ラーシュは、まっすぐにマナカの赤い瞳を見み据すえている。

　今さら隠すつもりもないマナカも、そのままラーシュの目を見つめ返す。

「あんたは、ブレイズのことを知っていたわけね。そりゃよかった」

「思い出したってほうが正確かな。術じゆつ法ほうのことを聞いたときに引っかかってはいたんだけどさ。ブレイズは──歴史に忘れられた、哀あわれな反逆者集団でしょ？」

「貴様っ！」

　ネーナは思わず激げき昂こうし、剣の柄つかに手をかけ──

「手を出さないで、ネーナ！」

「……は、はい」

　マナカの言葉に、ネーナは落ち着きを取り戻す。そうだ、この程度の挑発に動じていては、ブレイズの戦士の恥だ。

「ラーシュの言うことも間違いではないわね。私たちの存在は、既すでに忘れられている。この赤い瞳のことも──」

「俺もブレイズを詳しく知ってるわけじゃないけどさ。その赤い目が自由に色を変えられるとは驚きだな」

「色を変えられるのは、私たちみたいな若い世代だけ。大戦の生き残りや、私の親の世代はずっと赤いままよ」

　マナカの瞳は普段はグリーンに近い色で、ネーナの瞳は茶色だ。自分の意志で瞳の色を赤く変えることができるのだが、赤のほうが本来の色なのである。

「こんなことができるからって、自慢にもならないわ。私たちが、コソコソ隠れなければならないことを遺伝子にも笑われてる気がしてくるくらいよ」

　ネーナは、ぐっと拳こぶしを握りしめる。

　そう、我らブレイズは潜まなければならない者たち──

　ネーナは剣の学院に偽りの経歴で入り込み、友人たちにもつくられた過去を語り、家族のことすら嘘うそをつかなければならなかった。

　ブレイズとは──ソーディの中でも、特に戦闘に長たけた種族である。

　剣だけにこだわらず、術じゆつ法ほうにも精通し、大戦時には術法を用いて敵軍の野戦砲や、戦車すら破壊したという。

　常にソーディ軍の先頭に立って戦い続けたブレイズたちの赤い瞳ひとみは、人間の兵士たちにとって恐怖の象徴だったらしい。

　だが、終戦を迎え、ソーディの指導者たちが日本の支配体制を固めていく段階で──ブレイズたちは粛清を受けることになった。

　ブレイズたちは、強すぎたのだ。戦争が終わり、新しい平和な社会を築きずこうとしていたソーディたちにとっては危険な因いん子しとみなされ、四よん将しようたちから宣告を受けた。

　ブレイズたちは戦いを求めるあまり、ソーディが手に入れた平和を破壊しようと企たくらんでいる反逆者たちであると。

　それは、根拠のない言いがかりでしかなかったが、絶対的に人数で劣おとっていたブレイズたちの声は、あっさりと黙殺されてしまった。

　ソーディアにいた頃ころのブレイズは、どこの国にも所属しない傭よう兵へい集団として、世界各地で主義も主張もなく戦いを繰り広げていた。戦力としては強大だったため、各国で雇用されてはいたものの、過か剰じように戦闘を好む無頼の傭兵団として恐れられてもいた。

　そういう下地があったからこそ、四将たちによるブレイズの粛しゆく清せいは比較的スムーズに進んだ。

　ブレイズの指導者たちは不意を突かれてほとんどの者が抹まつ殺さつされ、残った者たちは散発的な抵抗しかできず、次々に各個撃破されていった。それは戦闘ではなく、一方的な虐殺であった。

　瞬く間にブレイズたちは、その数を著しく減らしていき、遂ついに抵抗をあきらめることとなってしまう。

　生き残ったブレイズたちは、処刑こそ免れたが、その戦闘的な性格から犯罪者予備軍として社会から隔離されることとなった。

　居住区域が制限されて、一般のソーディとの関かかわりはほぼなくなった。ブレイズ専用の特殊な学校では性格を従順にあらためるために矯正プログラムが組まれ、さらにソーディとしては例外的に剣の所持を全面的に禁止されてしまった。

　軍や警察への入隊も認められず、ブレイズたちには決して戦いの機会は与えられない。

　誇りも、剣も、戦いも、なにもかも失い、ブレイズたちは失意の底で大戦後の世界を生きていくこととなった。

　そして、次第にその存在すら忘れられていき──

「……まあねえ、俺おれもブレイズの皆さんには同情しないこともないけどさ。まさか、今さら復ふく讐しゆうとは言わないよね？」

　ラーシュが、嫌いや味みではなく、普通に不思議そうに言った。

「ブレイズの粛しゆく清せいを進めたのは、終戦当時の四よん将しようだったよね。俺やセフィの曾ひい祖じ父いさん辺りかな？　それももう六十年くらい前でしょ？　当時のブレイズたちの生き残りならともかく、局長やネーナにとっちゃ、とんでもない昔の話だろうに」

「当時の生き残りはまだいるのよ。粛清の時代を知っている婆ばあ様さまたちに繰り言みたいに四将たちへの恨みを聞かされれば、私らだって洗脳されるわ。憎しみは時間とともに薄れるとは限らない。受け継つがれていくこともあるのよ」

　ネーナは、マナカの言葉にゆっくりと頷うなずいた。ネーナの祖母も大戦時には最前線で激戦を繰り広げたものの、終戦後には功績を認められることもなく、ゴミのように捨てられた一人だ。普段は穏やかな祖母が、粛清の時代のことを話すときには鬼の形ぎよう相そうになるのが、ネーナには幼い頃ころから恐ろしかった。

「それにね、粛清が終わったといっても、差別は続いているのよ。そこにいるネーナも、経歴詐さ称しようをしなけりゃ、剣の学院への入学なんて絶対に不可能だったわ。ブレイズが剣を持ってることがバレたら、何年刑務所にぶち込まれるんだったかしらね」

「ふーん、なるほどなるほど」

　ラーシュは楽しげに頷いて、獣じゆう斬ざんを軽く数回振った。

「あんたらの目的は過去の復讐と、現状の打破ってところか。そのために、わざわざ偽の経歴を仕立て上げて、あちこちにブレイズのメンバーを潜り込ませてるってわけだね。しかし、学院の生徒くらいならともかく、七しち剣けんの身元も洗ってないとは、ザルだなあ」

「ソーディ政府も長く続きすぎたってことよ。どんな政府も、いつかは緩んで腐ふ敗はいしていくんじゃない」

「うちの親に進言しておくよ」

「それは無理ね。だって、あんたはここで死ぬんだから……」

　マナカの顔に、不吉な笑みが浮かび──彼女はゆっくりとラーシュに近づいていく。

　空気が振動し、マナカの全身から『光コウ』の圧力が増してきている。

　人間どころか、ソーディでも見ているだけで意識が飛びそうなほどの威圧感。

　ネーナは、姉と慕したう剣けん士しの本気に──心から震えた。





　さすがにただの坊ちゃんじゃないわね、とマナカは内心で舌を巻いた。

　これまで、マナカはセイバーズ本部でも『光コウ』をかなり抑え込んでいたのだが、今は全開にしている。

　ソーディの『光』は、生まれつきの量に加え、修行によって制御し、練り上げることによって増幅させるものだ。マナカも生来備そなえていた強大な『光』に加え、長く厳しい鍛たん錬れんを経て、最強の七しち剣けんにふさわしい『光』を身に着けている。

　人間はもちろん、並のソーディならば、『光』を全開にしたマナカの前では、その圧力に押されて剣を構えることもままならない。

　そのマナカの『光』を前にしても、ラーシュは平静を保っているようだ。

　だが、ここまでは彼を知るマナカには意外でもない。次は──

　マナカは、なんの前触れもなく動いた。

　目にも留まらぬ速度で間合いを詰め、上段から剣を振り下ろす。ラーシュは慌てずに剣を構え、正面から獣じゆう斬ざんで受け止めた。再び、空気を震わすような衝撃が拡ひろがる。マナカのスピードにも驚かず、冷静に受け太た刀ちをするとは、やはり彼は尋常ではない。

　マナカは手を止めず、さらに連続攻撃を繰り出していく。

「うおっと、とっ！」

　とはいえ、ラーシュは受け止めるのがやっとのようだ。マナカの剣は光のように走り、刃を合わせるたびに硬質な音が響き、白い輝きが獣斬の黒い煙を引き裂く。

　舞まい姫ひめ──そう名付けた彼女の愛剣は、長さはごく平均的。ただし、刀とう身しんの厚みがひどく薄い。その薄さはまるで紙のようで、いくら光こう刃じんで強化されているとはいえ、刃を合わせればそれだけで、ガラスのように割れてしまいそうだ。

「くっ……！」

　ラーシュは獣斬でマナカの剣を強引に押し返してきて、距離を取った。

「ふふ、受けてるだけじゃ勝てないわよ、ラーシュ」

　打ち込みの角度が絶妙なため、いくら刃を合わせても、マナカの舞姫は折れることはない。ある意味で、クロウの古コ流リユウの受け太刀に似た技とも言える。

「さすがです、お姉ねえ様！　ゴーゴーです！」

「そこの君、なんかキャラが変わってるよ」

　ラーシュはマナカから目を逸そらさずに、冷静に突っ込んだ。

　ネーナは、マナカの剣に熱狂的に憧あこがれてくれている子だ。姉妹でもないのに、『お姉様』などと呼んでくる。マナカも悪い気はしていないし、それなりに可愛かわいがってもいる。

「しかし、相変わらず速いなあ、局長。とても追い切れないよ」

「伊だ達てや酔すい狂きようでこんなぺらぺらの剣を使ってるんじゃないわよ」

　マナカの剣は、ラーシュやセフィの剣と比べればはるかに軽い。ソーディの膂りよ力りよくが並外れていても、やはり重量というのは戦闘において重要な要素だ。軽ければ、それだけ速い。威い力りよくに欠けるという弱点はあっても、急所を正確に断てる技量があれば、そこは補うことができる。もちろん、マナカにはその技量は充分すぎるほどにあるのだ。

「でも、これだけ私とやり合えるあんたもたいしたもんよ。はあ……もう面倒だわ」

　マナカはそうつぶやき、舞まい姫ひめの切っ先をラーシュに突きつけた。

「炎よ、舞い踊れ！」

　舞姫の刀とう身しんから湧わき出るようにして、龍の形をした炎が現れた。龍は神速の勢いでラーシュに襲いかかっていく。

　一秒にも満たない驚きのあと、ラーシュは地面を勢いよく蹴けって、横に跳んだ。炎はあまりに大きく速く、一瞬反応が遅れてしまった彼はかわしきれなかった。ラーシュの身体からだをかすめた龍はその背後の観客席に激突し、爆炎を巻き起こした。

「ぐっ、あっ、あちちちちっ！」

　ラーシュが着用していた制服のブレザーに火がつき、焦ってそれを脱ぎ捨てる。ブレザーはあっという間に燃え上がり、黒こげになってしまった。

「あっ、危なかった！　なんだよ、そっちの子はヘビだったのに、今度は龍なんて。火あぶりで死ぬほど悪いことはしてないのに」

「よく言うわね。術じゆつ法ほうの威力は、『光コウ』の容量次第なのよ。あんたもご存じのとおり、私の『光』はちょっとしたもんだからね。龍は威力が違うわよ」

「そうです、お姉ねえ様の龍は男なんか全部焼き尽くしてしまうんです。じたばたせずに、さっさとミディアムレアにでも──あ、あれ？」

　調子に乗ったネーナの言葉が途中で途切れた。マナカにはその理由がすぐにわかった。ラーシュのシャツの左ひだり袖そでが炎で焼けて、その下にあったものが現れていたからだ。

「け、剣けん聖せいの……継承印コード……？」

「あーあ、見られちゃったか。俺おれは慎つつしみ深いから、できるだけ見られないようにしてたんだけどな」

　ラーシュは冗談めかして言い、左腕の腕うで輪わをぽんぽんと叩たたく。

「そういえば、ネーナに教えるの忘れてたわ。ラーシュもね、姉さんの──剣聖ヒョウカの弟で子しなのよ」

「えっ？　剣聖の弟子ってあのふざけた人間だけじゃないんですか？」

「クロウ君もえらい言われようね。当時はけっこう話題になったのよ。誰だれも弟子にしたがらなかった魔性の男の子を剣聖が引き取ったって」

　マナカも、その話を聞いたときには驚いたものだった。

　弟で子しを取るのはいいが、わざわざそんないわくのある子を──と。

「姉ねえさんにも困ったもんだわ。変なものを見つけると、手元に置きたがるんだから。もっとも、魔性の子が弟子になったすぐあとに、今度は人間の子供を弟子にしちゃって、そっちに話題を持って行かれたんだけどね。ラーシュ、可哀かわい想そうに」

「いやあ、俺おれはそんなことはどうでもよかったんだけどね。同い年の弟子ができて、ありがたかったよ。山の中にあの奔ほん放ぽうすぎる師匠と二人だけで籠こもるなんて、冗談じゃない」

　確かに、ラーシュにはクロウを疎うとんでいる様子は少しもない。

　むしろ、古コ流リユウという変わった剣術を身に着けていったクロウとの修行が、男としては例外的に強いラーシュをさらに鍛え上げたことを、マナカはよく知っている。

　だからこそラーシュは、七しち剣けんである自分と曲がりなりにも渡り合えているのだろう。

「おっと、あまりおしゃべりしてるわけにもいかないわね。そろそろ、終わりにさせてもらおうかしら。その子の引き渡しもあるしね」

　マナカは、近くの客席に横たわっている少女──日ひ奈な子こをちらりと見てから言った。

「ふーむ、ブレイズは太陽教と手を結んでいたってわけか」

「さっき言ったでしょう。うちらは元々少数種族なの。太陽教は、頭数だけはいるからね。私らにとっても、利用価値がそこそこあるのよ」

「頭数を揃そろえて……まさか、クーデターを狙ねらってるとか言わないよね？」

「おしゃべりは終わりって言ったじゃない。まあ、それくらいは答えてもいいか。まったくもって、そのとおりよ。今のソーディ政府をぶち倒して、歴史の闇やみに沈められた私たちブレイズは──日陰から出て行くのよ」

　マナカの言葉には、少しの迷いもなかった。冗談でもなければ、ハッタリでもない。

　これ以上隠し事をする理由もない今、本当のことだけを胸を張って言える。

「局長、あなた正気なのか？　少々緩んでいても、相手は一国を支配する政府だよ？　ブレイズが少しくらい強くてもどうにもならない。勝ち目なんかないだろ」

「だからいいんじゃないの」

　マナカは、まるで子供のように嬉うれしそうに笑った。

　我ながらイカレていると思う。ブレイズの戦闘本能は度し難いものだとも思う。正直、大戦後に四よん将しようがブレイズを粛しゆく清せいしたのも、理解できるくらいだ。

　だが、粛清とブレイズの現状を許せるかどうかは別問題である。

「さあ、ラーシュ。あんたを血祭りに上げて、私たちからの宣戦布告としましょう！」

　マナカは舞まい姫ひめを構えて、すうっと横に滑るように動いた。動きが不自由になる観客席の上でもよどむことのない、なめらかな動作だった。

「まさか──！」

　ここで初めて、ラーシュの顔に緊張が走った。

　まったく重力を感じさせないマナカの動きに──不意に、変化が起きた。

「七ツ身──！」

　驚きよう愕がくに目を見開いたラーシュの前で、マナカの身体からだが七つに分裂した。

　マナカは地面をえぐるようにして蹴けりつけ、空気を鋭するどく切り裂きながら走り続けている。

　断続的な高速移動による、残像現象。そんなバカげたことができてしまうのが、七しち剣けんという怪物の一人である、剣けん将しようマナカなのだ。

　ラーシュは剣を構えたまま、マナカの動きを目で追っている。七つの分身をすべて視界に捉とらえているのが彼の凄すごみであるが、そこまでが限界のようだ。

　七人のマナカが、身体をぶつけるようにして、ラーシュに肉薄する。

「さよなら、ラーシュ」

「…………っ！」

　マナカの剣が幾筋もの斬ざん撃げきを放ち、ラーシュは声にならない悲鳴を上げた。

　七つの分身は疾風のようにラーシュの横を通り過ぎ──分身は霞かすみのように消え、剣を握った右手を大きく広げたマナカが静かに足を止めた。

　ラーシュの右肩から胸の下、左の太ももが斬きり裂かれ、真っ赤な血が噴ふき出だす。

「乱みだれ舞まい姫ひめ──」

　マナカが、剣を収めながら厳おごそかに告げた。

　圧倒的な『光コウ』によって強化されたスピードと、舞うような動きによる、七つの分身。

　その七分身すべてから放たれる、無数の斬撃──それが乱舞姫。

　ラーシュに稽けい古こで見せたことはあったが、まともにくらったのは初めてだろう。

　ほぼ反射的に、大半の斬撃を獣じゆう斬ざんで弾はじいたものの、全部とはいかなかったらしい。

　ラーシュはその場に膝ひざをつき、血にまみれた胸に手を置いている。即死するほどの傷ではないが、このまま放置すれば命の保証はないだろう。

「さすがは姉ねえさんの弟で子しね。乱舞姫をくらって、その程度の傷で済むなんて。どうやら、姉さんがいなくなったあとも、修行はサボっていなかったようね」

「おしゃべりを再開するには早いんじゃないかな、局長。俺おれはごらんのとおり、まだ生きてるよ」

「強がりを言わなくてもいいわ、ラーシュ。私は苦しめるのはお好みじゃないの。今すぐ楽にしてあげるわ」

「どうやら、俺だけ楽になれるようだよ。いいかな？」

　ラーシュはマナカの目を見み据すえたまま言った。

　その言葉に驚いたのはネーナだけで、マナカもラーシュも互いに向けた視線を一ミリも動かさなかった。

「いいわけねえだろ。継承印コードを俺にだけ押しつける気か」

　つかつかと歩いてきたクロウが、ラーシュの横でぴたりと止まった。

「俺おれと同じ継承印コードをもらった奴やつがいいように斬きられてんじゃねえよ。俺まで弱いみたいだろ。しっかりしろ」

「少しはいたわりがほしいなあ……」

　ラーシュは力なくつぶやいて、笑った。

　普段、あまり仲がいいようには見えない二人だが、絆きずながないわけでもないらしい。

　姉ねえさんの教えを受けた二人の男か……。

　マナカは、ほんの少しだけクロウとラーシュが羨うらやましいと──そんなことを思ってしまう。





　闘技場の観客席には、複数の人影があった。

　クロウは、油断なく周囲に目を配る。

　血で身体からだを赤く染め、地面に膝ひざをついているラーシュ。

　さっきクロウに斬られたところの血もぬぐわずに、こちらを警戒しているネーナ。

　気絶している──というより、のんきに寝ているように見える日ひ奈な子こ。

　そして──

「やっとのお出ましね、クロウ君。いえ、よくここにいるのがわかったわね？」

「だいぶ、無意味に走り回っちまったよ。でも──わかりやすい、おなじみの『光コウ』のおかげだな」

　マナカからの圧力を感じなかったら、目立つ観客席など通り過ぎていたに違いない。

「そう……自分の中に抑えきれないものがあるっていうのは、厄やつ介かいね」

「誰だれにでもそういうのはあるもんさ。俺もセフィを見てると、ムラムラが抑えられない」

「ちょっと！　もう少しオブラートに包んで言え！　魅力的、とか！」

　きちんとクロウにくっついてきていたセフィが、焦りながら突っ込んでくる。問題は言い回しだけなのだろうか。

「あっはっは。どんなときも、クロウ君はクロウ君ねえ」

「こんなときだから、俺のままじゃなきゃここに立っていられないさ」

　マナカの瞳ひとみは、ネーナと同じように赤く輝いている。

　ここに来るまでに、セフィに聞いたブレイズの話。事実をまとめて考えてみれば、マナカの“〝動機”〟も想像がつく。

　まさかこの人が、という思いは間違いなくある。

　本当はマナカに保護してもらうためにここに来たのだが、事態はあまりに意外だった。

　それでも、クロウにはこれほどの“〝想定外”〟を目の前にしても心を揺らさずにいられるだけの経験と、厳しい訓練に裏打ちされた自信があった。

　クロウは射るようにマナカの目を見つめ──

　その瞬間、マナカは矢のように跳んだ。

「クロウ君っ！」

「マナカ！」

　マナカの舞まい姫ひめが、幾筋もの光となって襲いかかってくる。

　あまりにも鮮烈なその光に、クロウはほとんど無意識に反応し、抜ばつ刀とうしていた。

　金属同士がこすれ合う耳障りな音が響き、二人の剣から火花が飛び散る。

　マナカの剣は機関銃のように止まることなく繰り出され、クロウの古コ流リユウがそのすべてを弾はじいていく。

　やはり、ネーナとはものが違う──クロウはマナカの斬ざん撃げきを弾きながら、七しち剣けんの力にあらためて脅きよう威いを覚えていた。

　いきなりの斬きり合いに対する戸惑いはない。

　マナカはブレイズであり、おそらく一連の事件の黒幕。信頼して預けた日ひ奈な子こをさらって──なにかに利用するつもりか、もしくは太陽教に引き渡すつもりか。そして、どこで嗅かぎつけたのか、クロウに先回りしたラーシュを殺すところだった。

　剣けん将しようマナカは、まぎれもなくクロウの敵だ。

　師の妹だとか、上司だとか、そんなことを考えていたら次の瞬間にはクロウは斬られてしまう。余計なことを胸に抱えたまま立ち向かえる相手ではない。

　綱渡りのような攻防が続き──いや、マナカの一方的な攻撃をクロウがさばき続けているだけだ。こんな戦い方では、クロウの体力が尽きたときが終わりのときだ。

　だが、迂う闊かつに距離を開けるのも危険が大きい。おそらく、マナカも術じゆつ法ほうの使い手だ。ネーナに何度も炎をくらって、術法との戦い方もわかってきている。

　ネーナの術法には、発動にわずかにタメがあった。そのタメは大きな隙すきになるため、間合いが空いていなければ撃ちづらいはず。こうして距離を詰めて、タメをつくる暇ひまを与えずに戦っている限り、発動は難しいはずだ。

　もしマナカが至近距離からタメなしで術法を発動できるなら、クロウの勝ち目はほぼゼロになる。だから、そのことは考えない。

「ぐっ！」

　鈍にぶい音とともに、クロウの肩に灼しやく熱ねつ感が走った。

　さばききれなかったマナカの刃が、クロウの左肩を斬り裂いていったのだ。わずかにマナカの剣先を逸そらしていなければ、丸ごと左腕を失っていたかもしれない。

　今さらながら、ソーディの剣を少しでもくらうことの恐ろしさを実感する。

「まだまだよ、クロウ君！」

「くっ……！」

　肩の激痛に気を取られている暇ひまもない。

　クロウとマナカの斬きり合いは、早くも変化を見せつつあった。

　マナカの剣先が、時折クロウの身体からだを小さく、それでも確実に刻んでいく。

　彼女の剣をさばくのがやっとで、反撃する隙すきなどどこにもない。

　命を削るような、ギリギリのやり取り。少しずつ、自分の中からなにかが損そこなわれていく感覚。

　クロウの限界は、驚くほど早足で、すぐ背後まで迫りつつあった──

「ああもうっ、あんたもしつこいわね！　面倒くさい！」

　マナカはそう言い放つと、舞まい姫ひめを引き、後ろへ数メートル跳んだ。

　クロウは、迂う闊かつに間を詰めるような危険は冒さなかった。術じゆつ法ほうも恐ろしいが、不用意に敵の間合いに踏み込むような素人ではない。

「はぁっ、はぁ……」

　クロウは息を整えながら、肩の傷を確かめる。かなりの深手だ。他ほかにも裂れつ傷しようが数箇所。一つ一つの傷は小さくとも、それらのダメージは確実に体力を削り、剣先を鈍にぶらせる。

　マナカほどの剣けん士しが相手となれば、わずかな揺らぎが命取りになってしまう。

「クロウ、局長はでかい炎の龍を飛ばしてくる。気をつけないと、一瞬で消し炭だよ」

「ご忠告どうも。けど、ラーシュ。おまえ寝てたほうがいいぞ」

　と言いつつも、そういうわけにもいかないことはクロウもわかっていた。七しち剣けんが剣を振り回している以上、いつ巻き込まれるかわからない。少なくとも、マナカはラーシュの命を気遣うことはないだろう。

「クロウ君、私からも一つ忠告しようか？　さっきからセフィが、あんたを襲いたくてうずうずしてるみたいよ」

「げっ」

　クロウは思わず後ろを振り返った。なるほど、セフィが星ほし崩くずしを手に顔を赤くして、もじもじしている。

「そ、そんなことないわよ。あたしだって、時と場合をわきまえて襲うんだから！」

「時と場合がよければ襲うのかよ」

　また、クロウの剣さばきに興奮してしまったのか。この状況で、奇き襲しゆうでも受けたらたまらない。死と隣り合わせの求愛は、人間の身にはなかなかしんどいものがある。

「ままならないものよねえ、ソーディっていうのは。私たちブレイズも結局はソーディだからね。剣に恋する衝動を抑えられないのは、よーくわかるわ」

「なんだ、あんたも俺おれに惚ほれちゃったのか」

「“〝も”〟っていうのは、どういう意味かしら……」

「細かいことは気にしなくていいんじゃない？」

　憮ぶ然ぜんとするセフィに、マナカが楽しげにそう言った。

「残念ながら、私には他ほかに心に決めた人がいるのよね。その人は、本当に本当に強くてね。私はずっと、あの人の剣の虜とりこだったわ。クロウ君、それが誰だれかわかるでしょ？」

「…………」

　クロウはなにも答えず、マナカの言葉の続きを待つ。

「剣けん聖せいヒョウカ──クロウ君、あんたが殺した私の姉ねえさんよ」

「え……？　殺……した……？」

　ぼんやりとそうつぶやいたのは、クロウではなくセフィだった。

「なにも反応しないところを見ると、ラーシュも知っていたようね。いえ、もしかすると共犯なのかしら？」

「……また、局長の名推理が聞けるのかな？」

　ラーシュを睨にらみつけてから、マナカは自分の額ひたいを指でとんとんと叩たたいた。

「クロウ君の額の傷……私は、あんたが山から下りてきたときから気づいてた。その傷は、姉さんにつけられたものでしょ？」

「だとしても、なにかおかしいか？　師匠とはいつも真剣で稽けい古こしてたんだから、傷の一つや二つ、ついたっておかしくないだろう」

　クロウはマナカの赤い瞳ひとみを見み据すえながら、きっぱりと答える。

「その傷は、ただの傷じゃないでしょう。私の目は節穴じゃない。ソーディはみんな、それぞれ固有の愛剣を使う。クロウ君の傷は、姉さんの愛剣“〝久遠クオン彼方カナタ”〟がつけた傷よ。ここまで言えばわかるでしょ？　わからないなんて言わせないわ」

　師匠の愛剣、久遠彼方のことはクロウも知っている。

　見た目はなんということもない、日本刀に似た片刃の長剣だ。特殊性でいえば、星ほし崩くずしや舞まい姫ひめのほうがはるかにインパクトがある。しかし、剣聖の愛剣は彼女たちの故郷ソーデイアで打たれた屈くつ指しの名剣らしい。剣聖ヒョウカの全力の斬ざん撃げきに耐たえられる剣は他にないとも聞いた。

　そして、剣聖が愛剣を使うのは命のやり取りをするとき。命を懸かけて戦うに値すると認めたときだけだという。そのことは、剣聖に近しい人間ならば、誰でも知っているのだ。

「私はずっと姉さんを、姉さんだけを見てきた。だから、あの人の剣がつけた傷跡も、その傷が相手を殺すつもりでつけたものだということもわかるのよ。クロウ君、あんたは本気の剣聖ヒョウカと立ち会っている。だけど今、あんたは生きてここに立っていて、姉さんの行方は知れない。そうなれば──」

「ああ、きっと俺おれは師匠を、剣聖ヒョウカを斬きったんだろうな」

　クロウは──自分の心が深く冷たく沈んでいくのを感じていた。

　とぼけても無む駄だなようだ。マナカの推測は、おおむね正しい。クロウの額に消えない傷跡を刻んだのは、他ほかでもない剣けん聖せいヒョウカだ。

「そうだ、俺おれは一年前に師匠と命を懸かけて立ち会っている。でも、なんだろうな。なんでだっけ。なぜ俺はあの人と戦ったんだ……？」

「ふざけるな！」

　遂ついに、マナカが激げき昂こうした。

　クロウは八年の彼女との付き合いで、声を荒げるところなど見たことがなかった。

「覚えてないとでもいうの!?　自分の師匠を──私の姉ねえさんを殺しておいて、なにをふざけたことを！　あんたは……あんたは！」

　クロウは、少しもふざけてなどいない。

　剣聖との戦いは、ほんのわずかに記憶している。圧倒的な恐怖。かつて自分の故こ郷きようで見た、久遠クオン彼方カナタを手に舞い踊るように戦っていた、世界に生きる者すべてを斬きり尽くすような、あの圧倒的な怪物が今度は自分の前に立ちはだかっている。

　あんな恐ろしいことが、この世にあるのか。

　だがしかし、そのあまりの恐怖のせいだろうか。

　クロウには、剣聖との戦いの記憶が最後まで残っていない。気がついたときには、額ひたいを深く斬られ、身動きもできないほど消耗しきって、山小屋のそばに倒れていた。

　そして、そばに落ちていたクロウの剣の刀とう身しんは、誰だれかの血にまみれていた──

「くっ……」

　突然、額の傷がずきずきと痛み始める。一年前の古ふる傷きずであり、言うまでもなくとっくにふさがっている。なぜ、今になって……。

「いえ、いいわ。本当に覚えてないのか、とぼけているだけなのか。どちらでもいい。これ以上クロウ君と話すこともないわね。姉さんが斬れなかった代わりに、私が斬ってやろうと思っていたけど、もういい」

　ゴゴゴゴゴ、とマナカの舞まい姫ひめの刀身から奇妙な音が響き始める。

「炎よ、舞い踊れ……」

　刀身に巻きつくようにして炎が起こり、それが形をなし始めた。ラーシュが言ったとおり、燃え盛る龍の形だった。

　見とれている場合ではないのはわかっていたが──その真っ赤な龍の姿は美しかった。炎の龍は、どんどん巨大にふくれあがっていく。

　額が、ずきずきと痛む。逃げなければならないのに、身体からだが動かない。傷のせいなのか、見とれているせいなのか。

　周りから、「ロウ！」「クロウ！」と自分を呼ぶ声が聞こえてくる。叫んでいないで、セフィもラーシュも逃げればいいのに、とクロウは思う。

「あんたには、姉さんがつけた傷跡を背負ったまま生きることも許さない。その傷ごと、燃え尽きてしまうがいいわ」

　巨大な炎の塊かたまりと化した龍が、マナカの剣から放たれる。

　なぜか、時間がスローモーションで進んでいるように見える。世界が真っ赤に染まり、焼けつくような熱とともに、龍が大きく口を開いていくのがはっきり目で捉とらえられた。

　身動きできないとか、そんなことはどうやら関係なかったようだ。たとえクロウが万全の状態でも、この炎の前には無力だっただろう。

　結局、マナカほどの実力者が黒幕だったという、予想もできなかった事態がクロウの敗因だったということだ。

「…………っ!?」

　龍がクロウを焼き尽くすかと思われたそのとき、ふらりと彼の前に誰だれかの背中が現れた。

　長い黒髪に、黒とグリーンのメイド服──

「日ひ奈な子こっ!?」

　クロウが叫んだのと同時に、炎の龍がメイド服の少女を呑のみ込こんだ。一瞬でその華きや奢しやな身体からだは業ごう火かに焼かれ、骨も残さず消えた──そう思った。

「なっ……!?」

　驚きの声を出したのは、クロウではなくマナカだった。

　日奈子を焼いたかと思われた炎の龍が、急速にその勢いを弱めていく。

　まるで、日奈子の胸に吸い込まれていくようにして──炎の龍はかけらも残さず、消滅した。

「なんだ、どうなってんだ……？」

　クロウはつぶやいた。炎が消えても、辺りはまぶしいほど明るいままだ。

　日奈子の黒髪が風もないのにふわふわと揺れ、彼女の身体からは黄金色の光が発せられている。

　この光は、クロウが初めて日奈子と会った夜に見たのと同じものだ。

　太陽の乙女──

　クロウは、不意にその言葉を思い出した。術じゆつ法ほうの炎を跡形もなく消してしまう能力？　そういえば、以前にもネーナの攻撃を日奈子が止めたことがあった。

「炎よ、舞い踊れ！」

　マナカの叫びに、クロウは素早く顔を上げる。さっきと同じようにマナカの剣から炎が起こって──ばちん、と弾はじけるようにして霧む散さんしてしまう。

「発動しない──!?　なんなの、これ!?」

　マナカがはっきりと動揺を見せている。クロウも驚きを隠せなかった。術法を消すどころか、日奈子にはブレイズの術法を封ふうじる能力があるということか……？

「お姉ねえ様の邪魔をしないでください！」

　しまった、こいつを忘れていた！

　クロウは、日ひ奈な子こに向かって突進してきたネーナに反応できなかった。こうも立て続けに事態が動くと、いくらクロウでも頭が追いつかない。

「あんたこそ邪魔するな！」

「セフィ様!?」

　クロウよりも素早く、セフィが反応していた。日奈子の前に立ち、星ほし崩くずしでネーナの剣を受け止めている。

　ネーナの実力は、セフィよりも勝っている。しかし、ネーナの剣を受け止めることもできないほど、セフィも未熟ではない。

「日奈子、もう充分よ。あたしと一緒に後ろに下がって──」

　ネーナの剣を弾はじいてから、セフィが日奈子の手を取った。

　その瞬間──二人が握り合った手から、さらに強い黄金の光が溢あふれ出した。

「今度はなんだ!?」

　クロウは、想像不可能な事態はいくらでも起こりえるのだと、身をもって思い知りつつあった。

　不意に、その場にいた全員が──クロウやマナカのような百戦錬磨の者たちでさえ、敵から視線を外し、空を見上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      　闘技場の上空で雷のような轟ごう音おんが響き、青空の一部にヒビが入っていく。

　ヒビの実際の大きさはまったく計り知れない。だが、はっきりと青空のその部分だけがまるで夜空のように真っ暗になっていた。空が震えているような音とともに、そのヒビは拡ひろがっていき──

　爆発にも似た音を響かせて、現れたときと同じように唐とう突とつに閉じた。

「……もうわけわかんねぇよ」

　クロウは、ぼそりと言った。既すでに、黄金の輝きも消えてしまっている。

　セフィと日ひ奈な子こは、その場に座り込み、うつむいている。二人とも顔はよく見えない。

　空を見上げていた間になにがあったのか、そこから数メートル離れたところに、ネーナが倒れている。

「もしかしてさっきのは……空の扉、なの……？」

「空の扉……」

　マナカのつぶやきに、クロウははっとなった。

　空の扉は、ソーディたちがこちらの世界にやって来たときに使われた異空間ゲートのことだ。世界にいくつも開かれていたらしいが、大戦後にすべて閉じてしまったはず。

　そんなものが、なぜ今になって──

「そう……そうか。太陽教が日奈子に執着している理由がわかった気がするわ。もしかすると、うちの組織からセフィの抹まつ殺さつ命令が出た理由も──」

「そうかもしれない……が、そのことはあとで考えよう。今は、あんたとの決着が先だ」

　クロウは宣言するように、マナカに言った。

　古ふる傷きずのうずきは、いつの間にか消えていた。

　頭はクリアになり、やるべきことがはっきりと見えてくる。

　ここでマナカを倒さなければ、なにも始まらない。

　セフィと日奈子、彼女たちになにが起きたのか、それを知るためにもこの場を生き延びなければならない。

「そうね。ここでクロウ君が負ければ、私はセフィを殺す。日奈子は、太陽教で再び囚とらわれの身というわけだしね」

「残念だが、そいつは無理だろうな。あんたとの風ふ呂ろは悪くはなかったけど、やっぱり若い子のほうがいいかな」

「ふふ、クロウ君にはまだ大人の色気はわからないかしら？」

　マナカは妖よう艶えんな笑みを浮かべ、芝居がかった仕し草ぐさで肩にかかっていた髪を後ろに払った。

「ねえ、クロウ君。あんた、勝てるつもりなの？　術じゆつ法ほうが使えなくても、私にはまだ剣がある。いえ、剣こそが私のすべてよ」

「だったら、すべてを賭かければいい」

　クロウは、とんとんと階段状になった観客席を上っていく。

　マナカもまた、クロウから間合いを保ったまま、階段を一歩ずつ上がっていく。

　剣の勝負で勝ち目などない。クロウには、充分すぎるほどわかっている。

　わかっていても、ここで剣を収めることなどできなかった。

　自分の未来──将来のために、短剣を得てこの社会に居場所をつくるために、クロウは剣を振るってきた。

　だが、今はそれだけではない。

　学院に来てからの時間が、クロウが戦う理由を増やしてしまった。

　思えば、自分はセフィに甘えていると思う。セフィをからかっているのも、セクハラですらも、彼女への甘えであり、それを受け入れてもらえることが嬉うれしいのだ。

　日ひ奈な子こ──ずっと閉じた世界で生きてきた女の子。今は校内で満足しているようだが、彼女は学院の外を、もっと広い世界を見るべきだ。

　殺させはしない。二度と閉じ込めさせたりはしない。

　彼女たちがいるから、クロウはまだ立っていられる。守るために、戦おうと思える。

　目の前にいる剣けん士しは、幼い日に出会ったあの怪物には及ばなくても、クロウにとってはあまりにも高すぎる壁であり、絶対的な力の差がある。

　だが今は、剣けん聖せいヒョウカの剣から生き延びようとした幼い頃ころとは違う。

　セフィと日奈子のために、自分の剣をぶつけるために、マナカに立ち向かえる。

「生きるための理由が増えすぎたかもな。でも、だから俺おれはあんたと戦える」

「私がクロウ君を殺したい理由は一つだけ。一つだけで充分すぎる。いつもあんたを殺したかった。いつでもよかった。それが今なのよ」

　マナカは一度足を止め、すうっと横に滑るように動いた。高速移動によって、ブンッと空気を切り裂く音が響く。七人のマナカが、クロウを押し包むようにずらりと並んだ。

　それだけではない。

　マナカは、腰こしに提げていた剣の鞘さやの底部を握り、すらりともう一本の剣を抜いた。

　彼女の愛剣、舞まい姫ひめは鞘の両側に剣が一本ずつ差してあるのだ。

　恐ろしいほど研ぎ澄まされた、二本の細身の長剣の使い手。それが、剣けん将しようマナカの真の戦い方スタイルだった。

「行きましょう、舞姫。待ち望んだ観客の前で、誰だれよりも上う手まく舞ってあげましょう」

　七人のマナカは、胸の前で二本の剣を交差させ、冷たく光る刀とう身しんにそっと唇をつけた。

　ぞくぞくするほど、色香にあふれた仕し草ぐさだった。

「やっぱり、マナカは恐ろしいな」

　来る、とクロウは心臓が高鳴るのを止められなかった。

　乱みだれ舞まい姫ひめ・双そう剣けん──七人のマナカから、流りゆう星せい雨うのように死の刃が降りかかってくる奥義である。クロウも自分の目で見るのは初めてだった。

「さよなら、クロウ君。さようなら」

　マナカのつぶやきは、どこまでも透き通っていた。

　七人の姫が、死の剣舞のステップを踏む──

「うおおおおおおおっ！」

「なっ!?」

　突然、獣のような咆ほう哮こうが上がり、マナカのステップが靴で地面を激しくこすりながら急停止する。

「ラーシュ！　あんたはっ！」

「人を魔性だなんだと言っておきながら、俺おれを忘れてたのは失敗だったね」

　音もなくマナカの背後に忍び寄ったラーシュが、七つの分身から実体を見極め、振り下ろした一刀が、彼女の右のふくらはぎを見事に斬きり裂いたのだ。

　ラーシュは素早くマナカから離れ、獣じゆう斬ざんを杖つえ代わりにして立った。マナカに斬られたところからの出血は激しく、おそらく立っているだけでやっとだろう。

　今のは渾こん身しんの力を込めた一撃だったに違いない。

「悪いね。だけどさ──クロウは殺させないよ。それは、俺が斬られるのと同じなんだよ」

「ラーシュっ……！」

　血の気が引いて真っ青になりながらも不敵な表情を浮かべるラーシュに、マナカは怒りの目を向ける。

「俺にできるのはここまでだよ。やれ、クロウ。おまえはまだ、本当の力を見せてない。おまえの剣を──抜け！」

　ラーシュはそう叫ぶと、支えにしていた獣斬とともにぐらりと倒れた。死んではいないだろうが、さすがに限界だったのか。

「剣を抜け？　なに言ってるの、こいつ。とっくに抜ばつ刀とうしてるじゃないの」

「…………」

　マナカは不思議そうにしているが、クロウにはラーシュの言わんとしていることがわかった。

　クロウは剣けん聖せいと本気で戦っている。そして、少なくとも生き延びている。

　そのときの──生き延びたときの力をもう一度出せれば。

　記憶を失っていても、やるべきことはわかっている。剣聖から学んだのは、古コ流リユウだけではない。もとより、剣聖の技は古流ではなく、彼女の真価は別にある。

「たかが、足を斬られただけよ！」

　再び、マナカがステップを踏む。高速を超えた神速の舞いが、ごうっと突風を巻き起こし、空間が歪ゆがんだかのような錯覚さえ覚えてしまう。

　今度の分身は七つでなく、五つ。ラーシュに斬きられた足のダメージは、少なからずあるようだ。

　もっとも、そのダメージを差し引いてもクロウとの実力差はあまりに大きい。五ツ身分身の乱みだれ舞まい姫ひめでもクロウを血祭りに上げるのはたやすいだろう。

　だが、負けられない。

　他ほかの誰だれでもない、マナカが言ったのだ。剣けん聖せいの弟で子しである者は、決して無様に負けてはならないと。

　マナカに斬られた傷が、ずきずきと痛む。血が流れ出していく。

　それでも、剣聖に斬られた傷の痛みに比べれば、なんでもない。

　剣聖と戦って生き延びた自分が──こんなところで死ぬはずがない！

　今こそ使うべきとき。師匠から学んだ、もう一つの秘奥──

「死ぬのよ、クロウ！」

　乱舞姫・双そう剣けんが翔とぶ。

　クロウは、五人のマナカに向かって走り出す。

　走りながら、クロウの全身から白い光が噴ふき上がる──

「光こう刃じん!?　いえ、違う!?」

　そう、光刃ではない。

　ソーディは、体内の『光コウ』の一部を刃に伝えることができる。しかし、クロウのこれは違う。『光』をコントロールしきれず、刃に集中させられないため、全身から『光』があふれるような状態になってしまう。

　剣に集中させられないデメリットがある一方で、『光』が全身に行き渡ることによって、身体能力や防御力が上がっている。

　ソーディには及ばずとも、人間の限界を超えるほどに。

　素のままの状態でソーディと戦えるクロウにとっては、それで充分。読めない太た刀ち筋すじと、人間を超えた身体能力。

　その二つが合わされば──

「なんで人間が『光』を使えるの!?」

「あんたの姉ねえさんの教えだよ！」

　七しち剣けんの『光』の圧力は、人間も感じることができる。

　受信ができるなら、発信もできるであろう──

　あの偉そうな剣聖は、そんな適当な発想でクロウに『光』の扱あつかい方を教え、実際に使えるように育て上げてしまったのだ。

　そもそも、クロウの身に起きているこの現象が、種族の違うソーディの『光』と同じものなのかもわからないのだが。

　誰だれよりも強い『光コウ』を持ち、その扱あつかいにも長たけていた剣けん聖せいヒョウカだからこそ、人間の中にも同じ力が眠っていたことに気づいたのかもしれない。

　彼女はわずか数年で自分の弟で子しを実験台に、その力を引き出すことに成功した。

　なんのことはない、結局あの人のてのひらで踊ってるだけじゃないか、俺おれもマナカも。

　クロウは、剣を振りかぶりながら笑った。

　そして、二つが合わさり──一つが生まれる。

　クロウの『光』で強化された目は、光を見ていた。迫り来る五人のマナカの一人に向かって、白い閃せん光こうが九つ走っている。

　九つの閃ひらめきは、実体ではない。しかし、クロウの目には確かに映っている。

　九きゆう天てん聖せい斬ざん──どこを斬きるべきか、光が導いてくれる。古コ流リユウと剣聖の技が生み出した奇跡。九つの光のすべてが、向かい来る敵を斬る太た刀ち筋すじなのだ。

　今のクロウにはまだ見えないはずの、神速の舞まい姫ひめのほんのわずかな隙すきをも見みい出だす技。

　ただ、剣を走らせればいい。光をなぞるように、光を追いかけるように。

　乱みだれ舞まい姫ひめの剣を弾はじく必要すらない。それよりも速く、剣と一体となって光になる。きらめく刃は、一条の閃光となって翔かけていく。

　クロウは全身を白く輝かせながら、乱れ舞う美しい姫に必殺の一刀を叩たたき込こんだ──
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「姉ねえさんが、人間を弟子にするって言い出したときはどうしようかと頭を抱えたわ」

　マナカは、静かにそう言った。

「剣聖の身で人間の反乱なんかに首突っ込んだと思ったら、次はそれでしょ？　まったく、我が姉ながら奔ほん放ぽうすぎるわ。あれでも、ブレイズの尖せん兵ぺいとして送り込まれて、剣聖まで上り詰めた人なのに。任務なんか忘れて、自由きままに生きてたわね、姉さんは」

「俺も散々振り回されたよ……」

　クロウは苦しげにあえぎながら、苦笑いを浮かべた。

　クロウとマナカは観客席に並んで座り、うっすらと赤く染まり始めた空を見上げている。

「結局、ブレイズの任務なんてなにもしてなかったみたい。もっとも、剣聖の仕事もほとんどしてなかったけどね。ほぼ一年中山に籠こもって、あんたらの面倒見てたんだから」

「剣聖は強くあるのが仕事だって……言ってたっけ」

　常々、いい加減な言い訳をする人だとクロウは思っていた。

　もっとも、剣聖が他ほかの仕事をおろそかにしてくれたからこそ、クロウやラーシュが曲がりなりにも七しち剣けんのマナカと渡り合えるレベルにまで育ったのだが。

「姉ねえさんは、ブレイズの任務どころか、私たちの悲ひ願がんの最大の邪魔者を生んじゃったんじゃないかしら」

「それは大げさだろ」

「かもね。でも、私としてはクロウ君は早めに消しておきたいところだわ」

　マナカは笑いながら言って、立ち上がった。

　ぼたり、と彼女の身体からだから大量の血がこぼれ落ちる。

「姉さんを殺したあんたを許すことは絶対にない。でも、さっきのクロウ君の剣──振り始めはいつもの見えない太た刀ち筋すじだったわ。それだけだったら、私の乱みだれ舞まい姫ひめのほうが速かったでしょうね。だけど、それだけじゃなかった」

　マナカは、胸を張ってそこをクロウに見せつけるようにした。

　セイバーズの黒いスーツを着た彼女の上半身、左肩から右脇わき腹ばらにかけて、斜めに大きな傷が走っている。傷は深くはないが浅くもないようで、どくどくと血が流れ出している。人間だったら、とっくに意識を失っているだろう。

「とんでもない失態だわ。戦いのさなかに心を揺らすなんて。剣が乱れてしまうなんて。あんたの途中からの太刀筋、あれは間違いなく姉さんと同じだったわ。私が憧あこがれた、あの人のコピー……いいえ、姉さんの剣そのものだった。あの剣に恋した私が言うのだから、間違いないわ」

「やっぱり、あんたも俺おれに恋したとか？」

「バカ、逆よ。姉さんじゃない人が姉さんの剣を使ってる。そんなの、放ほうっておけるわけないでしょう。姉さんの剣を──あんたが継つぐなんて」

　マナカの言葉には、殺意と冗談が半々で混じっているように聞こえた。彼女の顔にも笑っているような怒っているような、複雑な表情が浮かんでいる。

　クロウは剣けん聖せいから古コ流リユウを学んだ。それはあくまで、クロウの父が考案したもの。言うまでもなく、剣聖も自分だけの剣術を身に着けている。

　弟で子しになってから七年。クロウは古流だけでなく、剣聖のスタイルをも身に着けた。同じ弟子であるラーシュは彼独自の剣を磨みがいていったが、ソーディではないクロウには自分だけの剣を創つくり出だすセンスなど持ち合わせず、師のマネをするのが精一杯だったのだ。

　九きゆう天てん聖せい斬ざんは古流で敵を斬きるべき軌き跡せきを視覚化し、最速最強の──剣聖の太刀筋で斬る。師匠と同じ太刀筋を使えたことが、意図せずクロウの命を救ったというわけだ。

「けど、今日のところは引き上げましょう。時間をかけすぎてしまったし、他ほかの七しち剣けんでも駆けつけてきたら厄やつ介かいだからね」

「また会えるってことかな」

　クロウは、微び笑しようして言った。

　それには答えず、マナカはゆっくりと歩き出した。

「あんたに負けるなと言ったのは本心よ。とりあえず、今日は私にも負けなかったんだから、許してあげましょう」

　マナカは傷を押さえもせずに、流れる血もそのままに歩いて行き、倒れていたネーナを抱えて、観客席の出口に姿を消した。

「……見逃しちゃっていいの？」

　今度は、マナカが座っていたところにセフィが腰こしを下ろした。日ひ奈な子こもその隣に座った。

　二人とも特にケガはなく、ぴんぴんしているようだ。

「見逃してもらったのはこっちだな」

　クロウは身体からだを伸ばし、勢いよくその場にどさりと横になった。

「もう座ってるのも限界……。あー、しんどい」

「しんどいって、ロウ……ちょっとあんた、顔真っ青よ!?」

「ちょいとね……光こう刃じんじゃなくて、“〝光こう身しん”〟とでも言っとくかな。あの技、すんげー負担がかかるんだよ。うあー、身体がみしみしいってる。人間の身体は、『光コウ』を使うようにできてないんだろうな」

　クロウも、マナカとの戦いで出し惜おしみをしていたわけではない。光身は、よほど集中しているか、追い詰められないと出せない上に、リスクが大きい。師匠が言うには、場合によっては二度と動けなくなるかもしれないらしい。

　当然、そこまではセフィたちには言わない。バカをするなとなじられるのも、本気で心配されるのもごめんだ。

「こっちはこんな有様だけどさ。マナカはあの程度のケガなら、その気になれば俺おれたちを皆殺しにできたんじゃないかな。ラーシュも死にそうだったしなあ」

　そのラーシュの姿は、既すでに観客席のどこにもない。クロウがマナカを斬きって、そのすぐあとに彼の姿は消えていた。自力で歩いて病院にでも向かったのだろう。誰だれかの肩を借りるのも、心配されるのも嫌だったに違いない。ひょうひょうとしているようで、ラーシュは実はプライドが高い。マナカに一撃を入れたのも、やられっぱなしでいたくないという気持ちもあっただろうと思う。

「あんただって、なんか死にそうじゃない。肩の傷も、けっこうひどそうよ」

　セフィはハンカチを取り出して、クロウの肩をぐっと縛る。それから、優しくクロウの頬ほおを撫なで始めた。

「はー、気持ちいいな……」

「それはよかった……けど。ロウ、あんたどこ触ってんの？」

「え？　なに？」

　クロウはすっとぼけて言い、首を傾かしげた。

「あたしの太ももを這はってるこの手はなにかしら？」

「おや、無意識になんてマネを」

　セフィの太ももは肉付きが薄いように見えて、弾力があってなめらかな肌の感触が気持ちいい。

「……まあいいわ。それで痛みがまぎれるなら、しばらくそうしてなさい」

「おおっ？」

　意外なことにお許しが出て、クロウは戸惑ってしまう。どちらかというと、セクハラしたら怒られないと落ち着かないのだが。

「それと、その……お礼を言っておくわ。あたしのところへ来てくれてありがとう」

「ああ」

　顔を真っ赤にしているセフィに、クロウは優しく微笑ほほえみかける。フォーアが殺されてすぐにクロウが駆けつけたことを言っているのだろう。気にしなくても、そんなことは当たり前のことなのに。

「それに……さっきのロウの剣、もの凄すごかった……」

「ん？」

　セフィがうっとりした顔で、こちらを見ている。どこか興奮しているようでもある。

　ふと、クロウは気づいた。

「セフィ、おまえ……」

「なによ……」

　セフィは妖あやしげな視線を向けたまま言った。

　どうやら、セフィ自身は気づいていないようだ。彼女の『光コウ』の量が爆発的に増えていることに。

　少なくとも、ネーナをはるかに超える『光』だ。

　クロウには、セフィに異常が生じたタイミングは一つしか思いつかない。誰だれもが戦いを忘れて空を見上げたあのとき──セフィになにかが起きたのではないか。

　あるいは、なにかが起きたのではなく──セフィがなにかを起こした結果、彼女の『光』が増えてしまった……？

「……って、こらぁ！　どこを触ろうとしてるの！」

　正気に戻ったセフィがクロウの手の甲を軽くつねり上げた。太ももに這はわせていた手が、どんどんスカートのほうへ近づいていることに気づかれたらしい。

「ちぇっ、バレたか」

「バレたか、じゃないっ。本当、油断も隙すきもないな、あんたは！」

　クロウは笑ってごまかす。

　ごく短期間での『光』の上昇など、聞いたこともない異常な現象だ。まだ本人も気づいていないようだが、あとであらためて原因を調査する必要がありそうだ。

　セフィが、こほんと咳せき払ばらいした。

「と、ともかく。なんか、めまぐるしくいろいろ起こりすぎてわけわかんないわ」

「まったくだ。報告書も出さなきゃいけないんだろうなあ。なんて書こう？」

　術じゆつ法ほう使いの正体。忘れられたはずの種族、ブレイズの復活。

　七しち剣けんの一人、剣けん将しようマナカの裏切り。

　ブレイズであり剣将であるマナカの力をも封ふうじてしまった日ひ奈な子この能力。

　セフィの『光コウ』の異常な上昇。

　そして、数十年ぶりに一瞬だけ開いた、異世界ソーデイアへと繋つながる空の扉──

「……わたしも、よく状況がわからないのですが」

　クロウのつぶやきを遮さえぎるように、日奈子が口を開いた。

「マナカと話してたら、急に意識が遠くなって。目が覚めたら、いきなりクローの盾にされてました」

「違うだろ！　おまえがふらふら俺おれの前に出てきたんだよ！」

「そうでしたっけ。そういえば、クロー、ずっとわたしをおまえおまえって呼んでて正直イラっとしてたんですけど、さっきは日奈子って呼んでました」

「イラつかせてすみませんね……」

　特に深い意味があって名前を呼ばなかったわけではない。ただ、情が移るのを避さけていたのかもしれない。もうそんなことを気にするのも、クロウはバカらしくなっている。

　たとえ任務が解かれても、この不思議な少女との縁は切れない気がしてならない。彼女は、セフィ以上にはっきりと、いろいろな現象を起こしすぎている。

　マナカの術法を消し去り、封じ込めただけではない。

　太陽の乙女もまた、空になにかをしたのではないか。

　本人は、ほぼ無意識にやっているらしいのが厄やつ介かいなところだが。

「はぁ、やれやれ。俺の目的がどんどん遠ざかってるよなー」

「クローの目的ってなんですか？」

「決まってるだろ」

　クロウは、がばりと身体からだを起こし、その勢いのまま立ち上がった。全身に鋭するどい痛みが走ったが、なんでもない顔をして正面を見み据すえる。

「昔、途切れちまった普通の日々を取り戻すのさ」

　父を失い、剣けん聖せいに出会ったあの日。

　運命の分かれ道になった日から今日まで、普通の人間ではありえない時間が続いてきた。

　あるとき突然、運命は分かれてしまうもの。

　だったら、その気になれば自分で運命を強引に変えることだってできるはずだ。

　クロウは、みずからが望む道をつくるために剣を取り、生きてきたのだ。

「そのためなら、誰だれだろうと関係ない。全部、ぶった斬きる」

　クロウは日本刀の柄つかを握り、振り返る。そこには、きょとんとしたセフィと日ひ奈な子この顔があった。

「さて、俺おれも一応病院行ったほうがいいかな。本部にも行かなきゃいけないよなあ」

「……一緒に行ってあげるわよ」

「わたしの護衛は続いているのですよね」

　セフィと日奈子が、クロウの両隣に並ぶ。

　二人の少女の、それぞれの柔らかく甘い香りが漂ただよってくる。

「病院まではあたしが護衛してあげる。ロウに借りをつくりすぎてるしね」

「わたしは守られすぎてますね。どうも、わたしには狙ねらわれる理由がたくさんありそうですが。でも……クローはこれからも守ってくれるのですよね」

「……お二人とも、自己主張が激しいことだな」

　クロウは自分のことばかり、というわけにはいかないようだ。

　彼の目的には、幸せな家庭を築きずくことも含まれている。当然ながら、その家庭には可愛かわいい嫁が不可欠だ。

　性格に多少の難があっても、セフィも日奈子も可愛いし、いくらか危険はあっても面白い家庭ができあがりそうだ。

　クロウは二人の少女と並んで歩きながら、笑みを浮かべた。

　運命がどこに向かっているのか、今はまだわからない。

　あまりに異常なことが一度に起きすぎた。

　特に──空の扉が唐とう突とつに開いたことと、そばにいる二人の少女が無関係とは思えない。

　まさかとは思うが、二人が閉ざされた空を開く鍵だとしたら──？

　それはあるいは、ブレイズたちの反逆以上の深刻な事態なのかもしれない。セフィと日奈子には、思いもしない運命が待ち受けている可能性がある。

　だがクロウは、既すでにセフィと日奈子、二人の少女と関かかわっていくことを決めている。

　彼女たちに重い運命が待っているのなら、それを自分も背負うということだ。

　望まない運命も未来も、この手の剣で斬り裂いてみせよう。

　クロウは、自分で望む運命を引き寄せる力を持っている。

　斬って、斬って、斬り続けてやろう。

　その先に求めた未来があると信じて──



おわり



    

  
    
      
あとがき



　はじめまして。もしくはお久しぶりです。鏡かがみ遊ゆうです。

　新作ということで、あらためて軽く自己紹介を。

　普段は、ＰＣゲームのシナリオなどを書いている者です。ご縁がありまして、こうしてライトノベルも書かせていただいております。ありがたいことです。



　で、新作です。今回はちょいアクションっぽく仕上げてみました。まあ、なんだかんだで女の子だらけですが。

　王道ではありますけど、やはり戦う女の子はいいですね。制服でアクション、というのも外せないので舞台は学園で。制服のスカートをひらひらさせながら戦ってこそ、真の王道ですよね。

　もちろん戦うだけでなく、女の子たちは可愛かわいく可愛くです。

　一応、テーマとかあるにはあるんですが、ヒロインや主人公のバトル、あるいは女の子たちの普段の可愛さを気軽に楽しんでもらえれば嬉うれしいです。



　そういえば、資料ってことで日本刀の模造刀というか、おもちゃを買ってみたんですが、重量は本物と同じくらい──１キロくらいあるんですよ。いやもう、重い重い。１キロなんてたいしたことなさそうですけど、構えてみると違いますね。ずっしりと重さが伝わってきます。振り回すとか絶対無理です（笑）。

　こんな重たいものを使ってたなんて、武士って人たちは凄すごかったんですねえ。

　僕も七百グラムにも満たないタブレットＰＣが重いなんて言ってないで、少しは鍛えたほうがよさそうです。



　最後になりましたが、謝辞です。

　みけおう先生、素晴らしいイラストをありがとうございました。担当さん、いろいろご迷惑をおかけしてますが、いつも助かっています。そして、この本の制作に関かかわってくださった皆様に心から感謝いたします。

　なにより、読者の皆様に最大の感謝を。

　またお会いできれば幸いです。それでは。



二〇一二年四月　鏡遊



    

  
    
      　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。

　　主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　今さらながら、携帯ゲーム機でハンターになったりしてますが、常にぼっちで遊んでます。

　　一人で生きていく強さばかり身につきますね。



　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身のフリーのイラストレーター。

　　現在は札幌市在住。

　　花粉が飛んでこないのでマスク生活から解放されてます。

　　でもネコアレルギーなのに猫を飼ってるのでぐじゅぐじゅしてるんですけどね…



　　ＨＰ　「ＰＩＮＫ　ＣＨＵＣＨＵ」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/



    

  
    
      剣神の継承者サクシード





著者名……鏡　遊

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１２年５月25日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

2012 Yu Kagami
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